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はじめに

日本商工会議所が中小企業庁の補助を受け、平成18年度から実施して

いる「地域力活用新事業∞全国展開プロジェクト（正式名称：小規模事業者

地域力活用新事業全国展開支援事業）」。これは、地域の資源を活用して

新たな特産品や観光資源の開発およびその販路拡大などの地域をあげた

取り組みについて、商工会議所を通じて支援する事業です。

平成23年度は、事業計画の策定を行う「調査研究事業」で39件、全国

規模のマーケットを狙った特産品開発や観光資源開発およびその販路拡大

を行う「本体事業1年目」で34件、以前本体事業で取り組んだ内容のブラッ

シュアップを行う「本体事業2年目」で10件のプロジェクトが採択されました。

また、複数の特産品や観光資源等を束ねて一定期間に集中的に開催する

新たな集客型の販路開拓・普及事業である「地域の魅力でおもてなし事業」

で10件のプロジェクトが採択されました。そして、これら地域の独自色ある

93件のプロジェクトが全国各地で取り組まれ、多くの特産品や観光商品等

が開発されました。

また、当所でも各地のプロジェクトを側面から支援するため、円滑な業務

遂行をアドバイスする専門家の派遣、共同展示商談会やテストマーケティン

グによる販路開拓支援、ホームページを活用した広報事業などを実施する

ことで、事業全体の支援と認知度向上に取り組んでまいりました。

本書では、平成23年度に実施されたプロジェクトについて、事業概要、

成果、今後の方向性、課題等について紹介しておりますので、全国規模の

マーケットを狙う小規模事業者・中小企業、および地域活性化を図る商工

会議所の皆様の参考となれば幸甚です。

最後に、本書の作成にあたり、各地商工会議所のご担当者をはじめ、中

小企業庁、関係機関等、各プロジェクト推進に携わった多くの方々から多

大なご協力をいただきましたことに対し、厚く御礼申しあげます。

平成24年３月

日本商工会議所
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時代劇の灯を消してはならない　

今年、榎木さんはたった一人で、ある活動を始めた。
名付けて「時代劇再生プロジェクト」。きっかけは、昨年
末に放映終了となったテレビの時代劇シリーズ「水戸黄
門」の最後の撮影日に行われた打ち上げに、たまたま立
ち合ったことだという。
「私も別の時代劇の撮影で京都にいたことから顔を出

したんです。民放連続時代劇の最後の砦と言われる番組
でしたから、スタッフや職人さんの多くが、時代劇の行く
末に強い危機感を抱いていました。でも、そこからどうしよ
うという動きが見えなかったので、とりあえず何かしなくて
はいけないと考えました」

時代劇は、単に着物やカツラをつけた人々が演じる芝
居ではないと榎木さんは力説する。スタッフやキャストの
全員が、その時代の精神を背負い込むことで表現される
べきものであり、衣装・結髪・美術・大道具・小道具など
を結集した総合芸術なのだと。
「時代劇は日本の歴史であり、精神であり、日本人の

宝です。近代化の中で打ち捨てられてしまった日本古来
の精神は、今では書物や映像からしか学べなくなりつつ
あります。時代劇には、その精神文化のエッセンスが詰
まっているのです」
こうした精神や技術は、ひとたび途絶えると復興がむ
ずかしい。榎木さんは、独力で提案書をまとめ、国や自
治体などに働きかけた。提案書には次のような内容が盛

り込まれている。
1.1年間に10本くらいの良質な時代劇映画を作る予算を
付けられないか。
2.時代劇の製作技術や時代劇の精神が学べる学校を、
国が京都につくってはどうか。
3.京都をはじめとして国内各地に時代劇の撮影や技術継
承の拠点となる施設をつくってリンクさせれば、地域の
活性化にもつなげられるのではないか。
「空想的な話ではありません。現に韓国では、国が予
算を付けて映画を大きな産業に育て上げ、外貨を稼いだ
り、文化を広める手段にしています。韓国映画の人気が高
い国では韓国の工業製品もよく売れるそうですよ。また、
山形県の庄内映画村は、時代劇の撮影ができるオープン
セットを建てて観光客に公開し、利益の出る施設となっ
ています。私の提案は、文化的な意義だけでなく、国や地
域の産業の振興にもつながるものだと思っています」
活動を始めて間もないが、国会議員をはじめ文化庁や
京都市、榎木さんの出身地である鹿児島県が興味を示
すなど、早くも反応が出てきたという。
「あれこれ議論を重ねるよりも、とにかく自分から動い

てみようと思ったのです。誰かが動いたことで、人の意識
が変わり始める―意識の変化は各方面へ波及していき
ますから」

何の目的もない旅が好き

榎木さんは旅行好きでも知られている。気楽な30代の
ころは、主にインドやアジア諸国に20回も出かけていたと
か。しかも、ひと月以上にもなる放浪に近いような旅だっ
たという。

「これをしたいから行く、これが見たいから行くという
旅にはしたくなかったんです。何らかの目的意識を持って
そこへ行こうとすると、途中にあるものを見落としがち。
空っぽの状態で歩いていれば、いろんなものが見えてくる
し、いろんなことが感じられます。私は絵が好きだから、
活気のある市場のような所があると、やおら座り込んで描
き始める。すると人が寄って来て話がはずみ、今夜泊まる
所を決めてないと言うと、『じゃ、うちに泊まればいい』み
たいなことになったりする。そういうのがワクワクするんで
す。皆さんにお薦めできるわけじゃありませんが」
異国では不安が不安を呼び込むと榎木さんは言う。日
本人旅行者には心配性の人が多く、遠目で見てもおっか
なびっくりの様子がわかるそうだ。そういう人がかえって
狙われやすい。
榎木さんは小さめのバッグ一つで出かけ、着いたらす
ぐに人々が着ている安いありふれた現地服を2着買って
着替えてしまう。それを交互に洗濯しながら旅を続けるの
だ。
「だんだん無精ヒゲも伸び、国籍不明者になります
（笑）。そうなればしめたもので、現地にすんなり溶け込
めるんですよ。こういう楽しさを知ってしまったら、もう
やめられません」
結婚して３人の子どももいる今、さすがに放浪の旅はで
きなくなったと頭を掻く榎木さんだが、そこで知恵を絞っ
た結果思いついたのが、一人旅ではなく“二人旅”。子ど
もが10歳になったら親子二人で気ままな旅に出て、「こん
な世界もあるんだよ」というのを見せてやりたいそうだ。
「妻の許しをもらって、息子二人はインドとタイへすで
に行き、今年は娘の番なので楽しみなんですが、今のとこ
ろ娘からは二人旅はいやだと（笑）」
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国内の旅行は今は仕事がらみがほとんどである。現
在、榎木さんが描いた絵を展示する美術館が、北海道の
美瑛町と大分県の飯田高原にある。
「先日は美瑛町へ行ってきました。どの季節でも美しい

所ですが、特に冬景色がたまらない。いっぱい描きました
よ。ただ戸外はマイナス20℃に近い寒さだったので、
ちょっとズルして車の中からでしたが…」と笑う。
仕事柄もあって、日本全国くまなく歩いている榎木さん

に、お気に入りの場所はどこかと聞いてみた。
「鹿児島県出身なので、やはり九州に愛着があります

ね。美術館をつくっていただいた飯田高原や、九重連山
から阿蘇にかけての一帯は、本当に素晴らしい所です。
行く所、行く所、何枚でも絵が描けてしまう。食べ物も
びっくりするほどおいしいし、どなたにも自信を持ってお
勧めできます。ぜひ一度お訪ねください」

地域起こしは地元に誇りを持つことから
　
「地域力活用新事業∞全国展開プロジェクト」につい
て、榎木さんは強い共感をおぼえるという。以前から日本
中を歩いてきて、「ここにはこんな素晴らしいものがある
んだから、もっとPRすればいいのに」と思うことがよく
あったそうだ。
「今は立派なブランドになってしまいましたが、関サ
バ・関アジなんかもそうでしたよ。ちょっと前まで地元の人
しか知らなかった。東京に住んでいると大概の物は手に
入りますが、食べ物に関しては、やはり地元でとれたもの
をその場で食べるのがいちばんですね。イカそうめんは東
京でも食べられるけれど、東北の港町で食べるとおいし
さが違います。私の出身地は鹿児島県北部の伊佐市とい
う所ですが、昔からニガゴリを食べていました。今でいう
ゴーヤです。いつのころからか東京のスーパーでも買える
ようになったので食べてみたら、少々味が違う。同じゴー
ヤという名でくくらず、鹿児島産は「鹿児島ニガゴリ」とい
う新ブランドにできるかもしれない。これは例え話にすぎ
ませんが、そんな発想が地域起こしにつながるんじゃない
かと思うんです」
榎木さんの父親は公務員だったが、家の裏に畑があっ

たので、野菜などはほとんど自給自足だったという。
「小さいころから母の畑仕事を手伝わされていたの
で、どの野菜をどう育てるかとか、どうすればおいしくなる
かなどは体で覚えています。そんなこともあって、日本の
農業が元気でいてほしいという強い思いがあります」
地域にはそれぞれの魅力があるはずだ。だが地元の人
達にとっては、あまりにも当たり前のこと、見慣れたことな
ので、それと気付かないことも多い。また、その価値を見

つけたとしても、どう発信すればいいのかがわからないこ
とも多いだろう。
「何よりも、自分の地元に誇りと自信を持つことではな

いでしょうか。都会にコンプレックスを感じる時代ではな
くなっています。誇りを持てば、自信を持ってアピールす
ることができます。日商さんがこういうプロジェクトを展開
しているのも、そんな時代を反映しているのでしょうか
ら」

意識を変えることはむずかしくない

大震災で大きな被害を受けた東北地方。榎木さんは
地元のボランティアを手伝うため、宮城県の南三陸町を
何度も訪れている。
「いや、大したことをしている訳じゃないんです。援助

物資が山積みになっていても、本当に必要な物が、必要
としている人に届いていないということがあるので、車で
運んであげているボランティアのお手伝いを個人的にし
ているだけ。至って地味な活動です」
そんな中で思ったことがあるという。日本は平和で安

心・安全な国だと信じていたので、海外の悲惨な映像な
どを見て、子どもたちに「こんな所に生まれなくてよかった
ね」などと言ったこともあったが、今回の惨状を目の当た
りにして、二度とそういうことは口にすまいと決めたそう
だ。
「やはり対岸の火事だったんです。自分のこととして受

け止めていませんでした。現地に行って、そういう考えでは
ボランティア活動などできないことがわかりました。この
震災で私たちは、意識を変えるきっかけをもらったのでは
ないでしょうか。私の周辺でも多くの人が、自己中心的な

考え方を改め、地域のことや子どもたちのことを真剣に考
え始めています。誰もがそう思うようになったなら、日本は
良い方向へ変わるはずだし、世界が日本を見る目も変わ
るでしょう」
榎木さんは一人ひとりの意識変革ということを重要視し

ている。それは、今現在の世の中は、人の意識の集積で
つくられてきたと考えるからだ。
「過去の人間が夢を持ち、“こんな世の中にしたい”と

思った結果として、今の世の中があるのだと思います。で
も、人間にはさまざまなエゴイズムがあるので、理想的な
良い世の中にはなってくれません。このままでは地球が駄
目になるというのは、誰もが思い始めたことではないでしょ
うか。私たちの意識を変えることは決してむずかしいこと
ではありません。一人ひとりが“このままではいけない”と
いう問題意識を持つことです。そして、自分だけがいい思
いをしようというエゴから脱却すれば、世の中は良くなっ
ていくでしょう」
さらに、いつか誰かがやるだろうという他人まかせでは
何も進展しないと榎木さんは言う。時代劇再生への活動
にしても、被災地でのボランティア活動にしても、誰かが
動くことで人の意識が変わり、意識の変化は波及するとい
うのが、基本となる考え方なのだ。

はん だ

くじゅう

地元のものを
　　その場で食べるのがいちばん
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いつか誰かがやるだろうでは地球が駄目になる

榎木孝明（えのきたかあき）
鹿児島県出身。武蔵野美術大学デザイン科に学ぶ。
劇団四季に入団、1981年『オンディーヌ』で初主演。
1983年劇団四季を退団し、1984年NHK朝の連続
テレビ小説『ロマンス』主演でテレビデビュー。
その後、俳優として、映画・テレビ・舞台で活躍。
旅を好み、アジア各地を中心に世界の風景を描き続
ける。毎年全国各地で個展を開催。

インタビューを終えて

映画やテレビでは温厚な好人物を演じることが多い榎木さんで

すが、どうしてどうして、日本の行く末、地球の行く末を案じて

熱く語る、正真正銘のサムライなのでした。
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地域経済の活性化のためには、地域の小規模事業者がますます
高度化・多様化する消費者ニーズを適確に把握し、自らのターゲッ
ト顧客を意識した製品づくりなどを行い、全国規模の市場に向け
た事業展開を実施することが重要である。このため、日本商工会
議所と各地の商工会議所が連携し、小規模事業者による全国規
模のマーケットを狙った新規事業展開を支援し、小規模事業者の
経営の向上ひいては、地域経済の活性化を図る。

1. 事業の目的
地域の小規模事業者による全国規模のマーケットを狙った新規事
業展開を支援するため、各地の商工会議所などが小規模事業者と
協力して進める特産品開発や、観光資源開発およびその販路開拓
について、幅広く支援する。

日本商工会議所では、「地域力活用新事業∞全国展開プロジェクト」全体
の普及促進や各地の商工会議所が実施するプロジェクトのフォローアップを
目的に、以下の事業に取り組んだ。

2. 事業の内容

・地域の資源（農水産品・文化・技術など）を生かした新たな製品
（特産品など）の開発または改良に関する事業およびその販路開拓
または普及に関する事業。
・地域の資源（名所・施設・産業など）を活用した新たなサービス事
業や新たな観光資源のPRなど観光に関する事業およびその販路
開拓または普及に関する事業。
・地域資源（農水産品・文化・技術・産業など）を活用した複数の特
産品、観光資源を束ねて一定期間に集中的に行う新たな集客型
の販路開拓または普及に関する事業。

4. 対象事業

3. 事業スキーム

平成18年度　84件（うち共同実施9件）
平成19年度　95件（うち共同実施14件）
平成20年度　96件（うち共同実施8件）
平成21年度　96件（うち共同実施5件）
平成22年度　108件（うち共同実施13件）

平成23年度　93件（うち共同実施5件）
・調査研究事業　39件
・本体事業1年目　34件
・本体事業2年目　10件
・地域の魅力でおもてなし事業　10件

5. 実施件数 ※商工会議所分のみ5. 実施件数 ※商工会議所分のみ

△各商工会議所のブースが並ぶ、共同展示商談会の会場内の様
子。成果品や地域の魅力を紹介し、プロジェクトの認知度向上
に努めた。

平成23年度

『地域力活用新事業∞全国展開プロジェクト』
（小規模事業者地域力活用新事業全国展開支援事業）の概要

平成23年度

日本商工会議所の取り組み

本体事業とは
全国規模のマーケットを狙った新たな特
産品開発や観光資源開発およびその販路
開拓に取り組む事業

調査研究事業とは
次年度の「本体事業」実施を視野に入れ、
新製品開発や観光資源開発を行う前段階
における事業計画の策定に取り組む事業

地域の魅力でおもてなし事業とは
複数の特産品、観光資源などを束ねて一
定期間に集中的に行う新たな集客型の販
路開拓または普及に取り組む事業

調査研究事業
（計画立案）

地域の魅力でおもてなし事業
（集客型の販路開拓、普及）

本体事業
（新製品・観光資源開発、

販路開拓）
JAPANブランド
育成支援事業などの
他の施策の活用による
さらなる事業展開

または、
事業者による事業化

各
地
商
工
会
議
所
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平成24年２月の共同展示商談会には52商工会議所が出展。
成果品の実演はもちろん、地域色のあるコスチュームに身を包
んで情報発信するなど、各商工会議所が工夫を凝らした展示を
行い、来場者の関心を集めた。

・Data

・期　　日：平成24年2月8日（水）～10日（金）
・出 展 数：52商工会議所
・来場者数：約19万6000人（同時開催のイベント来場者含む）

・Data

・期　　日：平成24年2月8日（水）～10日（金）
・出 展 数：52商工会議所
・来場者数：約19万6000人（同時開催のイベント来場者含む）

2）

3）

4）

「地域力活用新事業∞全国展開プロジェクト」
で開発された商品などのPRと販路拡大を目的
に、共同展示商談会「feel NIPPON 春2012」
を開催。東京・有明の東京ビッグサイトで行わ
れた国内最大級の見本市「東京インターナショ
ナル・ギフト・ショー」および食の専門見本市「グ
ルメ＆ダイニングスタイルショー」との同時開催
により、多様な業種のバイヤーや多くの来場者
を集め、地域や開発商品等をＰＲし、販路開拓
に取り組んだ。

共同展示商談会「feel NIPPON 春2012」の開催
取り組み①

・Data

・期　　日：平成24年1月7日（土）～15日（日）
・場　　所：東京ドーム
・出 展 数：26商工会議所
・来場者数：約38万4000人（ふるさと祭り来場者数）

地域の伝統的な祭りと特色ある食が一同に集
まる「ふるさと祭り東京2012－日本のまつり・故
郷の味－」に、「地域力活用新事業∞全国展開プ
ロジェクト」で開発した特産品や観光情報を出
展。東北地方のみならず全国各地が震災により
影響を受けていることから広く出展を募り、同プ
ロジェクトにより開発された、新たな地域産品の
PRや販路拡大、地域の情報を一般消費者に提
供する機会を設けた。

「feel NIPPON ふるさと祭り東京」の実施
取り組み③

各地域において開発された特産品やその取り
組みを紹介することで、各地の経済の再生を図
り、被災地域ひいては日本を元気にすることを目
的に、東日本大震災により被害を受けた東北・
北関東地域の13プロジェクトを「feel NIPPON
震災復興支援」ブースとして、共同展示商談会
「feel NIPPON 春2012」に併設して出展した。

「feel NIPPON 震災復興支援」の実施
取り組み②

feel NIPPON 震災復興支援

feel NIPPON 春2012
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:

事業評価事業で成果や課題を分析
取り組み⑦

本事業の認知度向上、各地実施プロジェクト
のプロモーション支援を目的に、webを活用し
た広報事業を実施。平成23年度採択プロジェ
クトの事業成果掲載と合わせてデザイン変更等
のリニューアルを実施。また、今回は各地の取
り組みを掘り下げて紹介する特集記事のほか、
過年度事業を紹介する特集を掲載することで、
更なる効果拡大を図った。

公式webの作成および運営
取り組み⑨

商工会議所福利研修センター「カリアック」
（静岡県浜松市）において、平成22年度の各地プ
ロジェクトを紹介するパネル展示を、8月1日から
実施。企業や学生等、研修など本施設の利用者
に対し、「地域力活用新事業∞全国展開プロジェ
クト」で開発した各地の観光資源・特産品をＰＲ
している。
また、平成24年2月に開催された共同展示商
談会「feel NIPPON」、平成23年12月に開催さ
れたテストマーケティング会場においても、この制
作したパネルを活用した。
これらのことから、一般消費者やバイヤーに向
けて本事業と各プロジェクトの取り組み内容の
認知度向上、また商工会議所職員には本事業実
施に対する意欲喚起へとつながった。

パネル展示
取り組み⑧

・Data

・期　　日：平成23年12月8日（木）～13日（火）
・場　　所：東武百貨店池袋店
・出 展 数：23商工会議所

平成18～22年度に実施されたプロジェクト
が、「地域力活用新事業∞全国展開プロジェク
ト」を通じて開発した食料品や工芸品などについ
て、首都圏における販路開拓とＰＲを目的とする
テストマーケティング事業「feel NIPPON 新し
い食・旅、そして技」を東武百貨店池袋店にて開
催。23商工会議所から65アイテムが出品され、
首都圏の消費者の生の声を収集するとともに、
百貨店バイヤーや有識者から意見も集め、今後
の商品改良や適切な販路開拓に関するヒントを
得た。

テストマーケティングの実施
取り組み④

・Data

・日　　程：平成23年6月1日（水）～2日（木）
・場　　所：全国町村議員会館
・参加者数：123名

・Data

・日　　程：平成24年2月22日（水）
・場　　所：日本商工会議所　会議室Ａ
・参加者数：23名

セミナー①
平成23年度地域力活用新事業∞全国展開プロジェクト担当者向け
セミナー
事業区域ごとにプロジェクトの進め方や事務手続きなどの説明の他、

地域資源のブランド化による地域活性化の取り組みの参考となるような
講演を盛り込み、事業計画の精度向上を図った。

セミナー②
平成２３年度地域力活用新事業∞全国展開プロジェクト啓発事業
本年度のフォローアップ事業の一環として、地域資源を活用した事業

の一層の推進を図ると共に、次年度に「地域力活用新事業∞全国展開プ
ロジェクト」の調査研究事業および本体事業を活用して、特産品開発、観
光開発、コミュニティビジネスへの取り組みを具体的に検討している商工
会議所を対象にしたセミナーを東京で開催。事業を実施する際のポイン
ト解説や、参加者によるワークショップの実施により、事業をより効果の
あるものにするためのブラッシュアップを行った。

セミナーの開催
取り組み⑤

事業基盤強化・専門家派遣事業では全国展開プロジェクトのより円滑
な進行や成果向上を目的として、進捗状況や課題を確認した上で、必要
なプロジェクトに対してコンサルタントやデザイナーなどの専門家の派遣
を実施した。
各専門家は地域の特徴やターゲットの明確化、販売チャネル・供給体
制の構築、広報・宣伝活動、ブランド力、協働体制などさまざまな観点か

事業基盤強化・専門家派遣事業の実施
取り組み⑥

らプロジェクトを調査・分析。基本戦略から商品の品質まで幅広く提言を
行った。各地の商工会議所からも、地域資源の有効活用法といった初期
段階から、開発されたメニューの客観的評価、事業全体の統括まで外部
の専門家へのニーズは高く、関係事業者と専門家が協働することで従来
の地域内の常識に新たな風が送り込まれ、事業展開の改善に効果を上
げた。

平成18年度に「地域力活用新事業∞全国展開プロジェクト」を開始し
て以来、273商工会議所で572プロジェクトが実施されている。事業評価
事業ではこの全プロジェクトを対象に、事業の経済的成果や地域内への
波及効果、また補助事業終了後の取り組み状況などを調査。その上で、
今後の新たな事業に活用してもらうため、各事業の課題と解決策、成果

の高い事業の分析をまとめた「地域資源活用マニュアル」を改訂・作製し
た。このマニュアルは、各プロジェクトの状況・目的に応じて内容を参照で
きる目的別索引が設けられるなど高いユーザビリティを誇り、具体的な事
業推進のノウハウはもとより地域産業振興にかかわる考え方が記載され
るなど、本事業の指針としても活用されている。

事業成果パネルにはプロジェクトの概
要や成果が詳細に記された。

平成22年度に行われた全プロ
ジェクトの事業成果パネルを「カリ
アック」内に展示。多くの関係者の
目に触れた。
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古くからの建物が残り、風情ある「小江戸」と呼
ばれる町はいくつかある。その中でも佐原の大き
な特長は、作られた観光地ではなく、実際に生活
して商売を営んでいる土地であるところだ。先人
たちが残してくれた遺産を大切に守り、磨き上げ、
宝として受け継いでいる。
江戸時代、佐原は利根川から運ばれる豊富な
物資と、旦那衆と呼ばれる豪商が持ち込んだ江
戸の文化が融合し、本物を見極める感性が育ま
れた。これこそが「江戸優り（まさり）」の誇りであ
る。何をするにも「本物」であることにこだわり、そ
のためには手間を惜しまず、妥協しない、損得は
二の次、という佐原人の気質が数々の名産品を
生み出した。そのような地に住み、佐原と深く関
わったのが伊能忠敬である。名主として佐原の発
展、災害時の救済などに努め、50歳からの第二
の人生を実際に各地を歩きながら日本地図を完
成させた人物だ。町の中心を流れる小野川のほ
とりにある「伊能忠敬記念館」は、貴重な当時の

暮らしをうかがうことができる登録博物館であ
り、川を挟んで向かい側にある自身が設計した旧
宅とともに、見学が可能である。

江戸優りの矜持を育んだバックボーン

佐原で30年余りを過ごした
伊能忠敬の銅像

「伊能図」などが展示されている伊能忠敬記念館こしひかり100％の玄米シフォン（イチジク）

第1回　歴史再発見

ダイナミックにそびえる尾根に囲まれ、深い蒼の
日本海を望む糸魚川市。特殊な地質のルーツをた
どっていくと、そこには人間の歴史を遥かに超えた、
大地の物語が見えてくる。約2千万年前、日本列島
は東西ふたつに分かれていた。ふたつの列島が浮
かぶ、日本海と太平洋をつないでいた海峡だった
のがフォッサマグナ。ラテン語で「深い溝」という意
味だ。6,000メートル以上もの深さのフォッサマグ
ナに、海底火山から噴き出した溶岩や火山灰など
がたまり、やがて隆起して日本列島はひとつにな
る。東と西をつないだ境界の最西端に位置するの
が糸魚川である。
大地の割れ目から誕生した、糸魚川という土地。
海岸に打ち上げられる様 な々種類の石には、それ
ぞれの長い旅が刻まれている。中でもひときわ存
在感を放っているのが翡翠（ヒスイ）であり、糸魚川
の文化とは切り離せないものである。縄文時代、世
界最古の翡翠文化が糸魚川で始まっただけでな
く、特に糸魚川のヒスイは硬質で貴重なものとさ
れ、日本随一のヒスイ産地として知られている。さら
に本格的な採取でなくても、波打ち際を歩きなが
ら、清流で自然に磨かれた石を探しに県内外から
足を運ぶ人も多い。もし海岸で気になる石を見つ

自然の神秘が創った日本列島境界のまち

世界が認めた地質の宝庫 新潟・糸魚川

時代が息づく町 千葉・佐原

第2回　日本を旅する

けたら「フォッサマグナミュージアム」へ持っていっ
てみよう。専門知識を持った学芸員が無料で鑑定
してくれるのだ。ミュージアムには鉱物や化石など、
貴重なものが数多く展示され、地球誕生の壮大な
ドラマが、訪れる人のこころを引き込んでいる。ま
た、日本庭園「翡翠園」では、70トンもあるヒスイの
原石を見ることができ、「谷村美術館・玉翠園」に
はシルクロードをイメージした幻想的な雰囲気が
漂っている。

糸魚川の象徴「ヒスイ」

園内にはヒスイ美術館もある「翡翠園」

海鮮丼

天下の険として有名な「親不知」

ビジュアルを効果的に使って
プロジェクトを紹介
ユーザーの興味を惹き、強いインパクトを与えるよう、効果的にビ

ジュアルを使用したデザインを採用。各地のユニークな取り組みへの
「興味喚起」と、新しい可能性への「閃き」を同時に与え、本事業への参
加モチベーションアップを狙います。

認知度を高めるためのポイント

Point❶

一般の方にも
楽しんでもらえるコンテンツ企画
本事業に携わる商工会議所職員や事業者だけでなく、一般の方にも

見て楽しんでいただけるよう、本事業以外の周辺観光情報やグルメ情
報を特集や報告ページに盛り込んだり、当地ならではの特色やエピ
ソードを交えながら、日々の活動内容を紹介する「突撃！隣の商工会議
所」や、過去に実施したプロジェクトのその後を紹介する「あのプロジェ
クトは今」など、カジュアルで読みやすいコンテンツ企画を新たに加えま
した。

Point❷

ユーザビリティを
意識したレイアウト
ユーザーにわかりやすく、簡単な手順でより多くのプロジェクトを紹
介するべく、検索結果ページのレイアウトと、各プロジェクトの写真も含
めて一覧で表示できるように改良すると共に、絞り込み検索、過去に見
たページの履歴表示や、気になったプロジェクトを保存できる“マイク
リップ機能”を追加しました。

Point❸

全国の24プロジェクトをご紹介。各回は3ページのメイ
ン特集と1ページで4プロジェクトを紹介するサブ特集の
全4ページからなる。

特集したテーマと商工会議所

次ページより       「feel NIPPON」の3種類の特集をダイジェストで紹介
各特集の詳細は　http://feelnippon.jcci.or.jp/

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

歴史再発見

日本を旅する

新ツーリズム宣言！

ご当地ブランド

地元愛デア

千葉・佐原

新潟・糸魚川

北海道・札幌

愛媛・今治

長野・諏訪

特集した商工会議所実施回 テーマ

まだ知られざる「日本」の魅力を伝えるべく、各地で取り組まれているプロジェ
クトにスポットを当て、そのユニークかつ精力的な活動を伝える特集企画。
プロジェクトの紹介だけでなく、訪れた人だけが感じることができる
地域の魅力を深く掘り下げて紹介しております。

プロジェクトN
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遊びごころを形にする純粋な情熱と発進力

第5回　地元愛デア

柔らかな発想と先端技術の融合 長野・諏訪

美しい四季に彩られ、豊かな旬の食材に恵ま
れた北の大地、札幌。都会的なまちなみの中に、
札幌市時計台や北海道庁旧本庁舎などノスタル
ジックな建造物が開拓時代の面影を残すととも
に、郊外に出ればそこには雄大な自然が広がっ
ている。浪漫あふれる札幌の魅力は、常に旅人の
心を魅了してやまない。
春夏秋冬、華やかなイベントが催され、人気の

観光スポットも市内に集中しているため、徒歩で
巡りながら楽しむことができる。まさに完成され
た観光都市に思えるが、その姿はさらに新しい形
へと日々進化している。定番の観光も楽しいが、フ
ロンティア精神あふれるまちだからこそ、新たな発
信をキャッチして、その面白さをいち早く体験して
みたい。
平成23年３月には、札幌駅からすすきのまで

をつなぐ地下歩行空間が完成した。信号や天候
に左右されない快適なストリートは天窓や光の
壁、アイヌ文様のタペストリーで演出され、休憩ス
ペースもあるので人々の憩いの空間となってい
る。広場は音楽やパフォーマンスで賑わい、札幌
の人の流れが変わる、新たなメインストリートで
ある。
また、最新ビュースポットとして注目を集めてい

進化する札幌のあたらしい魅力を見つける旅

開拓精神の遺伝子を継ぐまち 北海道・札幌
第3回　新ツーリズム宣言！

今治市には、急流で身の引き締まった魚をはじ
めとする海産物や今治タオルなど、この地域なら
ではの特産物が数多くある。農産物を使って、新
しい「今治の顔」となる特産品を作ろう、と発足し
たのが「今治地域特産の農水産物を活用した特
産品開発プロジェクト」である。
スタートは、健康食品としても注目の「はだか
麦」と、白くシャキシャキした食感が特徴の「鳥生
（とりう）レンコン」のふたつを使った、地元菓子組
合との商品開発だった。素材の珍しさとしてのイ
ンパクトはあったものの、土産物につながるような
商品がなかなか生まれなかったため「スイーツコ
ンテスト」として広く一般にレシピを公募すること
にした。はだか麦や鳥生レンコンだけでなく、今治
の農産物全体を対象に広げた「今治お土産ス
イーツコンテスト2011」には、市内の大手菓子
メーカーからカフェの個人オーナーまで幅広い
応募があり、地元への想いを込めた力作がエント
リーされた。競い合う、という形が良い刺激にな
り、特産品の新ブランド誕生に大きく一歩踏み出
すこととなった。
グランプリに輝いたのは、今治の特産品「はっ
たい粉」を混ぜ込んだチョコクリームをパイで挟
んだ『バリィふぃーゆ』。また、はだか麦を使った

競い合うことでより盛り上がった特産品開発プロジェクト

山海の恵みあふれる瀬戸内海の宝石 愛媛・今治
第4回　ご当地ブランド

『焼き麦ドーナツ（バリイさんとむぎどちゃん）』と、
ブルーベリーを中に入れて船の形に焼き上げた
『瀬戸の小舟』が準グランプリに、鳥生レンコンを
パイで包んだ『しまなみ恋歌』、自社農園のジャム
をタルトにのせて食べる『しまなみ花畑』が審査員
特別賞にそれぞれ選ばれた。今回出展された10
作品は、プロジェクトに合わせて立ち上げた地域
活用商品ブランド「Gozzo-la！（ごっつぉーら）」
（今治でごちそうを意味する"ごっつぉ"と、～達と
いう"ら"をあわせた造語）に認定・販売され、今後
もバックアップされることとなる。

精密機械工業の町・諏訪での新しい試みが誕
生したきっかけは、とある飲食店での光景だっ
た。ハーフカットされたグレープフルーツを山型の
スクイーザーで女性が一所懸命に力を入れて
搾っている。
「せっかくおしゃれをしても、あの姿は美しくな
いよね」
「もっと簡単に搾ることができないだろうか？」
そんな発想からスタートしたのが「果汁搾り機

（カジュッタ）改良・販路拡大プロジェクト」である。
アイデアはふくらみ、南国のビーチで見かけるココ
ナッツにストローを刺して飲む、あのスタイルを果
実で再現できないだろうか、というイメージが見
えてきた。そのような大胆な発想を形にするため
に、大きな役割を担ったのが、「ものづくり
SUWA」の精密加工技術である。それでも完成に
至るまでには数 の々苦労があった。一番は刃の形
状、素材である。微細な厚さの違いによっても、味
が変わってくる。刃の耐久テストも繰り返し行い、
適切なものに辿り着くまでは、半年以上の時間を
要した。こうした試行錯誤を経て、メジャーカップ
型の初号機が完成。続いて、サイズとデザインに
アレンジを加えたスタイリッシュな流線型のビー
ルサーバー型（２号機）が誕生し、平成24年2月

に東京ビッグサイトで開催された「feel NIPPON
春2012」で披露。グレープフルーツをそのまま活
かした器は、グラスのように倒れてこぼれる心配も
なく、カジュッタは大反響を呼び、連日ブースは多
くの人で賑わった。飲食店だけではなく、レジャー
ランドやホテル、酒造メーカー、ビーチハウス、イベ
ントの目玉商品としてなど、多くの商談が持ち込
まれて大きな手応えを感じることなった。

グランプリを受賞した「バリィふぃーゆ」 瀬戸の小舟 しまなみ花畑

焼き麦ドーナツ（バリイさんとむぎどちゃん）

世界初の三連吊橋
「来島海峡大橋」

水面に景観が映り込む「今治城」

るのが、札幌駅に直結しているJRタワー38階の
展望台から望む360度大パノラマの景色だ。道
内では最も高い地上160ｍから眺める夜景の美
しさは感動的である。
札幌が秘めている地域資源は、まだまだ豊富

にある。魅力いっぱいの観光地・札幌の王道が、
これからどんな進化をして行くのか目を離すこと
ができない。

上：市のシンボル「札幌市時計台」
中：展望台からの眺めは絶景
下：行列ができる名店が一堂に集
まった「札幌ら～めん共和国」
では、道内各地の味巡りを楽
しむことができる

1） 第1回　城陽商工会議所（京都府）
2） 第2回　横須賀商工会議所（神奈川県）
3） 第3回　牛深商工会議所（熊本県）
4） 第4回　神戸商工会議所（兵庫県）
5） 第5回　宇佐商工会議所（大分県）

1） 第1回　小山商工会議所（栃木県）　
2） 第2回　塩釡商工会議所（宮城県）　
3） 第3回　庄原商工会議所（広島県）　
4） 第4回　八代商工会議所（熊本県）　
5） 第5回　浦添商工会議所（沖縄県）　

２号機はビールサーバーを
意識したデザイン

見た目のインパクトもあり多くの来場者がブースを訪れた

ものづくりSUWAのアイデアと高い技術の結晶

平成18年度から22年度の間で、全国の商工会議所で
取り組まれたプロジェクトの「その後」をテーマにした
特集企画。小さく始まった取り組みが、数年後大きく
成長していった様子を、実例にてご紹介いたします。

本事業に取り組んだことのある273商工会議所の中から、ユ
ニークで特徴あるプロジェクトを実施している商工会議所を
「しょうこう（商工）」の５文字でリレー形式にてご紹介。事業ヒ
ントが満載の特集企画です。

5）5）

4）4）3）3）

1）1） 2）2）

5）5）

4）4）3）3）

1）1） 2）2）
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 はじめに

インタビュー  俳優・榎木孝明さんに聞く

平成23年度 『地域力活用新事業∞全国展開プロジェクト』の概要  　　　

平成23年度  日本商工会議所の取り組み　　　

◆   共同展示商談会「feel NIPPON 春 2012 & 震災復興支援」の開催　

◆   「feel NIPPON ふるさと祭り東京」の実施
　　　　　

◆   テストマーケティングの実施／セミナーの開催／事業基盤強化・専門家派遣事業の実施

◆   事業評価事業の実施／パネル展示／公式webサイトの作成および運営

◆   認知度を高めるためのポイント

◆   プロジェクトＮダイジェスト

目次

平成23年度　各地プロジェクト紹介

調査研究事業

札幌商工会議所  ◆    北海道
「ホワイトコスメ・エステ」による
地域資源活用・地域活性化プロジェクト　　

網走商工会議所  ◆    北海道
網走旬ツーリズム創出プロジェクト

　　
美唄商工会議所  ◆    北海道
まるまるびばい・魅力まるごと売り込みプロジェクト

　　
富良野商工会議所  ◆    北海道
商店街の商品開発（一店逸品運動）の調査事業

　　
弘前商工会議所  ◆    青森県
JAPANプレミアム「弘前りんご」ブランド構築プロジェクト

　　
花巻商工会議所  ◆    岩手県
雑穀等を活用した農商工観連携による
花巻ブランド特産品開発事業　　

食◉

旅◉

旅◉

旅◉

食◉

食◉

横手商工会議所  ◆    秋田県
後三年の合戦を活用した観光・特産品開発プロジェクト

　　
酒田商工会議所  ◆    山形県
着地型観光の促進と「傘福」事業のビジネス化に関する調査研究

　　
会津若松商工会議所  ◆    福島県
歴史再発掘・産業観光調査研究事業

　　
上越商工会議所  ◆    新潟県
謙信ブランドを活用した周遊ルート開発事業

　　
小松商工会議所  ◆    石川県
地域ぐるみ・地域力総活用、新名産・名品創出と食の祭典創出事業

　　
黒部商工会議所  ◆    富山県
新幹線開業をチャンスとする黒部峡谷の恵み開発プロジェクト
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技◉

食◉

旅◉

旅◉

旅◉

旅◉

食◉

旅◉

旅◉

旅◉

旅◉

旅◉

食◉

旅◉

七尾商工会議所  ◆    石川県
「すし王国能登七尾」ブランドづくりに向けた調査研究事業

　　
上田商工会議所  ◆    長野県
上田地域伝統産業活性化プロジェクト事業

　　
松本商工会議所  ◆    長野県
ＥＶを活用した滞在型山岳観光の可能性と、
新たな観光ビジネスモデルの調査研究事業　　

岡谷商工会議所  ◆    長野県
名医：徳本さまゆかりの岡谷から
新しい健康産業を創造する地域力展開事業　　

下諏訪商工会議所  ◆    長野県
中山道下諏訪宿「神宿る下諏訪温泉」漫遊記

　　
飯山商工会議所  ◆    長野県
峠の合戦食開発プロジェクト調査研究事業

　　
鹿沼商工会議所  ◆    栃木県
地域の木工技術を活かしたリフォーム市場への参入・需要開拓調査

　　
大田原商工会議所  ◆    栃木県
とうがらしの郷大田原ステップアッププロジェクト

　　
青梅商工会議所  ◆    東京都
みたけ山「おいぬさま」活性化事業

　　
厚木商工会議所  ◆    神奈川県
県産木を活用した「クラフト体験ツアー」と着地型観光開発

　　
富士吉田商工会議所  ◆    山梨県
富士山駅・富士信仰を活用した観光サービスの開発等調査研究事業

　　
大垣商工会議所  ◆    岐阜県
西美濃流おもてなしサービスの構築に向けた調査研究事業

　　
神岡商工会議所  ◆    岐阜県
天空の里　山之村地域活性化事業

　　
半田商工会議所  ◆    愛知県
半田市から始める知多半島スマート回遊を目指したおもてなし事業

　　
安城商工会議所  ◆    愛知県
「願いごとが叶うまち」ブランド化プロジェクト

西尾商工会議所  ◆    愛知県
新西尾市の観光開発調査研究事業

　　
四日市商工会議所  ◆    三重県
産業都市・四日市の観光資源発掘・商品化調査研究事業

鳥羽商工会議所  ◆    三重県
御食国答志島が再現する天平の御食料理を食す旅
調査研究プロジェクト

近江八幡商工会議所  ◆    滋賀県
里湖「西の湖」が育む地域食文化創出プロジェクト

大阪商工会議所  ◆    大阪府
大阪を象徴する「中之島地区」を活用した、新たな観光サービス
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旅◉

食◉

旅◉

食◉

食◉

技◉

旅◉

旅◉

旅◉

旅◉

旅◉

食◉

食◉

橋本商工会議所  ◆    和歌山県
高野山麓･紀ノ川畔 紀州橋本＜柿プロジェクト＞

　　
徳山商工会議所  ◆    山口県
産業観光ツアーと周南名物ブランド商品の開発に係る
調査研究事業

柳井商工会議所  ◆    山口県
瀬戸内の水産資源を活用した地域産業観光促進事業

　　
高松商工会議所  ◆    香川県
盆栽のソムリエを育成する研修機関設立と新製品開発の調査事業

　　
多度津商工会議所  ◆    香川県
近代産業の歴史ある「たどつのまち」のブランド化事業

　　
竹田商工会議所  ◆    大分県
海彦・山彦・キリシタン街道創出事業

　　
いちき串木野商工会議所  ◆    鹿児島県
「食のまち」を楽しむ仕掛けづくり・名物料理開発調査事業

　　

　　
本体 事 業（ 1 年目 ）

　　
札幌商工会議所  ◆    北海道
マンガ作品等コンテンツ活用による新観光創出事業

　　
石狩商工会議所  ◆    北海道
あい風のまち「新石狩ブランド」ブランディング事業

　　
北上商工会議所  ◆    岩手県
東北№１二子さといもの「頭芋」を活用した物産品開発事業

　　
燕商工会議所  ◆    新潟県
アパレル業界とのアウトドアグッズの共同開発

　　
糸魚川商工会議所  ◆    新潟県
日本初！世界認定   糸魚川ジオパーク着地型観光開発プロジェクト

　　
新井商工会議所  ◆    新潟県
きれいな水の里妙高へ
妙高産業観光・体験型観光開発プロジェクト

加茂商工会議所  ◆    新潟県
加茂に Come on！　
歩いて・食べて・技を見て～手軽で新しい観光プロジェクト　　

輪島商工会議所  ◆    石川県
「ウェルカム  to  輪島」ホスピタリティープロジェクト

　　
岡谷商工会議所  ◆    長野県
おかや産業観光モバイルサイト構築と
活用による新事業展開プロジェクト

下館商工会議所  ◆    茨城県
菓子のまち筑西しもだてブランド創出事業

日光商工会議所  ◆    栃木県
日光の地域資源を活かした特産品開発

　　

「一人ひとりの意識が変われば
　　　　日本が変わる。世界が変わる。」
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おもてなし事 業

　　
帯広商工会議所  ◆    北海道
とかち癒（ゆ）とりフェスタシーズン2011[略称：癒（ゆ）とりスタ2011]

　　
天童商工会議所  ◆    山形県
サッカーＪ１モンテで “山形ファン”づくりプロジェクト

　　
三条商工会議所  ◆    新潟県
燕三条 Organic Lifestyle Creationプロジェクト事業

　　
小千谷商工会議所  ◆    新潟県
越後ちぢみの里 おぢやこいこい博事業

　　
高岡商工会議所  ◆    富山県
道の駅による「食のブランド化」と「体験滞在型観光」推進事業

　　
諏訪商工会議所  ◆    長野県
諏訪湖周まちじゅう芸術祭

　　
京都商工会議所  ◆    京都府
京の七夕事業

　　
大阪商工会議所  ◆    大阪府
大阪産（もん）の魅力発信による食の都・大阪のフードツーリズム

　　
府中商工会議所  ◆    広島県
地場産業を核にした「府中玉手箱～ものづくり博覧会～」事業

　　
延岡商工会議所  ◆    宮崎県
ひむかのくに えんぱく（延岡感動体験泊覧会）

　　

プロジェクト実施商工会議所連絡先一覧
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食◉
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旅◉

食◉

食◉

旅◉

行田商工会議所  ◆    埼玉県
浮き城のまち行田、歴史のまち歩きとふれあい観光の商品化

　　
佐原商工会議所  ◆    千葉県
江戸優り佐原の町並み空間を活用した暮らしぶりブランド化事業

　　
富士商工会議所  ◆    静岡県
海抜０ｍから富士山頂へ！  富士のまちにぎわいプロジェクト

　　
磐田商工会議所  ◆    静岡県
地場産品を活用した弁当開発 ～「ジュビロ磐田」弁当を目指して～

　　
蒲郡商工会議所  ◆    愛知県
プロジェクト 蒲郡「あそび１００」創出事業～蒲郡オンパク～

　　
刈谷商工会議所  ◆    愛知県
『坊ちゃんかぼちゃ』全国展開新商品開発プロジェクト

　　
安城商工会議所  ◆    愛知県
ユメプラスチック製品「AnjoHearts」ブランド創出事業

　　
津島商工会議所  ◆    愛知県
『信長の台所 津島「信長めし」』プロジェクト

　　
桑名商工会議所  ◆    三重県
くわな鋳物新製品開発事業

　　
上野商工会議所  ◆    三重県
「忍びの伊賀」魅力満載事業

　　
京都商工会議所  ◆    京都府
京都クリエイティブクラフトPROJECT

　　
岸和田商工会議所  ◆    大阪府
だんじりと人情のまち「岸和田」の着地型観光推進等プロジェクト

　　
神戸商工会議所  ◆    兵庫県
兵庫津周辺活性化推進事業

　　
尼崎商工会議所  ◆    兵庫県
尼崎の食ブランド創設プロジェクト　
～産業（労働）と食の融合を目指して～　　

大和高田商工会議所  ◆    奈良県
大和高田地域ブランドを担う繊維製品の開発

下関商工会議所  ◆    山口県
平家滅亡の哀歌～関門海峡「平家伝説」創造プロジェクト

　　
萩商工会議所  ◆    山口県
萩のヨコワ（本まぐろ若魚）プロジェクト

今治商工会議所  ◆    愛媛県
今治地域特産の農水産物を活用した特産品開発プロジェクト
　　
北九州商工会議所  ◆    福岡県
楽しみながら学び、体験する新しい産業観光の推進

　　

食◉

旅◉

食◉

旅◉

食◉

旅◉

食◉

技◉

旅◉

旅◉

旅◉

食◉

食◉

食◉

旅◉

伊万里商工会議所  ◆    佐賀県
伊万里スイーツブランド連携プロジェクト

　　
熊本商工会議所  ◆    熊本県
熊本城と城下町人が「観」「食」「人」でおもてなし

　　
本渡商工会議所  ◆    熊本県
天草南蛮もてなしプロジェクト

　　
津久見商工会議所  ◆    大分県
「来て見て・つくみ」新発見

　　
出水商工会議所  ◆    鹿児島県
食の観光地化プロジェクト

　　

　　
本体 事 業（ 2 年目 ）

　　
稚内商工会議所  ◆    北海道
最北稚内フットパス推進プロジェクト

　　
美幌商工会議所  ◆    北海道
美幌産豚を使用した豚醤油と関連商品の開発並びに販路開拓

　　
諏訪商工会議所  ◆    長野県
「果汁搾り機（カジュッタ）」改良・販路拡大プロジェクト

　　
茅野商工会議所  ◆    長野県
八ヶ岳山麓スーパートレイルのブランド化による集客拡大事業

　　
佐久商工会議所  ◆    長野県
日本三街道「中山道」活用と自然療法型ツアーの発売事業

足利商工会議所  ◆    栃木県
足利銘仙プロジェクト事業

　　
敦賀商工会議所  ◆    福井県
地域資源を活用した試作品改良及び販路開拓事業

　
竹原商工会議所  ◆    広島県
“TAKE１” プロジェクト　
竹原産の特別な筍を利用した商品開発と販路開拓

直方商工会議所  ◆    福岡県
レトロなまち・直方博
～「レトロなまち・直方」の息吹を感じる　　

日向商工会議所  ◆    宮崎県
日向耳川流域の「建築・文化観光」づくりのブランド形成
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魚介類や農作物が豊富な港町・網走
市。近年、人口の減少や経済の縮小など地
域を取り巻く厳しい環境の下、あらゆる産
業に波及する観光（何かの魅力を求めて人
が動くことを観光と定義）を網走流に創造
し、交流人口の拡大を図ることで網走経済
の活性化へ繋げる「ニューツーリズムの確
立」を目標とした。今回、体験、食、景観、文
化、歴史、産業などの視点から網走らしい
旬の素材を「ゆっくり・のんびり」体感しても
らい、再び訪れたくなるような「ワクワク感」
を醸し出せる網走体感メニューを『旬ツー
リズム』と定義。『網走旬ツーリズム調査研
究委員会』を設立し、取り組みの可能性に
ついて調査研究を行った。

（１）専門家を招聘し勉強会を実施
（２）先進地視察　　　　
（３）網走観光に対して市内外に調査
（４）モデル観光メニューの作成

「旬ツーリズム」による地域の活性化
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ラベンダー畑やスキーなど、これま
で農業と観光を基幹産業として名を
馳せてきた富良野市。
次の取り組みとして、市内全域の活

性化を図るため、明治30年の開拓当
時から形成されている「商店街」を地
域資源として捉え、個店を活用した商
品開発（一店逸品運動）の調査事業
を実施した。商店街の各店が「一店逸
品運動」による商品開発を行うことに
より、地元消費者のサービス向上に併
せて、フラノ・マルシェ（おもてなしの拠
点、まちの情報発信基地）が目的の一
つとしている「まちなか回遊」の仕組み
を通じて、これまでの来場者40万人

以上の観光客および市民を商店街に
誘導し、地域経済の活性化を図る。

商店街を活用した商品開発の調査を実施

　　　若手経営者による
事業展開を目指す

今後は、一店逸品運動の展開による商
店街および地域経済の活性化を目指
し、若手経営者を中心に具体的な展開
に向けた検討会議を随時開催し、事業
に取り組んでいく。

今後の展開

美唄市は、石炭の産出を主とした産
炭地として栄えてきた歴史があるが、
国のエネルギー政策の転換により、石
炭の産出は大きく減り、それに伴って
人口の減少、地域経済の疲弊といった
状況に置かれている。そこで、商工会
議所青年部が中心となって健康やヘ
ルシーをキーワードに、市内の資源で
あるハスカップ、米粉などを活用した新
商品の開発を行うことにより、美唄の
主たる産業である農業を核とした農商
工連携による６次産業化を進めていく
ことを目的に事業を展開する。事業の
具体的な推進にあたっては、青年部の
ほか、青年会議所や農協青年部・女性

部、市役所などにより構成する「美唄
地域経済活性化戦略検討会議（プ
ラットフォーム）」を立ち上げ、市場調査
の実施、調査結果を踏まえた商品開
発の方向などを検討、市内の事業者に
より試作品を製作する。将来的には、
製作した商品を核として、食観光商品
の開発や既存商品の改良、更には新
商品を活用した食育の提案について
も可能性を検討し、事業化を図ってい
くことも視野に入れている。

新規プラットフォームを立ち上げ商品開発へ

　　　商品開発・改良を重ね全国へPR
米粉、ハスカップの認知度調査、既存商品の味覚調査を実施し、試作
品の開発を行ったが、まだまだ改良する点が多くあり、現状では試作
品は全国展開が可能な商品レベルには至っていない状況である。今
後は、自己努力を重ね、更に商品の改良を行っていく。さらに米粉、ハ
スカップといった素材と合わせ、商品のＰＲを美唄市内から北海道
内、そして全国へと拡大・発展させるべく地道に取り組んでいく予定。

今後の展開

1） 2） 3）

　　　調査研究をもとにさらなる進展を目指す
平成23年度の網走旬ツーリズム調査研究委員会の調査事業を
実施して、『旬』ツーリズムの取り組みの可能性について調査研
究を行った。平成24年度には、この調査研究から得られた観光
メニューのモニター調査、メニュー強化、情報発信、受け皿とな
る組織の確立、広報手段の確立などを行っていく予定である。

今後の展開

1）流氷砕氷船「おーろら」

2）北海道立北方民族博物館

3）トレッキング

北海道の魅力を詰め込んだブランドを目指す

プロジェクトHP：http:// http://www.cci.knc.ne.jp/

　　　新たな観光の目玉として、実施内容検討中
確定段階ではないが、北海道エステティック協議会の協力のもと、
マップ整備、モニターツアー、イベント出展によるPR、旅行代理店業
界などとのビジネスマッチングなどについて実施を検討している。

今後の展開

安心・安全な「食」、雄大な「自然」
など都会の日常生活では得られない
「健康」と「癒やし」が豊富にある北海
道・札幌市。南国リゾートでは味わう
ことのできない「静けさ」や「寒さ」を感
じながら体験するホワイトコスメ・ホワ
イトエステには新しい観光の要素が
詰め込まれている。そんな「ホワイトコ
スメ・エステ」ブランドに相応しい化粧
品を開発するため、観光客や美容に
関心の高い消費者などへの調査を実
施する。また、ブランドの普及を進める
ための戦略（ビジネスモデル・他産業
との連携など）とともに、中期計画を策
定する。調査や戦略策定等の詳細に

ついては、新設する「ホワイトコスメ・
エステ普及戦略委員会」にて議論、検
討を行う。

1）

2）

3）

1）ピパの湯　ゆ～りん館　2）アルテピアッツァ美唄　3）宮島沼

旅 北海道　札幌商工会議所 HP：http://www.sapporo-cci.or.jp/

プロジェクト概要　ブランドの普及を進めるための戦略（観光客へのモニター調査や、ビジネスモデ
ル・他産業との連携など）を構築するとともに、中期計画の策定を行い、観光特産品の多様化を狙う。

活用した地域資源
北海道産素材を活用したホワイトコ
スメ・ホワイトエステ

「ホワイトコスメ・エステ」ブランドによる
地域活性化

「ホワイトコスメ・エステ」による地域資源活用・地域活性化プロジェクト

旅 北海道　網走商工会議所 HP：http://www.cci.knc.ne.jp/

プロジェクト概要　長年、市民の日用品調達先として親しまれてきた商店街を地域資源と捉え、一店
逸品運動の展開による商店街並びに地域経済の活性化を目指す（目標商店街誘客数９万人、販売額
１０億円増）。

食
活用した地域資源
富良野市内の商店街

北海道　富良野商工会議所 HP：http://www.furano.ne.jp/furano-cci/

商店街の「一店逸品運動」で地域を活性化
商店街の商品開発（一店逸品運動）の調査事業

プロジェクト概要　温泉や運動施設、宮島沼などを入り口として観光客などの交流人口の増加のた
め、「食」「農」「観光」を複合的に組み合わせ、地域の魅力を発信するとともに、農業者、商工業者、観光
関連事業者や試験研究機関等が連携し、農産物などを活用した新商品開発、販路拡大を目指す。

食
活用した地域資源
美唄産「ハスカップ」「米粉」

北海道　美唄商工会議所 HP：http://www15.plala.or.jp/bibaicci/

プロジェクト概要　網走ならではの四季折々の旬の素材（食材、体験、景観、産業、催事など）に歴史、
文化を加えた、地域資源（地域力）を活用した新観光メニューを策定するための調査研究を行い、今後
の観光産業の活性化と活力ある地域づくりに向けて次年度以降の新メニュー開発を目指す。

活用した地域資源
ふれる、学ぶ、観感、食、産業、スポー
ツ健康など網走体感メニュー

網走体感メニュー「旬」ツーリズム
網走旬ツーリズム創出プロジェクト

ハスカップや米粉を活用した
商品開発と地域活性化

まるまるびばい・魅力まるごと売り込みプロジェクト
調査研究事業

調査研究事業

調査研究事業

調査研究事業
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りんご生産量日本一を誇る弘前市。
この地位を維持するためにも、更なる
りんごのブランド化と、６次産業化が大
きな命題となっていた。そこで、果実だ
けでなく、花や木、根に至るまで「まる
ごと商品化」を目指す「りんごゼロエ
ミッション」に取り組んだ。「弘前りん
ご」のブランド確立には、老齢園地の
若返りや気象災害に強い園地作り、生
産コストの低減に取り組み、消費者に
信頼される安全安心で高品質なりん
ご生産をベースに、農商工連携による
6次産業化を推進し、グローバル化に
向けたTPP、FTA、EPA等の解決策を
地域一丸となって取り組む必要があっ

た。そこで無農薬・無肥料化に向けた
生産手法の情報整理、普及啓発活動
の手法確立をベースに、安全安心な材
料を活用した高付加価値加工品開発
に向けた市場調査、ＰＲ方法を確立す
ることを目標とした。県・市・生産者団
体・流通団体・マスコミ・経済団体と連
携し、食の安全安心の核心を定めて
コンセプトをとりまとめ、地域一丸と
なって取り組むことが可能なグランド
デザインを構築するための調査研究を
行った。

りんごの桃源郷を目指した豊かな地域づくり

　　　「線」としてつなぎ「面」とする取り組みを
更なるりんごのブランド化と６次産業化への取り組みを、今後は「線」
としてつなぎ、「面」を構成していく必要がある。さらに国内はもとよ
り、将来的には海外も視野に入れた食の安全安心を最大の付加価値
として捉えた6次産業化のシステム構築のもと、川上から川下までを
総合的にプロデュースし、りんごゼロエミッションを実現したい。

今後の展開

花巻市は、雑穀主要６穀（ひえ・あ
わ・きび・はとむぎ・アマランサス・たか
きび）において、全国収穫量の３割を
超える生産能力を有する地域性であ
ることから、農商工観連携による雑穀
を活用した新商品開発の調査研究に
取り組んだ。事業目標としては、雑穀を
活用した特産品となり得るベースレシ
ピの開発と、それら商品のブランド化
を図るための仕組みづくりの調査をす
ることであり、生産者や加工業者等の
供給側と、最終消費者とを結びつける
小売、観光業、および関係行政機関や
関係団体などが一体となって取り組み
を行った。その結果、雑穀を活用した

料理や菓子など６つの試作品を開発
したほか、今後食による地域活性化を
行うためのベースとなる体制づくりの
第一歩を踏み出した。

花巻市名産の雑穀主要6穀をブランド化

　　　さらなるブラッシュアップと普及を目指す
本年度開発した商品レシピを、消費者に向けたモニタリング調査など
の外部評価を加えながらブラッシュアップを行っていくとともに、オー
ル花巻で地域や商品の価値を伝えていく仕組みを構築する。

今後の展開

1）雑穀スイーツレシピコンテストで佳作に輝いた「雑穀おは

ぎ」　2）野菜だけの雑穀カレー「ビヂテリアンカレー」　3）花

巻産のヒエを原料にした「ヒエ麺」　4）雑穀スイーツレシピコ

ンテストで最優秀賞に輝いた「雑穀サンド」　5）花巻市民か

らのアイディアから生まれたレシピ「THE穀まん」　6）雑穀ス

イーツレシピコンテストで優秀賞に輝いた「黒米かりんとう」

1）

2） 3）

6）

5）4）

平成17年に１市３町が合併し、人口
約11万2,000人の酒田市。平成15年
に「さかた海鮮市場」、16年に「酒田夢
の倶楽」、22年に「みなと市場」がオー
プンするなど集客施設が拡充し、観光
客数が飛躍的に増加した。また、本市
でロケが行われた映画「おくりびと」に
よる観光客増加もあったが、その効果
は現在一段落している。当所では平成
22年に新会頭が就任し、重点事業に
観光振興を挙げ、「将来は酒田から情
報を発信する着地型観光を目指した
い」と表明。また、平成20年に酒田市が
策定した酒田市観光基本計画では、
観光による交流人口の拡大を地域活

性化の柱と位置づけている。一方、「傘
福」に関しては、当所女性会が平成17
年から復興に取り組んできた。九州柳
川の「さげもん」・伊豆稲取の「つるし飾
り」・酒田の「傘福」と三大つるし飾りと
して全国的にも知れ渡り、本市の新た
な観光資源として期待を集めている。
今年度は着地型観光促進と、傘福事業
のビジネス化の調査研究を実施した。

酒田から情報を発信する着地型観光を目指す

　　　独自の「酒田モデル」といえる手法の確立を
（1）傘福、庄内平野・日本海の「食」、湊町酒田の「歴史・文化」を素材

にした企画商品のブラッシュアップ
（2）着地型旅行商品の実施主体確立
（3）酒田の着地型旅行商品および傘福の情報発信
今後はモニターツアーなどを通し、「販売チャネル」など「売る技術」を
地域側が身につけ、独自の「酒田モデル」とも言える手法、仕組み確立
の検証が必要である。

今後の展開

平安時代後期、奥州藤原氏が繁栄
していた頃の遺跡が残り、2011年6月
には世界文化遺産に登録された岩手
県「平泉」。その奥州藤原氏台頭のきっ
かけとなる「後三年合戦（後三年の
役）」の舞台が秋田県横手市であるこ
とはあまり知られていない。そこで、横
手の新たな観光資源として、「後三年
合戦」の歴史絵巻をテーマに、新たな
観光と特産品の開発を行うため、「『後
三年合戦』活用研究委員会」を設置
し、以下の事業に取り組んだ。

（１）「後三年合戦」における歴史遺産
の掘り起こし

（２）世界遺産登録した平泉文化遺産
と結びつきの強い「後三年合戦」と
いうアイテムを活用したツアーの
立案

（３）「後三年合戦」の史実に関連した
特産品開発に向けての研究

歴史遺産を掘り起こし、地域資源として活用

　　　各種イベントでのPRで相乗効果を図る
調査研究事業で策定した旅行プランの試行と検証を次年度に行い、
魅力ある商品にする。また「後三年合戦」は、世界文化遺産に登録さ
れた平泉のルーツであることや、史跡や逸話が横手市以外にも数多
くあることから、平泉や近隣の町村との連携を深めるとともに、平成
25年度に行われるJR東日本の「デスティネーションキャンペーン」や
秋田新幹線新車両デビュー、翌年秋田県で開催予定の国民文化祭
との相乗効果で、県内外の観光を盛り上げていく。

今後の展開

調査研究事業

調査研究事業 調査研究事業

調査研究事業
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プロジェクト概要　青森県は全国のりんご収穫量の52％を占め、中でも弘前市は21％の収穫量と135年の
栽培歴史を誇る地域である。食の安全安心が求められている今、無農薬・無肥料化を目指した1次産品を活
用した、農商工連携による6次産業化を目指す調査研究を実施した。

食
活用した地域資源
りんご生果・木・枝・根・花

青森県　弘前商工会議所 HP：http://www.hcci.or.jp/

まるごと商品化！ りんごゼロエミッション
JAPANプレミアム「弘前りんご」ブランド構築プロジェクト

旅
プロジェクト概要　「着地型観光」促進の戦略を構築するとともに、酒田商工会議所女性会が復活させた
つるし飾り「傘福」を観光資源として着目し、着地型観光への展開やビジネス化を目指すための流通、販売
促進の方法を調査研究する。

活用した地域資源
傘福、日本海と庄内平野の「食」、湊
町酒田の「歴史・文化」

山形県　酒田商工会議所
プロジェクト概要　花巻市の雑穀生産において、主要６穀収穫量日本一の生産能力に着目し、市内飲
食店や宿泊施設で提供する雑穀を活用した料理メニューの開発と、そのメニューに関連した観光客向
けの土産品となる商品開発の調査研究を行う。

食
活用した地域資源
雑穀主要６穀（ひえ・あわ・きび・
はとむぎ・アマランサス・たかきび）

岩手県　花巻商工会議所 HP：http://www.hanamaki-cci.or.jp

農商工観連携による
「花巻ブランド」特産品開発事業

雑穀等を活用した農商工観連携による花巻ブランド特産品開発事業

着地型観光促進と「傘福」事業の
ビジネス化プロジェクト

着地型観光の促進と「傘福」事業のビジネス化に関する調査研究

プロジェクト概要　平泉を中心とした藤原三代の栄華を築く契機となった「後三
年合戦」という歴史的資産を掘り起こし融合させて、新たな資源として開発し、観
光誘客増を図り、年間450万人を目指す。

食
活用した地域資源
後三年合戦（平泉を中心とした藤原三代の栄華を築
く契機となった歴史的資産）

秋田県　横手商工会議所 HP：http://www.yokotecci.or.jp

奥州藤原氏の原点「後三年合戦」を活用した
観光プロジェクト

後三年の合戦を活用した観光・特産品開発プロジェクト

HP：http://www.sakata-cci.or.jp
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食

黒部市は全国にもその名を知られて
いる「黒部峡谷」を有し、その観光拠点
には宇奈月温泉があり、人気が高い。し
かし、観光はその地域で完結しており、
回遊に乏しいのが現状である。
そこで「黒部」の知名度の高さを活
用し、売れる地域ブランド商品の開発
および黒部峡谷への観光客の回遊を
誘発させる商品･メニューの開発によ
り、新しい観光産業を創造していくこと
を目的とし、本プロジェクトを展開し
た。平成26年度に北陸新幹線が開業
し、県東部の玄関口としての新黒部駅
（仮称）が設置されることをチャンスと
捉え、モデル商品の企画、開発で成功

事例を創ることで観光産業の創造へ
の機運を高め、主に観光地で売れる黒
部ブランド商品の企画、あわせて滞在
型観光を目指した体験型観光商品の
開発に取り組んだ。

知名度の高さと新駅設置をチャンスに

　　　新幹線開業に合わせブラッシュアップ
北陸新幹線開業に照準を合わせ、モデル商品の更なるブラッシュ
アップと商品化、販路開拓やセールスプロモーションの実施を目指
す。また、本事業によって生み出されたお土産品の販売実績をつくる
ことで、他の生産者の意欲を高め、後に続く土産品開発へ繋げる。そ
して、モデル商品の拡充や手軽に食せるワンハンド・フーズの開発、商
品形態やパッケージを具体化する。

今後の展開

　　　地域全体の連携を深め、さらに魅力を伝えたい
上越地域には魅力的な観光素材がある反面、継続性や横の連携がないこと
や、地域一丸となっていない点が課題である。今後は、協力が必要な施設や
店舗、事業者などに計画段階から参画してもらうためにも、早めに組織を立
ち上げ、「もてなす」側の評価もできるようなプランニングを進めていく予定。

今後の展開

戦国時代に戦国の名将・上杉謙信の城
下町として栄えた上越市。2015年の北陸新
幹線開業に備え、「上杉謙信」のネームバ
リューと上越地域に広がる資源を活かすべ
く、謙信公の居城であった春日山城趾（山城
/やまじろ）と江戸時代からの歴史を色濃く
残す高田城趾（平城/ひらじろ）へと時代の
変遷を辿りつつ、観光資源を磨いて２拠点
の着地型観光プログラムを策定した。

歴史ある街の魅力を伝え、
観光資源を磨く

旅

旅

1）開発商品

「黒部のおくりもの豆かまぼこ」

2）開発商品

「黒部のおくりものます寿し」

3）開発商品

「黒部のおくりもの黒部ずいかハニー」

食

豊かな自然と農産物等を有する小松
市。一方で、市内外へアピールする商
品・土産品が少ない現状を打開すべく、
地域資源と地域力を結集。異業種連携
による新名物・名品の開発を通じ、交流
人口拡大と地場産品の利活用・販売拡
大・生産増加を図れる事業の企画策定
に向けての調査研究を行った。農林水
産業や組合、飲食・食品加工・菓子業
等の連携・協力体制を構築し、地元特
産品の開発・需要拡大と品質向上を図
り、地元産品の地域ブランド化を推進
することで、第１次産業と２次・３次産
業との連携促進・活性化を目指す。

（１）地場産品を使った銘菓・名産等特
産品開発の推進。

（２）小松の魅力をアピールして交流人
口と特産品等の販売・需要を拡
大、農水産物を使った食のイベント
の開催企画策定。

（３）食分野では農水産物だけでなく、
伝統工芸の九谷焼と料理・飲食店
等とのコラボを実施。料理が美味し
く見える、飲食店での使い勝手の
良い、イマジネーションをかき立て
る食器の開発と、全国へ向けての
ＰＲ・販路開拓に取り組む。

新商品の開発を通じて、地域力を結集

　　　「食イベント」実施に向け、鋭意邁進中
本年度策定の｢食イベント｣企画（案）をベースに、下記４つの大枠で
進めていく予定。
①次年度参画の飲食店募集と第１回食イベントの開催　②地場農
産物等活用による事業者を募集。展示会等出展に向けての試作品開
発　③飲食業と九谷焼とのコラボによる、伝統工芸美術品ではなく
普段使いができる新しい九谷焼の創生に向けての試作品開発

今後の展開

1）試作品：青苧の繊維で織ったスマートフォン袋

2）青苧の繊維（束）

3）試作品：青苧の繊維で織ったしおり

4）試作品：青苧で作った紙の通行手形

1）

2）
3）

4）

3）3）

　　　新たなツアー旅行を企画・実施予定
今回発掘した歴史的事象を観光資源としたツアー旅行を企画。これ
までにない旅行資料として「現代版の会津暦」を作成し、旅行者に携
帯してもらう。また、会津地域を取り巻く会津五街道を活用した街道
観光を取り入れ、広域的展開に繋げる試みを思案中である。課題とし
ては、歴史的遺構資源の保存状態や知名度の低さ、当時の精神『家
訓や施策』など目に見えない会津文化の発信方法の構築であり、地
元ボランティアガイド組織などと連携して行う。

今後の展開

会津松平藩始祖・保科公の治世の足跡を追う
基幹産業が観光産業である会津若
松市。これまで戊辰戦争や白虎隊など、
主に幕末期の視点での歴史観光資源
の発信・活用が多く、近時、伝統的もの
づくり産業や近代化産業遺産などの地
域の産業にスポットをあてた『産業観
光』に傾注していた。そこで、本来の産
業の成り立ちや系譜について、会津の
歴史的治世を多角的に行い、2011年
に生誕400年となり、数 の々事業を成し
遂げた会津松平藩祖・保科正之公の
治世足跡を調査。現代社会にも通ずる
教学、伝統的ものづくりや農業を含む
産業、改暦等の歴史をひも解き、地域
資源の再発掘を図り、これまで推進し

てきた産業観光と連携した仕組みづく
りを行った。今回、改めて市内観光資源
を調査発掘することで、当地ならではの
歴史文化産業をベースとした、より幅広
い角度からの観光の魅力を発信。交流
人口増による活性化を図ることを目指
し、幕末に依存しない新たな歴史的遺
産・地域資源発
掘による魅力ある
観光会津の発信
に繋げるべく、事
業を実施した。
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調査研究事業

調査研究事業 調査研究事業

調査研究事業

食
業査研究事業

旅
査研究究事業

旅
査研究究事業

食
業査研究事業

プロジェクト概要　国際Ａ級の観光資源である｢黒部峡谷｣を有し、平成２６年度には北陸新幹線
が開業し、新黒部駅が設置されることから、土産品や体験型観光商品開発を促進。また、新駅の土
産品店の整備イメージを作成する。

活用した地域資源
黒部川で獲れるサクラマス、黒部産
コシヒカリ、黒部産枝豆、黒部スイカ

富山県　黒部商工会議所 HP：http://www.ccis-toyama.or.jp/kurobe/新潟県　上越商工会議所 HP：http://www.jocci.jp/

プロジェクト概要　2015年の北陸新幹線開業に向けて、交流人口増加を目指し上越市の産業を定
着させるため、上杉謙信ブランドに着目し、春日山城と高田城、さらには佐渡とを結ぶ周遊ルートの調
査を実施する。

活用した地域資源
上杉謙信、春日山、高田城、青
苧（あおそ）

北陸新幹線開業に向け、
交流人口増加を目指す

謙信ブランドを活用した周遊ルート開発事業

福島県　会津若松商工会議所 HP：http://www.aizu-cci.or.jp/

プロジェクト概要　近代遺構と伝統的ものづくり産業へ光をあて観
光と結び付けた「産業観光」の商品具現化と、鶴ヶ城のリニューアルに
合わせた白虎隊・戊辰戦争に依存しない着地型観光を調査研究する。

活用した地域資源　会津松平藩祖保科正之公の治世からみる会津の歴史・産業・文化
（「土津神社：保科公墓所」「家訓十五ヶ条」「会津藩校日新館天文台跡」「稽古堂址」などの教学に
ついて、「改暦」に関する事項 ≪会津暦≫、「漆器・陶磁器・酒造」など伝統的ものづくり産業）

中世期・会津若松にスポットをあてた
観光プロジェクト

歴史再発掘・産業観光調査研究事業

黒部峡谷の恵みから売れる
地域ブランド商品を開発

新幹線開業をチャンスとする黒部峡谷の恵み開発プロジェクト

プロジェクト概要　地域総ぐるみの農商工連携で、地域資源活用の新名品・名産の創出、地域力
結集をアピールする食の祭典企画を策定し、市外・県外にアピール。第１～３次産業連携で相乗効
果・波及効果を狙い、消費・売上拡大で地域活性化を図る。

活用した地域資源
地元の農産物・特産品、九谷焼、飲
食店、菓子店等

石川県　小松商工会議所 HP：http://www/komatcci.or.jp/

異業種連携による小松の新名物・
名品開発プロジェクト

地域ぐるみ・地域力総活用、新名産・名品創出と食の祭典創出事業
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平成26年度末の北陸新幹線開業
を控えている七尾市。それを機に、交
流人口を増加させ、厳しい経済環境に
おかれている地域産業を少しでも活性
化させるため、「すし王国能登七尾」ブ
ランドづくりに向けた調査事業を行っ
た。将来、「すし王国能登七尾」が、食
ブランドとして七尾の観光客誘致に繋
げるためには、新しい「すし」メニューの
開発が必要である。それに向けて、すし
店の事業者が中心となり、新たな食
材、加工法等を専門家のアドバイスを
受けながら、調査し、試作品づくりを行
う。また、市内すし店への来店客や、首
都圏の消費者（主に女性をターゲッ

ト）に対してアンケートを実施し、試作
品づくりの参考とする。こうした取り組
みを通じて、「すし王国能登七尾」ブラ
ンドづくりと情報発信に向けた基礎調
査とする。

「すし王国・能登七尾」発信への基礎調査

　　　「すし王国能登七尾」の本格的情報発信
次年度以降は、「すし王国能登七尾」を本格的に首都圏に向けて情
報発信していく。特に、北陸新幹線開業により、いかに首都圏からの
誘客を実施していくかが課題である。主なターゲットを首都圏在住の
女性（30～50歳代）として、食談、食体験を都内中心に連続して行
い、口コミでのPRやマスコミを巻き込んだ事業展開を行う。そして、
「すし王国能登七尾」を本格的に情報発信していく。

今後の展開

2011年８月、松本地区タク
シー協議会がＥＶタクシーを
導入して、市内観光の新たな
ツールとして運行開始

江戸時代初期、徳川将軍家の御典
医であった医聖「永田徳本」先生が終
焉の地とした信州・岡谷市。伝承では
118歳の天寿（寛永７年（1630年）２
月14日逝去）を全うされたといわれて
いる。本プロジェクトでは、この史実と
民間伝承を地域資源として昇華させ、
地域の健康に関する総合的な象徴と
して確立させることを目的とし、徳本先
生が余生（よすが）を過ごされた岡谷
から新たな健康産業を創造するため
の調査研究事業として位置付け、次の
5項目に着目して調査を進めた。

（１）永田徳本：伝承の整理、シンボル
化の研究等（傷寒論医学等の著
名人）、薬草の大家

（２）民衆信仰：伝承の整理、シンボル
化の研究等

（３）薬草関連：先達による薬草栽培・
研究の史実の検証と伝承の整
理、薬草園や薬草書物

（４）医療関連機器等製造事業者：関
連する医療機器製品の開発研究
等（超精密加工の集積地）

（５）ヘルスツーリズム型の健康産業の
確立、他の健康に関連する地域資
源の掘り起こしと連携および活用

伝承を地域資源へ昇華し、健康産業を創造

　　　薬草を通じて子供たちの食育を提案
次の４点を軸として継続・発展させていく。
（１）人材育成：徳本先生の人間性を大切にし、薬草知識の底辺の拡大・

養成を目指す。薬草を通して元気な子供たちの食育を提案する。
（２）薬草の厳選：付加価値が高く、「徳本薬草のまち」にふさわしい薬

草を厳選。
（３）精密産業との連携：精密加工業と連携し、卓上型の製造ユニット

を中核に事業を推進。
（４）ヘルスツーリズム：健康管理維持増進を目指した、生薬予防医療

型健康産業を目指す。

今後の展開

長野県のほぼ中央に位置する松本市に
は、日本の屋根といわれる北アルプスがあ
り、西には上高地、乗鞍高原、東には美ヶ原
高原といった日本でも有数の観光資源（地
域資源）を有している。観光における課題と
しては、物見遊山型から体験・滞在型の本
物志向といった観光ニーズの変化への対
応や、顧客満足度の向上、環境配慮型観
光などソフト面での充実が求められてい
る。松本市では環境保全と観光振興の両
面からＥＶ（電気自動車）への関心が高
まっており、ＥＶを活用した取り組みでは事
業者と行政が急速充電器の設置を行い、
ＥＶを実際に購入してビジネスを模索する
など新しい動きが見られる。そこで、このよ

うな課題やビジネスチャンスに対応するた
め、全国トップクラスの長い日照時間と、本
州のほぼ中央に位置していることによる恵
まれた立地環境、観光資源の豊富さなどを
利用して、ＥＶを利活用した観光ビジネスモ
デルの開発を目指した調査研究を実施す
る。本事業を通じて、新しい顧客を創造して
観光客を増やし、地域観光関連小規模事業
者を中心に活性化を図る。

ＥＶを利活用した観光ビジネスモデルの開発

　　　調査研究をもとにさらなる進展を目指す
調査結果の集約により、今後のＥＶを利活用した地域づくりの
可能性と新たな観光ビジネスモデルの創出、全国展開に向けた
仕組みづくりを進めていきたい。そして松本市の恵まれた自然
と歴史、風土を活かし、環境施策と観光施策のマッチングを進
めながら新たな観光誘客のコンテンツとして電気自動車を利用
した内陸型のエリア観光を打ち出していく。

今後の展開

2）

左）美ヶ原高原　右）上高地

真田氏の城下町でもあり、古くから養蚕
がさかんであった上田市。昭和５０年代ま
では上田紬も反物から着物へと多く活用、
利用されてきたが、和服等着物を着る機会
が減少したことにより、上田紬の需要も減
少。着物の普及に努めたものの絹製品の持
つ高級感と高値のため普及拡大は限界と
なり、新しい商品の開発努力により生き残
りを図ってきたが、経営者の高齢化も進ん
で企業の存続が危ぶまれている。消費構造
の変化や消費者の着物離れ等による上田
紬の需要激減の危機から脱するべく、上田
の蚕糸を使った小物（ネクタイ、バッグ、名刺
入れ、根付け等）を中心とした新たな需要
の掘り起こしと新商品開発を行いつつ、観

光とのタイアップによる商品化も視野に入
れた活動を行った。またこれまでは企業ご
とに個別で製品開発を行ってきたが、組合
として体系化を検討しているほか、全国シル
クサミットを開催し、シルク製品のファッ
ションショーやセミナーシンポジウムを通じ
て製品普及を行った。

上田蚕糸を活用した新たな需要の掘り起こし

　　　蚕糸業を観光に結びつけて取り組みを推進
さらに製糸を手掛けられないかを検討していきつつ、蚕の飼育
や機織りの体験など蚕糸業全体を観光に結びつけるための構
想を練る予定。今後はＮＰＯを立ち上げるなど、市民が参加し
やすい体制づくりのほか、シルクは化粧品や食品など利用が幅
広くなっていることから、新たな分野も含めて再び大きな産業
になるよう、取り組みを進める予定にしている。

今後の展開

技

１）信濃国分寺 八日堂縁日

2）上田城

3）養蚕・蚕種産業に
　基づく建築物（洋館）
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1）

3）

業査研究事業

業査研究事業 査研究究事業

技技
査研究究事業

旅食

食

プロジェクト概要　「すし王国能登七尾」をコンセプトとし、新鮮な魚介が豊富な七尾市の「すし」の素
材を調査研究する。新たなメニューづくりの試作により、すし王国七尾のブランドづくりに向けて調査
し、北陸新幹線金沢開業による観光客のニーズへの対応策を探る。

活用した地域資源
七尾湾近海で獲れる、鮮度の高
い魚介類を使ったすし

石川県　七尾商工会議所

「すし王国・能登七尾」
ブランドづくりへの基礎調査

「すし王国能登七尾」ブランドづくりに向けた調査研究事業

プロジェクト概要　江戸初期の名医・徳本さまが晩年を迎えた岡谷市。健康にまつわる多くの伝承が
今に語り継がれている。その伝承を紡ぎだし、シンボルとして徳本さまに注目して、岡谷から新たな健
康産業を展開する。

活用した地域資源
医聖・永田徳本先生

長野県　岡谷商工会議所 プロジェクトHP：http://www.okayacci.or.jp/gyomu/cat172/

「徳本薬草のまち」推進プロジェクト
名医：徳本さまゆかりの岡谷から新しい健康産業を創造する地域力展開事業

長野県　松本商工会議所 HP：http://www.mcci.jpHP：http://www.nanao-cci.or.jp/

プロジェクト概要　宿泊業、運輸業、旅行業など様々な地域力を連携させ、
松本広域圏の地域資源とＥＶを最大限活かした滞在型山岳観光のあり方を
見据え、新たな観光ビジネスモデルを開発するための調査研究事業を行う。

活用した地域資源
松本市の観光資源と上高地・乗鞍高原・美ヶ原高原に代表される豊かな自
然環境、市内また山岳観光地域に設備されている電気自動車の充電環境

ＥＶ（電気自動車）を活用した
体験・滞在型観光スタイル

ＥＶを活用した滞在型山岳観光の可能性と、新たな観光ビジネスモデルの調査研究事業

プロジェクト概要　上田地域は養蚕、蚕糸業等の地域特性を活かした伝統産業として上田紬が続い
ている。生活様式などの社会的条件が著しく変化し、和服の着用等需要減から伝統産業が衰退の危
機にあるため、産学官連携による地域資源を活用した「伝統産業活性化プロジェクト」を立ち上げる。

長野県　上田商工会議所 プロジェクトHP：http://www.shinshu-liveon.jp/
www/topics/node_205761

活用した地域資源
上田紬等伝統産業、製糸工場の建
造物

蚕都上田の復興・発展を担う
上田地域伝統産業活性化プロジェクト事業
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江戸時代には中山道と甲州街道が
交わる交通の要所として、また峠に挟
まれた中山道随一の温泉宿場町として
湯治客などが訪れ、大変賑わっていた
下諏訪町。戦国時代の名将・武田信玄
の隠し湯であり、「神様が宿る」といわ
れる温泉旅館を有しながらも、現在で
はニーズなどの変化から観光客が減
少するとともに、下諏訪温泉の認知度
も下がり、通過型観光地化してきてい
る。そこで、下諏訪への来訪機会創出
と、滞在時間の延長と観光客・宿泊客
の増加など観光振興や地域活性化を
最終目的として、江戸時代や街道に関

連した体験ができる観光コンテンツ・
プログラムを開発し、事業者が主体と
なってできる仕組みや体制を構築する
ことで、継続的な事業実施を目指す。

温泉と街道を活かした
観光プログラム
温泉と街道を活かした
観光プログラム

　　　民主導の組織形成と人材の確保が課題
商工会議所主導だけでは継続性が保証できないため、どのように実
施主体を民主導で組織して収益を確保し、事業を継続していくかを
考えることが最大の課題である。さらに、事業実施初期時点での補助
事業の活用や人材の確保、プロジェクトリーダーの確保または育成
が重要になる。

今後の展開

食
マーケティングで全国展開の糸口をつかむ

　　　コンセプト性のある新商品開発・PRに注力
今後は、次の２点に注力して進めていきたい。
１）製品の絞り込み・新しい開発手法による逸品開発
とうがらしの郷大田原のメインとなるシンボル的なグルメ商品を
１つ開発する。

２）強い商品づくり
現在、２５店舗の開発コンセプトが不統一で、ターゲットも曖昧で
ある。調査研究結果により、ターゲットを絞り込んだ商品開発を
し、市民や専門家など第三者の意見を取り入れて評価を明確に
し、関係者だけの「いいんじゃない」開発を防ぐ。

今後の展開

食

新潟県との県境にある飯山市には、
峠の街道沿いで生まれた歴史や文化、
知恵が詰まっている。特に幻のそば
「富倉そば」と、戦国時代に上杉謙信
が川中島の戦いでこの峠を越える際
に、集落の民が献上したといわれてい
る野戦食「笹寿司」は、雪国ならではの
風土・人情が育んだものといえる。本プ
ロジェクトでは、この２つの郷土食の魅
力を地域資源と捉え、さらに新商品開
発を加えることにより「峠の合戦食」と
いうテーマに沿った、新しい食のブラ
ンド醸成を図ることを目指して調査研
究に取り組んだ。また、これまで直接観
光に関わっていなかった事業者・住民

の参画を得て、古くからの峠や街道と
全長80㎞の信越トレイルのトレッキン
グルートを活用した歩く旅のプラン作
りを研究。より広範囲の産業活性化と
雇用の創出を図る調査研究を実施し
た。さらに商工農事業者と住民の連
携、意識統一を図る取り組みを行い、
2014年度予定の北陸新幹線飯山駅
開業というチャンスを最大限に活かす
「おもてなし」「味」の提供ができるため
の取り組みと
なることを目
指した。

新しい食ブランド醸成を目指して

　　　課題解決と知名度・ブランド力向上を図る
（１）富倉そばの担い手不足。他団体、店舗との統一化も困難。
（２）地域団体商標登録は「決まり事」ができると、逆に大変になると

事業者に思われがち。
（３）笹ずしの材料の確保と製造に手間がかかる。知名度も低く、説明

が必要。
などの課題に対し、富倉ブランド確立と富倉峠の観光プランへの活用
を目指す。また、富倉そばの新しい提供の仕方や、「戸隠蕎麦」等との観
光連携、焼酎や駅弁等の開発、レシピコンテストなどを実施する予定。

今後の展開

豊かな森林資源の恩恵により、日本有数
の木材加工業が古くより栄えた鹿沼市。特
に、木製建具は「鹿沼建具」として高い技術
を誇り、「鹿沼組子」は栃木県伝統工芸品
の指定も受けている。しかし、建築の洋風
化や新築住宅の着工数減少の影響もあ
り、「鹿沼建具」への需要は減少傾向にあ
る。一方、リフォーム市場や中古住宅への
住み替え需要等は堅調に推移している。こ
のような社会情勢の中で鹿沼の木工技術
を活かし「リフォーム市場への参入」を切り
口として市場調査を実施、次の３点を目標
とした。

【目標】
（１）平成２４年度以降、計画立案した販売

戦略を実施する
（２）ヒアリング・アンケート結果を反映し、

平成２４年度以降、時代のニーズや法
人・消費者需要にマッチするリフォー
ム向け商品の開発・改善を重ねる

（３）創り手側から住む側の視点に転換し
た販売活動を行う

鹿沼建具のリフォーム市場への参入を画策

　　　ライフスタイル提案型の販売戦略を実施
今後は次の４点に注力し、継続していく。
（１）販売戦略を企画立案する。
（２）ヒアリング・アンケート結果を反映し、時代のニーズや法人・消

費者需要に合ったリフォーム向け商品の開発・改善を重ねる。
（３）「創り手」側から「住む」側の視点に転換した販売活動を行う。
（４）消費者にライフスタイルを提案する（鹿沼の木工技術による

リフォーム提案）。

今後の展開

技

松尾芭蕉の「奥の細道」と縁の深い
地でもある大田原市。とうがらしの郷づ
くりを進めて7年が経過し、生産面積、
収穫量が増加し、いまでは唐辛子商品
も約50種類できた。また、マスコミの取
材効果もあり、市内外から「とうがらし
の郷大田原」として広く認知されるよう
になり、一定程度の土台が出来上がっ
てきた。しかし、統一コンセプトや近隣
観光施設や観光客のニーズの把握が
できておらず、目に見えた誘客が図れ

ていない。そこで、マーケティングリサー
チを各方面へ実施し、ニーズを把握し
て誘客を図れる唐辛子商品および観
光商品を開発し、市内だけのマイナー
産業から市外県外から誘客を図れる
メジャー産業として成長することを目
標に調査研究を実施した。
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プロジェクト概要　甲州街道の終着点であり、中山道唯一の温泉宿場町下諏訪宿で、神宿る温泉と街
道を活かした観光客目線の着地型観光プログラム開発を目指し、滞在エリアの範囲拡大と観光消費額の
増加を目指すための調査を行う。

活用した地域資源
中山道、甲州街道、中山道と甲
州街道の合流地点、中山道下諏
訪宿、下諏訪温泉

長野県　下諏訪商工会議所 HP：http://www.cci.shimosuwa.nagano.jp/

「神宿る温泉のまち・下諏訪」観光創出事業
中山道下諏訪宿「神宿る下諏訪温泉」漫遊記

プロジェクト概要　～マイナー産業からメジャー産業へ～
とうがらしの郷における、商品コンセプトやニーズの把握不足を徹底的な調査分析で払拭し、求めら
れる新たな商品づくりで、メジャー産業にステップアップさせる。

活用した地域資源
栃木三鷹唐辛子

栃木県　大田原商工会議所 プロジェクトHP：http://www.ohtawara.jp/hot/

プロジェクト概要　飯山の歴史文化が育んできた幻のそば「富倉そば」や野戦食「笹寿司」を観光資
源として捉え、新しい商品の開発と販売体制について調査研究を行う。また、新たな食のブランドとし
ての確立を図り、着地型観光に結びつけ、交流圏の拡大に対応できるような体制づくりを目指す。

活用した地域資源
富倉そば、笹ずし、信越トレイル、
歩こさいいやま

長野県　飯山商工会議所 HP：http://www2.ocn.ne.jp/̃iicci/

飯山の郷土食をテーマにした「峠の合戦食」
峠の合戦食開発プロジェクト調査研究事業

プロジェクト概要　鹿沼市に伝承され集積する木工技術を活かし、リフォーム市場への参入の可能
性と需要開拓手法について調査を行う。特に、顧客ニーズを把握し、市場ニーズに対応した製品開発
および改良、新サービスの検討、並びに多様な販売チャンネルの構築方法について、検討を行う。

HP：http://www.kanumacci.org栃木県　鹿沼商工会議所
活用した地域資源
鹿沼建具、鹿沼組子

「とうがらしの郷・大田原」を
全国展開・メジャー化へ

とうがらしの郷大田原ステップアッププロジェクトとうがらしの郷大田原ステップアッププロジェクト

豊かな森林資源のさらなる活用を目指して
地域の木工技術を活かしたリフォーム市場への参入・需要開拓調査
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秩父多摩甲斐国立公園の玄関口に
位置する青梅市。御岳山や吉野梅郷
など自然に恵まれた地として知られ、
休日には多くの人が訪れる都内屈指
のアウトドアスポットであり、特に御岳
山は「山ガール」「パワースポット」とし
て人気を集め、入込客は増加しつつあ
る。しかし、日帰りの観光地としての需
要が高く、宿坊（宿泊業）は日帰り需要
にシフトせざるを得ない状況となって
いる。このような状況を打破するため、
「みたけ山『おいぬさま』活性化事業委
員会」を設置。ペット同伴の観光客およ
びペットを同伴しない観光客への意識
調査、愛犬家への意識調査等を実施。

地域資源である「おいぬさま（狼）」の
伝説や信仰を、昨今のペットブームと
結びつけ「ペット」同伴でも安心して楽
しめる観光地として、青梅市を全国に
アピールし観光客の増加を図るために
調査を行った。

観光・宿泊客が微減する現状打開を目指す

　　　ペット同伴でも安心して楽しめる観光地へ
各調査により、御岳山への来訪者およびペット同伴来訪者等の属性
や、御岳山でのニーズ、宿坊に対する認知度等が把握できた。一方、
関連事業者へのアンケートでは、ペット同伴者の宿泊受入れは現状
では厳しい事も確認できた。今後は、ペット同伴者のニーズにあった
ソフトおよびハードの充実を図り、来訪者とのすみ分けも意識しなが
ら、神の使いの「お犬様」と結びつけた「ペット」同伴でも安心して楽し
める観光地を目指す。

今後の展開

旅

旅

北西部の丘陵地を中心として、里山
が広く分布している厚木市。商工会議
所では、平成21年度に七沢地域で
行った「かぼす」の全国展開プロジェク
トを通じて、里山が抱える様々な課題
と生活スタイルを把握。その中から、里
山へ下りてくる小動物が耕作地へ被
害を及ぼすプロセスと、里山が人と自
然の調和からくる貴重な資源であるこ
とを知り、この課題についてビジネスプ
ロセスを持ちこむことにより解決できな
いかと検討を開始。５０年の伐期を迎
えた県産スギ・ヒノキを利活用し、里山
の健全なサイクルを取り戻すため、住
宅材として価格競争力を失ったこれら

の森林に「観光資源」とした付加価値を
与えられるかをテーマに調査を進めた。

林業に再び注目し、新たな資源発掘を目指す

　　　さらに観光資源の柱となる事業を目指す
調査事業に全面的な協力を得た里山再生を目指す地元のＮＰＯが、
引き続き事業の模索を行う。七沢の観光協会や温泉郷の旅館組合な
どの協力を得ながら、着地型ツアーのＰＲや受発注の仕組み構築を進
める一方、七沢地域から事業主体となる企業の参画とクラフト講師陣
の強化を図り、地域の観光資源の柱となる事業を目指して活動する。

今後の展開

富士吉田市の地場産業である繊維
産業は、中国などアジアからの安価な
製品輸入量の増大等により、事業規
模も、事業者数も激減してきている。ま
た、富士山の北麓を訪れる観光客は、
年間約1,800万人を超えるが、車社
会の到来で、富士吉田市は通過観光
地となっている。また、吉田口登山道
を利用した富士登山も麓から歩くの
ではなく、五合目まで有料道路を利用
した車利用となり、夏の約２ケ月の登
山者数は限度を超える状況である。
一方で、富士吉田市には富士山信仰
の拠点である御師宿坊の街並みも往
時の面影を多く残しているものの、そ

の魅力は活かされていない。このよう
な状況の中、世界的に知名度が高い
富士山を冠した「富士山駅」の誕生を
好機と捉え、平安時代から富士山信
仰の拠点として栄えてきた富士吉田
市でしか出来ない、長い年月で培わ
れた本物の観光資源を活用すること
を通じ、国内外から来訪する多くの観
光客を迎えられる「富士山観光の拠
点づくり」の実行に向けた調査研究
を、地域一体となって行い、活性化を
図ることを目的とした。

「富士山駅」の誕生を機に活性化を図る

　　　行政と民間の連携協力で課題を克服
富士山吉田口登山道は、特別名勝富士山（文化財）、史跡指定、自然
公園法の特別地域であり、立木の伐採、トイレの設置、登山道整備な
ど法規制がある。山小屋･茶屋等の使用権等複雑な権利関係もある。
また、市街地の御師の街並み保存、御師住宅見学もプライバシー等
の課題があるため、現在の環境を保全･共存しながら、多くの来訪者
を迎える環境を整えていく。さらに事業の実施では、行政と民間が連
携協力して推進していく。

今後の展開

旅

日本のほぼ中央に位置する大垣市
は、古くから東西交通の要衝として栄
えてきた。近年も、市内を流れる水門川
では「水門川舟下り」が行われ、平成
23年度からJR東海とのタイアップが
始まり、当地への誘客にますます効果
を発揮している。加えて、平成24年４月
には、「奥の細道むすびの地記念館」の
オープンが予定されており、大垣市を
含む西美濃地域を訪れる観光客のさ
らなる増加が期待されている。そこで
大垣商工会議所では、観光客に対す
る当地域のおもてなし力を高め、西美
濃流のおもてなしの構築を目指して、
調査研究事業に取り組んだ。

事業では、愛知県、三重県、滋賀県、
富山県の集客施設の来場者や、西美
濃地域の観光施設や祭り・イベントを
訪れた観光客を対象に、西美濃地域
で過去に受けたおもてなしの印象や、
旅におけるおもてなしの重要度などに
ついてのアンケートを実施した。

おもてなし力を高め、観光客増加を目指す

　　　人気スポットを入れたツアーの実施が決定
アンケート調査の結果、当地域の観光施設では「奥の細道むすびの
地」が、祭り・イベントは「水門川舟下り」が、県外観光客の満足度、人
気度が高かった。平成24年度は、「奥の細道むすびの地」や「水門川
舟下り」など観光客の満足度が高い観光施設や祭り・イベントを組み
合わせた観光コースを設定。愛知、三重、滋賀在住者を対象とした
「西美濃おもてなしバスツアー」を実施する。

今後の展開
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HP：http://www.ogakicci.or.jp/HP：http://www.atsugicci.or.jp/

HP：http://www.fyoshidacci.or.jp/HP：http://omecci.jp

プロジェクト概要　みたけ山に伝わる「おいぬさま」の伝承を利用した観光誘客を計画。近年
のペット（イヌ）連れの観光客増に着目し、観光客および受入れ側に調査を実施し、その結果を
分析して（ペットに優しい）受入れ体制を確立したい。

活用した地域資源
武蔵御岳神社と神の使いの大口真神（おお
くちまがみ。神の使いの狼。一般に「お犬様」
と呼ばれている）

東京都　青梅商工会議所
プロジェクト概要　富士山駅・富士信仰を活用した観光サービ
スの開発等調査研究事業

活用した地域資源　富士山駅、富士信仰（北口本宮冨士浅間神社、御師まち、タ
ツ道、ヤーナ川、吉田の火祭り、すすき祭り）、吉田口登山道及びその史跡、富士山北
麓の林道（滝沢林道、細尾野林道、小富士林道） 、富士山麓の動植物、 豊富な地下水

山梨県　富士吉田商工会議所

プロジェクト概要　厚木の丹沢地域の山林の荒廃をビジネス手法で解決するため、県産木販路開拓と
販売の相乗効果を生み出す着地観光型商品の開発に取り組む。中長期的には都心在住者に「手軽に木
工を楽しむ」体験型ツーリズムとして定着させ、地域の温泉郷と連携した観光コンテンツの柱に育てる。

活用した地域資源
ヒノキ、スギ

神奈川　厚木商工会議所
プロジェクト概要　平成24年のぎふ清流国体、平成26年の芭蕉生誕370年など
を視野に入れ、当地域の更なるおもてなし環境を強化するため、地域資源を活用した当
地域独自の「西美濃流おもてなし」の新たな構築を目指し、調査研究事業に取り組む。

活用した地域資源　奥の細道むすびの地、大垣城、墨俣一夜城、養老公園、木曽三川公園、谷汲山華
厳寺、徳山ダム、関ケ原古戦場、南宮大社、養老の滝、加賀野八幡神社、水門川舟下り、大垣まつり、水都まつり、
十万石まつり、ぎふ清流国体、水まんじゅう、柿羊羹、味噌せんべい、金蝶饅頭、芭蕉水豆腐、芭蕉元禄いなりすし

岐阜県　大垣商工会議所

里山の木と豊かな自然を利活用した
着地型観光開発

県産木を活用した「クラフト体験ツアー」と着地型観光開発県産木を活用した「クラフト体験ツアー」と着地型観光開発

「おいぬさま」伝承と
ペットブーム活用による観光活性化

みたけ山「おいぬさま」活性化事業みたけ山「おいぬさま」活性化事業

「西美濃流おもてなし」
構築に向けた調査研究

西美濃流おもてなしサービスの構築に向けた調査研究事業西美濃流おもてなしサービスの構築に向けた調査研究事業

「富士山駅」の誕生を機に魅力ある
富士山観光の拠点づくり

富士山駅・富士信仰を活用した観光サービスの開発等調査研究事業富士山駅・富士信仰を活用した観光サービスの開発等調査研究事業



旅
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岐阜県最北に位置する、飛騨市神
岡町。海抜1,000メートル前後の高原
地「山之（やまの）村地域」は現在187
名（平成22年12月末現在）の住民に
よって形成されている。高齢化率
37.4％の典型的な農山村の過疎地域
である、この山之村地域の存続を目的
に、若者がこの地域に新たな可能性を
見出し、高齢者はゆとりある生活の基
盤が確保できるように、地域資源を活
用した新商品の開発を行い、地域全体
が活力ある社会になることを期待する
とともに交流人口の増加を図った。山
之村で生産されている食材は、「高冷
地野菜」として知名度を上げているが、

後継者問題などもあり飛躍的に発展
することは期待できない。今回の調査
研究により（1）山之村特選素材の選
定、（2）山之村産食材の付加価値の認
識、（3）今後利用できる休耕田の把握
による量産体制の仕組みづくりなど、
山之村の地域振興につながる地域資
源について再認識した。

山之村の地域資源を全国展開できる食材へ

　　　調査研究で高評価を得た、新商品の確立 
（1）山之村地域の生産、加工、流通までの6次産業化の確立
（2）生産、加工、販売のバランスを保つための研究調査（生産計画調 

査、在庫のダブり抑制、市場での需要調査）を行う
（3）消費者ターゲットをしぼり、「山之村らしさ」「岐阜らしさ」などの
「らしさ」がある商品を開発、「オールジャパン、メイド・イン・神岡」
の付加価値を確立

（4）地域住民が継続的に事業活動が行えるよう、低予算で実施し収
益のモデルケースの確立を目標とする

今後の展開

地場産業を活かした土産品開発や
観光拠点でのイベントを実施してきた
半田市。市民の観光意識を高めただ
けでなく、新観光ビジネスへの契機と
なってきている一方、市内の観光拠点
同士で距離があるため、最適な交通情
報や、拠点間を歩くためのシナリオが
なく、観光客に対して市内での回遊性
を高めるための情報を伝えきれていな
かった。さらに前年行われたイベントで
は多数の来訪者があったにもかかわら
ず、各店舗同士での土産品の在庫状
況や観光拠点の混雑情報などが充分
に提供できず、結果的に観光客の購買
意欲を低下させてしまったという報告

もあった。そこで最近急速に発達した
スマートフォンなどの情報伝達技術を
利用し、半田市内で実施されるイベン
トやエンターテインメント情報や、知多
半島（10市町）全体での回遊性の向
上などの情報をタイムリーに発信する
ことで、観光客にとって有意義な観光
時間の提供を目指した。

リアルタイムな観光情報の発信・提供を図る

　　　ＩＴと地元でのＰＲ活動をさらに推進
全国的にＰＲしていくため次の広報を実施。
１．スマートフォンを活用した観光システムの構築：知多半田駅、半田
駅から各観光拠点への案内システムや、イベント当日のリアルタイ
ム情報の発信

２．土産品発信：知多半田駅前ビジネスホテルのスペースを利用して
展示コーナー設置

３．エンターテインメント・企業協働：バイリンガルマップの作成
さらに他との差別化をするためにも半田らしさ（例えば地域のアニメ
キャラ等）を反映していく。

今後の展開

旅

抹茶やうなぎの産地として知られ、
平成23年４月１日には一色町、吉良
町、幡豆町と合併した西尾市。その新
しい西尾市の観光開発元年として、当
地域に潜在する観光資源の発掘や着
地型観光の推進に向け、西尾商工会
議所と一色町商工会、吉良町商工会、
幡豆町商工会が連携して、調査研究
事業を実施、今後の観光開発の可能
性を検証、確認した。当委員会で西尾
市にある観光資源の掘り起こし、また
着地型観光として「ものづくり観光」の
実現化を研究すると同時に、新たな
サービスの開発や地元農林水産品を
活用した地域グルメや土産品の試作

品開発を目指した。さらに、web調査や
旅行関係者を招いたモニターツアー
を実施し、西尾市の観光資源や体験と
学びプランなどの評価を行った。

今後の観光開発の可能性を検証・研究

　　　西尾市のポテンシャルの高さをさらにPR
今回の調査研究により、観光としての西尾市のポテンシャルの高さが
実証できた。しかし、西尾市の知名度が十分でないため、モニターツ
アーやweb調査で関心の高かった「食」による誘客を図っていく。今
後は、「食による体験と学び」メニューの開発・充実、誘客の仕組みづ
くり、効果的な情報発信が課題となる。

今後の展開

旅

プロジェクトHP：http:// www.hcci.or.jp/

県内外から多くの観光客が訪れる
「安城七夕まつり」を毎年8月に開催
し、仙台市や平塚市と並んで日本三大
七夕の町として知られる安城市。竹飾
りの設置区間の長さでは日本一とさ
れ、メイン会場に設置された「短冊ロー
ド」の願いごと短冊や、イベント「願いご
とふうせん」で飛ばす風船の数も、推測
ながら日本一という評価を受けた。そこ
で、主催の安城七夕まつり協賛会は、
2009年に“願いごと、日本一”をテーマ
に掲げ、そのシンボルとなる公式マス
コットキャラクター、願いごとの妖精
「きーぼー」が誕生。一躍、まつり会場
での人気者となり、ゆるキャラのwebで

人気全国1位になるなど関係者の予想
を上回る反響を得た。そこで、特産物や
「きーぼー」のブランド力を活かし、「願
いごと、日本一。」の具現化として「安城
＝願いごとが叶う、願いごとを楽しめる
まち」とのイメージを全国発信するため
の仕掛け作りに着手。安城七夕のイ
メージや願掛けグッズ・グルメの市場
調査を行った結果、商品化への可能
性を確信した。今後は、願掛けグッズ開
発に着手する。

願いごとが叶う、願いごとを楽しめるまちへ

　　　新グッズ販売を市内で先行スタート
次年度は「願掛けグッズ」第１弾として「竹絵馬」を販売する。イメージ
調査において認知度の高かった市民を中心に願掛けムーブメントを
おこし、「安城＝願いごとが叶う、願いごとを楽しめるまち」の具現化
を進める。今後は、「願掛けグルメ」を開発し、「願いごとが叶うまち」ブ
ランドを創出する。

今後の展開
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プロジェクト概要　「神岡町山之村地域の存続・維持」を目的とし、地域住民の生活の安定を図るため、雇
用の創出と経済の活性化を含めた地域振興の実現を目指す。地域住民のモチベーションの基礎を築き、
次へのステップとする。

活用した地域資源
山之村産高冷地野菜・乳製品

岐阜県　神岡商工会議所 HP：http://www.kamiokacci.or.jp

プロジェクト概要　愛知県知多半島の観光中心都市である半田市ではさまざまな地域資源が存在する
ため、地場産業を活かした土産物を開発するとともに、観光拠点を結ぶ回遊コースを設定する。観光客の
回遊性を高める手段として、スマートフォンに代表されるICTの活用を視野に入れ、調査・研究を進める。

プロジェクト概要　半田山車まつ
り、半田運河、新美南吉、ごんぎつ
ね、知多娘、各種土産品

愛知県　半田商工会議所 HP：http://www.handa-cci.or.jp

ICTの有効活用による観光ビジネス活性化
半田市から始める知多半島スマート回遊を目指したおもてなし事業

愛知県　西尾商工会議所

観光開発元年・西尾市の着地型観光調査研究
新西尾市の観光開発調査研究事業

プロジェクト概要　日本三大七夕と称される「安城七夕まつり」の公式キャラクター「きーぼー」をコアモ
チーフとした開運グッズ開発、ならびに、中心市街地交流広場のパワースポット（＝観光地、ランドマーク）
化など「願いごとの街安城」づくりに関する調査研究を行う。

活用した地域資源
「安城七夕まつり」および「願いごと」

プロジェクト概要　西尾市は自動車関連産業が多くを占めるが、需要低迷や生産拠点の海
外移転など厳しい情勢で、新産業の創出が急務である。新西尾市の本年合併誕生を機に、抹
茶、うなぎ等豊富な産品を活かし、観光開発事業をスタートさせる。

プロジェクト概要　一色産うなぎ、三河一色え
びせんべい、吉良の饗庭塩、吉良のトマト、幡豆
の清酒等

愛知県　安城商工会議所

地域資源を活用して農山村の
過疎地域を活性化

天空の里 山之村地域活性化事業

七夕祭りを活用した
「願いごとが叶うまち」ブランド化

「願いごとが叶うまち」ブランド化プロジェクト

HP：http://www.nishio.or.jp

HP：http://anjo-cci.or.jp
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琵琶湖東岸に位置し、水郷の地で
ある近江八幡市。その琵琶湖最大の内
湖である「西の湖」には、恵まれた自然
環境によって育てられてきた水郷野
菜、湖魚、水性植物、穀物など様々な
食文化としての素材を有し、新しい特
産品や商品開発の可能性を秘めてい
る。そこで、「西の湖」地域をテーマとし
た新しい食に関する素材の発掘と、商
品化への可能性を探り、ツーリズムな
どによる地域の活性化と、新商品・特
産品開発等を目的とした調査研究事
業を行った。調査研究プロジェクトに
は、地元クリエイティブディレクターや
地域活動リーダーを中心に、大学関係

者および学生スタッフの協力を得た。
活動内容として、地元農業者、漁業者、
事業者、有識者等を対象に、地域の食
文化と歴史、特産品・新商品開発の素
材になりうる適正食材に関するヒアリ
ングによる現地調査と、webを活用し
て12,000人を対象に食に対する消費
者の意識調査を実施。地域食材の発
掘、地域資源を活かした商品開発に
よって、地域のＰＲ効果、地元への経済
効果が期
待できる。

旅

旅 旅

食
食材の発掘など地域資源を活かした商品開発

　　　西の湖でのエコツーリズムがイメージできる食を考える
本調査では、里湖としての西の湖の食文化を象徴的に物語るエピ
ソードをいくつか集めることが出来たが、残念ながら語られた食材や
食習慣のほとんどは、今では廃れて見られなくなったものが多かっ
た。そのため、懐古主義的な過去の食文化にとらわれず、現代にあっ
た食材と味で「今から、これからの食文化」を作ることが今後の課題
である。調査結果は地元商工業者や女性会、青年会などに情報提
供、検討してもらい、事業化・商品化に繋げていきたい。

今後の展開

「楽しく調査」「楽しく研究」「楽しく試食」をテーマに調査研究

国から特例市の指定を受けている
四日市市。同市において、観光素材の
発掘・ブラッシュアップ・単独または組
合わせによるプログラム開発を実施
し、産業都市四日市が、観光を通じて
地域振興を図っていくための調査・研
究を行う。観光推進は人気の高まって
いるコンビナート夜景や工場見学を核
とし、同時に地場の伝統産業である四
日市萬古焼、伊勢茶（かぶせ茶）などを
対象として調査し、外部評価を得た上
で、観光資源となるものを研究、公害を
克服して発展し続ける現状を国内外
に示すため観光事業の確立を目指す。
四日市商工会議所の「観光振興を地

域活性化に結び付ける方針」は、四日
市市も取り組みを始めた時期であっ
た。本プロジェクトは上記方針に非常
に有効な支援ツールとなり、四日市市
が中心となって開催した夜景サミット
には、業務分担しつつ、一体となって観
光振興事業をすすめるきっかけとなっ
た。

観光素材の発掘などにより、地域活性化を目指す

　　　研究・検討を重ね、新組織での運営を目指す
本年度調査の結果を踏まえて作成された報告書をもとに、今後の四
日市において観光プログラム化・商品化を行う。抽出された課題を解
決するとともに、団体向けにバスを利用しての四日市の産業観光ツ
アーや、個人や小グループ向けにタクシーを利用しての観光ツアーの
コースを提案していく。さらに次年度に向けて、行政や観光協会と連携
した組織を構築し、その組織を中心とした運営を目指す。

今後の展開

三重県の南東部に位置する鳥羽市
には、古より朝廷や伊勢神宮に魚介類
を献上し、万葉集に御食（みけつ）国
（くに）と詠まれる答志島産の魚介類、
特に平城宮跡出の木簡に記されてい
る多比（鯛）などの食材がある。また、答
志島に原木がある鳥羽「市の木」であ
り、県天然記念物に指定され、六歌仙
に度々詠まれ平安を代表する果樹や
まとたちばなを有している。これらの地
域資源を活用し、伊勢神宮式年遷宮と
合わせ、島のブランド「御食国答志島」
の早期構築と、その象徴的商品である
天平の御食料理の開発とそれを食す
旅を造成する最適プランを構築する。

島のブランド「御食国答志島」の早期構築

　　　御食国答志島ブランド構築に向けて
質の高い海産物の宝庫として朝廷や伊勢神宮に魚介類を献上し、万
葉集に御食国と詠まれる答志島の「魚介類」を活用、商品ブランドに
は「御食国」を盛り込む。また、万葉集で多く詠まれ、「市の木」であるや
まとたちばなの「花(花酵母)と果実」を活用、清酒とリキュールを開発
する。そして、答志島内には貴重な歴史文化資源が残されていること
から、柿本人麻呂が御食国答志島を詠んだ歌碑をはじめ、答志島の
「歴史文化資源」と「自然資源」を活用する。

今後の展開

大阪都心部において、ビジネスと観
光双方の拠点となりつつある中之島。
この地区のさらなる観光魅力向上に向
けて、国際・文化ゾーンとして進展する
開発計画や、親水性を高めた水辺空
間の整備、賑わい拠点の形成、舟運の
状況など、現況を調査した。中之島地
区のなかで、ポテンシャルが高いと思
われる大阪市中央卸売市場（本場）に
焦点をあて、大阪市とともに研究会を
設置し、そのブランディング策等につい
てや、実証実験による試行や検証を経
ながら、市場内部・市場前の水辺空間
から周辺地域へと、取り組みを波及さ
せていく方策等を検討した。また、新た

な観光サービスとしてポテンシャルが
高いと思われる観光舟運サービス、中
でも小型船の活性化策として水辺とま
ちの回遊性向上や、小型船の拠点整
備に向けた調査検討を行った。

中之島地区のさらなる観光魅力向上を図る

　　　日本一の規模を誇る“食の拠点”に向け推進
周辺地域や舟運との連携による相乗的な魅力創造を目指し、市場内
部および外部の水辺空間を活用した取り組みの具体化を進める。ま
た、市場見学ツアーをはじめ、水辺空間への飲食店舗の設置、場外朝
市の定期開催など、実証実験を行いつつ、継続できる推進体制や事
業スキームを確立していく。さらに、中之島西部エリアのシンボル空
間創出に向け、象徴的な光の演出や、対岸エリアのリノベーション等
をオール大阪で推進、エリアのブランド化を目指す。　

今後の展開

調査研究事業

調査研究事業

調査研究事業

調査研究事業
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プロジェクト概要　人気が高まっているコンビナート夜景観光や工場見学を核とし、地場の伝統産業で
ある陶磁器「萬古焼」、高級茶「伊勢茶」などの外部評価、調査等を通じ、観光資源となるものを研究し、公
害を克服して発展し続ける産業都市・四日市の現状を国内外に示すため観光事業の確立を目指す。

活用した地域資源
コンビナート夜景クルーズ、四日市
萬古焼、伊勢茶（かぶせ茶）

三重県　四日市商工会議所

伝統産業を有効活用し観光都市・四日市へ
産業都市・四日市の観光資源発掘・商品化調査研究事業

プロジェクト概要　古より、朝廷や伊勢神宮に魚介類を献上し、万葉集に御食（みけつ）国
と詠まれる答志島産の魚介類と平安を代表する果樹やまとたちばなの花酵母を活用した天
平の御食料理を式年遷宮と併せ再現、疲弊する島経済を活性化する。

活用した地域資源
御食国答志島が再現する御食料理

三重県　鳥羽商工会議所

新観光拠点で「水と光のまちづくり構想」実現へ
大阪を象徴する「中之島地区」を活用した、新たな観光サービス御食国答志島が再現する

天平の御食料理を食す旅

御食国答志島が再現する天平の御食料理を食す旅調査研究プロジェクト

プロジェクト概要　琵琶湖最大の内湖、西の湖が育む地域食文化創出を目指し、調査
研究を行う。「健康・癒し」「先人の知恵と技」の観点から、地域の素材を活かした特産品
開発を行い、ツーリズムにつなげていく。

活用した地域資源
琵琶湖最大の内湖である「西の湖」地域で育む食文化
と、水郷野菜、湖魚、水性植物、穀物などの食材

滋賀県　近江八幡商工会議所 HP：http://8cci.com

里湖「西の湖」地域の素材を活かした特産品開発
里湖「西の湖」が育む地域食文化創出プロジェクト

プロジェクト概要　大阪城や中之島など、大阪を象徴する公共空間の“使いこなし”に
向け、国の規制緩和が進む河川空間に焦点をあて、民間事業者とともにビジネス視点
で活用する具体プランと管理活用の仕組みを研究し、新たな観光名所をつくる。

活用した地域資源
中之島地区

大阪府　大阪商工会議所

HP：http://www.yokkaichi-cci.or.jp

HP：http://www.toba.or.jp HP：http://www.osaka.cci.or.jp/
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日本の柿の総生産量は258，000ト
ン（2009年農林水産省調査）であり、
和歌山県は生産量全国１位で、２位の
奈良県の倍近い生産高57，300トン、
全国シェア22．2％（同）となっている。
その中でも橋本市は、生産高15，000
トンと高いシェア23．9％（2005年 和
歌山県調査）を持ち、橋本伊都地域で
は生産高40，449トン、県シェア70．8％
（同）と柿生産日本一、かつ圧倒的な
シェアを誇っている。しかしながら、そ
の大量の柿の用途は、ほとんどが生食
用果物として出荷され、一部が加工食
品にされるにとどまっており、非食用製
品にはほとんど利用されていない。そこ

で今回、生産量に比例して多くなる廃
棄柿、あるいは出荷されない柿を活用
した開発・利用促進を図った。

柳井市は、「やまぐちフラワーランド」
や江戸時代の商家が立ち並んだ「白壁
の町並み」、特産品としては江戸時代か
ら伝わる柳井の郷土民芸品「金魚ちょ
うちん」、柳井の伝統的綿織物「柳井
縞」、200年もの伝統の味を今も受け継
いでいる醤油「甘露醤油」等、歴史を活
用した観光資源が存在する。一方、観
光客の旅の目的の中で大きな部分を占
めるのは「食」とされているが、柳井市で
は食分野の観光資源が乏しいのが現
状であった。そのため、地域としてア
ピールできる「食」の開発を、平成20～
21年度に“自然薯栽培の発祥の地”と
しての地域資源を活用した「自然薯の

商品開発」を行ってきた。農産物として
は「やないイチゴ」や「自然薯」がある
が、三方を海に囲まれた柳井地域の豊
富な水産資源を活用した地域の食とし
て代表的なものはあまり見当たらない。
そこで、瀬戸内の豊富な水産資源である
「花鯛」や「瀬戸貝」などを活用した新た
な「食」の開発を行い、観光客の増加を
目指した。

食用以外の柿の活用を目指して

　　　橋本ならではの「柿渋石鹸」が完成
柿渋の試作が成功したため、今後は製品化へ移行し、防腐剤や発泡
剤などを使用しない無添加石鹸の実現を目指す。また、しっとりとし
た洗い上がりの手作りコールドプロセスを採用したため、少量生産で
はあるものの、消費者の心をつかんでいきたい。また、柿渋メーカーに
は、より広範に使える柿渋の改良・開発を行い、橋本の柿渋をいろい
ろな用途に活用してもらえるようにしていく。

今後の展開

1）、2）郷土料理開発の調査研究
3）「地域食ブランド連携交流会in山口」に参加。
取り組み状況の発表や地域資源のPR、「チダ
イ」を使ったおにぎりの試食・アンケート調査
を実施。

食
観光資源が乏しかった「食」ジャンルに着目

　　　飲食業者とのタイアップで試食会を開催予定
23年度に実施した郷土料理調査研究事業で、基礎的データの集計
や地域の特産品についての検証ができた。今後は、その結果をふまえ
て、市内の飲食業者とタイアップし、「新メニュー開発」を目的とした試
食会を地元や県内外で行う予定である。

今後の展開

1）

2）

3）

技

高松市は、全国シェア約80％を占める、
日本一の松盆栽の生産地である。しかしな
がら、近年、マンション生活者の増加や趣
味の多様化で、盆栽の国内市場は縮小し
ており、香川県の場合、国内向けの年間出
荷額はここ10年で半減している。併せて、
盆栽生産者は減り、後継者育成等深刻な
問題を抱えながら、展示・即売やインター
ネット販売、量販店への販売など独自に工
夫して、盆栽の普及に取り組んでいる。一
方で、海外における盆栽・鉢物・植木の需
要は、富裕層が美術品感覚で高価な盆栽
を購入するなど、日本文化への関心から購
入する愛好者に加え、身近な装飾品として
年齢、収入にかかわらず人気が高まってい

る。さらに、昨年11月に高松市で開催され
た「アジア太平洋盆栽水石大会」が日本で
初めて開催され、これを活性化のチャンス
と捉え、本調査事業の展開により、新製品
「Bonsai」の開発、「Bonsaiソムリエ」の養
成機関を設立することで、盆栽のマーケッ
ト拡大と地場産業の活性化を図る。

海外での人気が高まる盆栽の活性化を図る

　　　盆栽のさらなる普及と市場の完成を目指す
１．地元で活躍する作家を集結した巧のチームで、新たな地域
資源（アートBonsai）等を開発し、市場を作りあげる。

２．１年を通して四季折々の内容で盆栽教室を行い、伝道師
（ソムリエ）を育成する。
・１月（盆栽の分類について学ぶ）
・２月（良い盆栽の選び方を学ぶ）
・３月（剪定の仕方、肥料のやり方について学ぶ）
・12月（寄せ植えの配置・正月飾りについて学ぶ）

今後の展開

旅 技

周南市は、山口県の東南部に位置
し、コンビナートを中心とした産業が集
積する山口県工業地帯の中心的存在
である。また、全国のふぐ水揚げ量の
80%は下関であるが、周南市沿岸部
の粭島（すくもじま）地区は「ふぐ延縄
漁」発祥の地で、ふぐの最高級品「とら
ふぐ」がたくさん水揚げされているな
ど、隠れたふぐの本場としても知られて
いる。そこで、平成17年度より周南地
域４商工会議所（新南陽・徳山・下松・
光）の広域連携事業として、地元の工
場見学と観光を組み合せて毎年好評
を博している「産業観光ツアー」の夜
バージョンとして、周南沿岸コンビナー

トの光の輝きを活用する「工場夜景ツ
アー」を新規導入するため、夜景評論
家の丸 も々とお氏に調査を依頼。さら
に、周南市のブランドの一つとして「ふ
ぐ」「はも」「たこ」のネーミングが「徳山
ふぐ」「周防はも」「周南たこ」に決定し
たのを受け、積極的に全国に向けて情
報発信していく。また、名物弁当やコン
ビナート饅頭の開発についての調査を
実施した。

「工場夜景ツアー」の調査と名物商品の開発

　　　集客力のあるツアープランの開発を目指す
「観光開発」「特産品開発」の２本立てにし、「産業観光ツアー事業部
会」「特産品開発事業部会」を設置して事業を推進したが、進捗状況
が異なり、並行しての事業実施に困難を極めた。産業観光ツアー事業
は、専門家のアドバイスを受けツアープランを実施するも、集客が低調
だった。特産品開発事業は、意見は出るが事業は進展せず、特産品の
開発にかなりの時間がかかった。今後は様々な提案をしながら、より
集客力のあるツアープランを追求していく。

今後の展開
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調査研究事業

調査研究事業調査研究事業

調査研究事業

食
業査研究事業

技
査研究究事業

旅
査研究究事業

技技技
査研究究事業

プロジェクト概要　平成23年10月開催の山口国体、平成24年の岩国民間空港開港を見
据え、岩国・柳井観光ルート構築の一環として、三方を海に囲まれた山口県の南東部の瀬戸
内海に面した柳井地域の小魚等の水産資源を活用した「郷土料理」開発の調査研究を行う。

山口県　柳井商工会議所 HP：http://www.yanaicci.or.jp/

チダイを活用した新たな「食」の観光商品づくり
瀬戸内の水産資源を活用した地域産業観光促進事業

プロジェクト概要　橋本伊都地域の柿生産は、生産高40,449トン、県シェア70.8％と日本一かつ圧
倒的である。しかしながら、その大量の柿はほとんどが生食用果物として出荷され、広範な利用促進が
待たれている。その大きな生産量ゆえにまた大きい、廃棄する部分の用途開発を目指す。

和歌山県　橋本商工会議所 HP：http://www.hashimoto-cci.or.jp/

活用した地域資源
特産品の柿

プロジェクト概要　「ふぐ」「はも」「たこ」を使った弁当の開発とともに、周南地域４商工会議所で実施し
ている「産業観光ツアー」と連携し、「日本一のコンビナート夜景」と「周南ブランド特産品」として、全国に
向け情報発信出来るよう調査研究を行う。

活用した地域資源
産業観光ツアー、周南名物品

山口県　徳山商工会議所

日本一のコンビナート夜景を
活用した観光商品開発

産業観光ツアーと周南名物ブランド商品の開発に係る調査研究事業産業観光ツアーと周南名物ブランド商品の開発に係る調査研究事業

プロジェクト概要　江戸時代から伝わる当地の松盆栽をブランド化するため、産地(鬼無町・国分寺
町)の後継者を盆栽のソムリエとして育成するとともに、新製品「Ｂｏｎｓａｉ」開発の調査事業を実施
する。

HP：http://www.takacci.or.jp/HP：http://www.tokuyama-cci.or.jp 香川県　高松商工会議所
活用した地域資源
盆栽

名産の柿が「柿渋石鹸」へと変身
高野山麓･紀ノ川畔 紀州橋本＜柿プロジェクト＞

「Bonsai」マーケットの拡大と地場産業の融合
盆栽のソムリエを育成する研修機関設立と新製品開発の調査事業

活用した地域資源　柳井地域の水産資源「花鯛（チダイ）」、
「瀬戸貝」、副素材として「やないイチゴ」などの農産物、地域資
源である「金魚ちょうちん」をネーミングに取り入れたメニュー
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いちき串木野市は、鹿児島県内にお
けるご当地グルメの先がけとして、平成
14年にまぐろラーメンを開発。その後
もポンカレー、験担ぎ御飯三大カツ、ま
ぐろ舵取り丼などが次々に誕生し、平
成21年には「食のまちづくり条例」が
制定され、食による「まちおこし」を市・
商工会議所・関係団体が一体となって
取り組んでいる。このような中、年間約
30の大小イベントによる流入人口を市
内に回遊させて消費滞在時間を延ば
すために、日本の産業の祖とも言われ
る徐福伝説や近代日本を作った薩摩
藩留学生渡欧の地など、他の地域には
ない歴史資源などとも絡めながら周遊

コースづくりを行った。また、食のまち
づくり条例を更に推進していくために、
いちき串木野ブランド認定基準の素案
づくりを行った。

旅

古くから良港の恩恵を受けていた多
度津市。江戸時代中期に丸亀藩京極
家の分家である多度津藩が、湛甫の
築造工事を完成させたことによって金
毘羅参詣客が多度津に上陸するよう
になった。あわせて北前船の寄港地と
しても繁栄し、全国から様々な物産や
情報の集まる、讃岐一の港町へと発展
してきた。明治以降も、回船問屋等で
富を得た豪商たちの財力により、讃岐
鉄道の開業や県内初の私立銀行設
立、水力電気の再建等、常に四国の近
代化をリードしてきた。そうした多度津
町が歩んできた歴史｢港から栄え、鉄
道へと繋がる｣そのものを地域資源と

して、中小企業や地域の人たちと連携
した「多度津の町」のブランド化事業を
通して、町をもっと元気にさせるととも
に、継続的に取り組んでいる「商工フェ
ア」をイベント的な賑わいづくりから
「地域の活性化」に発展させることを目
的として、多度津町の代名詞となるよう
な「観光、特産品の創造」の計画づくり
の第一歩として調査・研究事業に取り
組んだ。

近代産業発祥の地、多度津の観光面を充実

　　　まち歩き観光の充実と特産品開発に注力
まち歩き観光では、アプリ「ふらっと案内」への登録を増やし、鉄道の
町や多度津藩の城下町、近代産業発祥の地など産業観光へ発展する
付加価値をつける。また、一般募集を行ったまち歩きコースは、まもな
く実施される。特産品開発は、調査研究結果を受け、各企業への提案
や委員の提案を基に検討、平成24年６月２日に開催予定の｢商工フェ
ア｣にて試作品を出展予定である。さらに、多度津特産品の推薦や認
定制度のような仕組みも検討する。

今後の展開

古よりキリシタン文化を共有する長
崎県平戸市と大分県竹田市において、
近年の商業不振、観光宿泊客の減少、
商業者のおもてなし意識の欠如、地域
資源活用等が深刻な問題である。その
ような中、福岡を中継基地とした平戸
～ 福 岡 ～ 竹 田 間 を 往 復 する
YOKAROバスが開通した。これを物
流・情報発信の起爆剤とし、共有する
キリシタン文化の再検証や、城下町に
潜在する地域資源の再発掘を行い、
両市の情報発信や交流人口の拡大を
目的として広域な地域間交流等を図
り、大都市福岡をターゲットにマーケッ
トニーズ調査等を進めた。今年度は、ま

ず意識調査（ギャップ調査等）を行い、
物産・観光両面での可能性を探った。
具体的には平戸と竹田の広域連携事
業となることから、委員会組織として
各々地域に物産調査班、観光調査班
を設置選任し、両市の顕在・潜在する
キリシタン文化等地域資源の洗い出し
調査、アンテナショップ開設に係る各
種リサーチ、市民意識の高揚を図る検
定本の基礎調査、YOKAROバス会員
へ意識調査等を行った。

広域連携で取り組む各種調査

　　　海の城下町平戸、山の城下町竹田とのコラボ
連携のなかった両市が、YOKAROバス開通で繋がりを持てたことで、
広域連携による観光浮揚の可能性が高まった。本事業での福岡を
ターゲットにしたＰＲには、今後大きな効果が期待でき、海の城下町
平戸、山の城下町竹田とのコラボレーションは長年で持続可能と思わ
れる。両市が有する歴史文化や地域産品等の福岡でのイメージ調査
や、市民の生涯学習の効果も期待できるガイド検定本制作等、今後の
展開次第では有効な資料となり得る。

今後の展開

旅

食
食のまちづくりと周遊コースづくり

　　　インターネットを利用して周遊コースを発信
調査事業でまとめた周遊コース案を精査した上で再作成し、市内外
でのイベントなどでの配布やネットなどへ掲載し、情報発信に努める。
また、当市をブログ・ツイッター・フェイスブックなどで発信している人
にも積極的に情報提供し、情報発信力を高めていく。ブランド基準づ
くりにおいては、食のまちづくり条例の施策を更に推進するために、
今年度出された素案をまとめる方向で市などと協議をすすめていく
予定である。

今後の展開
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プロジェクト概要　歴史的な背景の中で、港、鉄道、電力、銀行など商工業が発展した「た
どつ」のまちを、１つのブランドとして創出させ、次世代へ継承させるための人材育成と、町
のにぎわいづくりから徐 に々活性化へと発展させることを目指す。

活用した地域資源　こんぴら街道の海の玄関口
「門前町」、京極家１万石多度津藩の城下町、香川
の近代産業発祥の地、鉄道の町・多度津

香川県　多度津商工会議所

歴史ある「たどつのまち」ブランド化プロジェクト
近代産業の歴史ある「たどつのまち」のブランド化事業

プロジェクト概要　竹田地域と平戸地域は岡城と平戸城があり、ともに城下町文化、キリ
シタン文化を共有する。ＹＯＫAROバスが福岡を中継基地として、両地域で運行されるの
で、歴史的資源と海の幸や山の幸を使った特産品開発の調査を行う。

活用した地域資源　YOKAROバス（平戸～福岡
～竹田他）、キリシタン文化、海の幸・山の幸地域
産品、魅力発信基地（アンテナショップ）、検定本

大分県　竹田商工会議所

竹田～平戸間キリシタン街道創出プロジェクト
海彦・山彦・キリシタン街道創出事業

プロジェクト概要　6次産業化に向けて総合的な取組みによる地域産業おこしや地域ブランド
の形成を目指している。その取組みの更なる推進を目指し、市外からの流入人口の地域内消費滞
在時間を延ばすため、食のまちを楽しむ仕掛けづくり・名物料理開発調査事業を行う。

活用した地域資源　いちき串木野ブランドの認定基準
素案づくり、市内の周遊コースづくり、徐福伝説の活用による「パ
ワースポットいちき串木野」としての市全体のイメージ情報発信

鹿児島県　いちき串木野商工会議所 HP：http://www.ikcci.jp/

食のまち・いちき串木野を
楽しんでもらう仕掛けづくり

「食のまち」を楽しむ仕掛けづくり・名物料理開発調査事業「食のまち」を楽しむ仕掛けづくり・名物料理開発調査事業

HP：http://www.netwave.or.jp/̃tadotsu/

HP：http://www.taketa-cci.or.jp/
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美しい自然と豊かな食材に恵まれ
た札幌市。時計台など人気の観光ス
ポットを多数有していると同時に、札
幌市を舞台にしたマンガ・アニメ作品
も多いことから、これらの作品を活か
した新しい観光商品開発の可能性に
着目。マンガ等の作品をコンテンツと
して捉え、ツーリズムを行うことで、札
幌に新しい観光の流れを創出するこ

とを目指した。同市の風景が描かれて
いるマンガ作品や作家をまとめた観
光ルートマップ「マンタビ」を製作。
ルート内にある観光スポットや書店な
どに約5000部を配布したところ、新
聞や地元テレビ局などで取り上げら
れ、大きな反響を呼んだ。また、マンタ
ビのwebサイトも開設し、取り組み内
容や関連情報、シンポジウムのレポー
トなどを随時発信することで、全国的
な認知度向上に努めた。さらに平成
23年11月には観光ルートマップを実
際にバスで周る「マンタビモニターツ
アー」を実施、アンケートを行った。調
査結果は翌年度以降の事業展開に
おいて参考にし、ツアーの商品化の実
現を目指す。

マンガに描かれたスポットを周るツアーを開催
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TOPICS

ツアーを更に楽しむツールとして、無料のスマートフォンアプリを製作。
マンガの舞台となったスポットでスマートフォンをかざすと画面にキャラ
クターが現れて、一緒に記念撮影ができる。また、目的地までの道すじが
示されるマップビュー機能も搭載し、スマートフォンアプリを活用した作
品紹介・記念撮影などの仕掛けづくりにも力を入れた。ツアー参加者か
らの評価は上々で、これらの先進的な技術を観光振興にさらに活用して
いきたい。

観光資源として成長させ地域活性化に繋げる

全国的にはまだマンタビコンテンツの認知度が低く、効果的なPR方法の
検討が必要なことや、ツアーを商品化した際、適正な価格をどのように設
定するかが課題となっている。今後はマンタビを多くの消費者に認知して
もらい、また、作品とコラボレーションしたグルメ体験やトークショーなど、
ツアー内容をより充実させて観光資源として成長させていくのが当面の
目標である。

スマートフォンアプリ活用で
ツアーを充実

今後の展開

本体事業 本体事業本体事業

マンガと観光スポットの
コラボレーション「マンタビ」

マンガ作品等コンテンツ活用による新観光創出事業

活用した地域資源

札幌市を題材にしたマンガ作品等を活用した
コンテンツ

プロジェクト概要

札幌は数多くのマンガ作家を輩出し、彼らの作品には札幌の風景や景観が映し込まれ
ているものが多い。また近年は日本のマンガ作品が海外から高く評価されていることか
らも、マンガ作品等のコンテンツを活用した新たな観光資源の発掘による観光客の誘
致を図る。

旅 北海道　札幌商工会議所 プロジェクトHP：http://mantabi.net/
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北海道　石狩商工会議所 プロジェクトHP：http://zp-ishikari.net/食
さくらんぼ、小麦を活用した
「新石狩ブランド」を推進

あい風のまち「新石狩ブランド」ブランディング事業

活用した地域資源

ジャムなどの加工品向け規格外商品「さくらん
ぼ」、石狩市産小麦粉「きたほなみ」

プロジェクト概要

石狩市内の農商工団体が共同参画して、相互間の連携をより強固にし、道内外へ
「新石狩ブランド推奨品」のＰＲを展開する。また、新商品・新製品のブランディング
事業展開を推進する。

平成１７年１０月の市村合併を機に、石狩市では隣接する
札幌市や石狩市民に対し、ご当地グルメや野菜・海産物の特
産品ＰＲを行ってきた。商工会議所内の「石狩ブランド推進協
議会」では、石狩市浜益区の特産品であるさくらんぼに注目。
季節的に収穫期を終えた「さくらんぼ」は、通常商品として販売
できず、ジャムなどの加工品向け規格外商品となる。その有効
活用策として「石狩ブランド推進協議会・石狩ブランド推進協
議会運営委員会（戦略会議）」においてさくらんぼのフルーツ
ビールの新商品開発を企画した。また、同市産小麦粉「きたほ
なみ」を使用した「石狩まるごと蕎麦セット」や「tanzen石狩小
麦のピザ生地」など、地域資源を有効活用して20種類の新商
品を開発している。

石狩産小麦粉を使った6種類の新商品を開発

TOPICS

新商品のＰＲ方法として、「石狩鍋」「いしかり丼」といった全国
的に知名度のある従来の石狩ブランド商品とは一線を画した
「新石狩ブランド推奨品制度」を設立。開発された新商品を推
奨品認定審査会に申請し、合格した新商品のみ新石狩ブラン
ド推奨品として認定した。今後は共通のロゴマーク（平成２２
年団体商標登録済）を使用して道内外へ販売促進を図りたい
と考えている。審査会では、地元大学の教授などの協力を仰い
で調査。地域性・法令順守・生産性・食味・訴求力といった項目
について、１００点満点中８０点以上を合格とし、認定商品はさ
らに消費者による官能検査（試飲試食・アンケート）を実施し、
日々改良を重ねている。

道内一円にPR活動を広げていく

今後は地元石狩市はもとより、近隣の札幌市をはじめ、道内一
円にＰＲ活動を実施し、地域に愛される商品を目指す。また、どさ
んこプラザなどの北海道アンテナショップへの出展などを通して、
道外への進出およびインターネットでのＰＲを図りたいと考えて
いる。

新石狩ブランド推奨品
制度を設立して審査

今後の展開

札幌市時計台

平成23年5月に、同じくマンガを活用して町興
しを行った鳥取県境港市から講師を招き、「マ
ンガコンテンツ活用シンポジウム」を開催。「マ
ンガコンテンツの先進地事例」について基調
講演を行ったほか、「札幌とマンガコンテンツ
の可能性について」パネルディスカッションを
実施した。

年目1 年目1
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食
活用した地域資源

東北一の生産量を誇る「二子さといも」の頭芋（未利
用資源）

プロジェクト概要

全国的に認知され、継続的に販売が見込まれる北上市を代表する物産品を開
発し、平成２８年に開催される岩手国体に参加・観戦するため来県する方々か
ら、土産品の第一選択肢として選ばれる商品に成長させることを目指す。

「二子さといも」を
活用した北上ブランドの創出

東北No.1 二子さといもの「頭芋」を活用した物産品開発事業

岩手県　北上商工会議所 新潟県　燕商工会議所 プロジェクトHP：http://www.beams.co.jp/recommended/
others/made-in-tsubame.html

活用した地域資源

アウトドアメーカー、金属プレス、金属研磨

プロジェクト概要

ファッション業界のBEAMSとコラボしてアウトドア向けのカトラリーとス
テンレスカップとプラスチック製マイ食器を開発する。ファッショナブルな
若者をターゲットに商品開発をし、燕製品の知名度を高める。

技

BEAMSと共同で開発したポップな商品

燕市は、ステンレス食器や様 な々金属アイテムの一大産
地であり、燕産のクオリティーを消費者に認識してもらい、
地域ブランド化することで他製品との差別化を図ることを
目指して「Made in TSUBAME」プロジェクトを立ち上げ
た。今回コラボレーションしたセレクトショップ「BEAMS」
とは、平成23年春の「feel NIPPON 春2011」の商談会で
コネクションができ、以前から燕商工会議所工業部会でリ
ユース食器やマイ食器開発の計画があったため、BEAMS
に提案したところ、共同で開発することになった。その結
果、「MADE IN TSUBAME × BEAMS」でアウトドアグッ
ズが誕生。野外フェスティバルなど、アウトドアで持って行
きたくなるようなおしゃれでポップな商品が完成した。

平成23年度中に商品化するために、急ピッチでの開
発となったが、参画企業としてBEAMSの協力を得
ることができ、夏に第１弾の商品化が決定、全国展
開した。また、平成24年の「feel NIPPON 春2012」
ではBEAMSとコラボでブースを出したところ反響が
非常に大きかった。今後もBEAMSとは継続的に協
力関係を保ちたい。

地域特性を活用した
商品ストーリーづくりを推進

今後は商品の完成度を高め、販路開拓および拡大を進め
る。北上の持つ「詩歌のまち」「桜」など、独特な地域特性、歴
史や文化を踏まえた商品ストーリーづくりを進め、特産品
を通じた地域イメージを発信、創造することが重要である。
販路開拓・拡大に向けては、原材料の確保・供給体制およ
び加工、製造、販売体制の構築を図るため、市内の既存の
事業所での対応や各事業所における経営革新、起業化促
進についても、取り組みを検討する必要がある。

TOPICS

今年度は、昨年度に行った調査研究事業の結果をもとに
試作品製作をメインに取り組み、在京北上出身者で構成
される「北上ふるさと会」総会において、試作品５種類を持
ち込んで第１回となるモニタリング調査を行った。その結
果、「二子さといも」を使用した試作品は、参加者より高い
評価を受け、その後２回の試作品試食・求評会、会員大会
においてモニタリング調査を行い、最終的に６種類作った
試作品を、特に高評価であった３種類（里いもショコラ、里
いもタルト、里いもまんじゅう）へと絞り込んだ。

モニタリング調査で
試作品の絞り込み

TOPICS

参加企業の協力のもと
全国展開の成功

今後も「MADE IN TSUBAME
×BEAMS」拡大に向けて、
BEAMSに燕市の工場を見学し
てもらい、どのような商品を共同
開発できるか話し合って検討を重
ね、商品アイテムを広げて行く予
定である。

積極的な商品開発と
アイテムの拡充

今後の展開

今後の展開

1）北上市立公園展勝地

2）夏油高原温泉郷

3）北上コロッケ

磨き屋シンジケート 磨き屋シンジケートのビアカップ 燕背脂ラーメン

1）

2） 3）

「MADE IN TSUBAME×BEAMS」誕生
アパレル業界とのアウトドアグッズの共同開発
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HP：http://www.kitakamicci.jp

本体事業 本体事業

平成28年開催の岩手国体の主会場に北上市が内定
したことに伴い、北上ブランドとして全国に通用する物産
品開発が期待されている。これまでお土産品開発につい
ては、菓子製造業者を中心に様々な取り組みが行われて
きたが、市民の大半が声を大にして「これだ」といえる商品
は開発できていない。そこで、胸を張って薦められる土産
品を開発するため、「二子さといも」を活用した物産品開
発に着手。全国的に認知され、継続的に販売が見込まれ
る物産品を開発し、岩手国体に参加・観戦するため来県
する方々から第一選択肢として選ばれる商品に成長させ
ることで、“さといものまち北上”を目指すこととした。当所
が本事業に取り組み、新商品開発の旗振り役として活動
することを決め平成22年11月に開催した会員大会におい
て「北上ブランド宣言」をしており、23年度において試作
品製作を行い、24年度以降は、商品としての完成度を高
め、販路の開拓および拡大を進めていくこととしている。

国体開催までに土産商品の開発を目指す
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「写真を撮る」「旅をする」がテーマの
着地型旅行商品

日本初! 世界認定 糸魚川ジオパーク着地型観光開発プロジェクト

活用した地域資源

糸魚川ジオパーク（個性ある景観・風俗・風習・食文化・
歴史遺産など）

プロジェクト概要

日本で初めて世界ジオパークに認定された「糸魚川ジオパーク」。その魅力
を、観光関係事業所・地域住民と連携し、交流人口拡大に向けた新しいモ
デルの滞在型着地観光商品開発を行い、観光ニーズの掘り起こしからブ
ランド化を目指す。

旅 新潟県　糸魚川商工会議所

045

妙高連峰など自然豊かな環境を有
している新井市。その妙高山からの恵
み「きれいな水」から生まれた「妙高の
醗酵を中心とした産業」と、「きれいな
水」から生まれた食材を使った「新名
物料理・土産品開発」を基本に、対象
客層を設定。モデルルートを策定し、
モニターツアーの実施、情報発信の
強化、新たな食の開発・土産品の開
発に取り組んだ。モニターツアーは次
の３コースを実施し、参加者の満足度
は非常に高かった。

■11月５日「名水が作る銘酒と豆腐
妙高百薬の長コース」（26名参加）
君の井酒造―寿司芳（３銘酒と海
鮮御膳）―万内川砂防公園―とう
ふ工房矢代―あらい道の駅
■11月25日「妙高ものづくり体験コー
ス」（26名参加）
新井コロナ―新井別院（そばうち
体験）―高井工房 体験陶芸―ミヤ
トウ野草研究所―あらい道の駅
■11月26日「越後・妙高の“ごっつぉ”
体験コース」（24名参加）
六十朝市―朝日会館（笹団子作り
体験）―ひな乃（とうどのごっつぉ）
―かんずり―七宝焼き体験―あら
い道の駅

モニターツアー3コースで新商品を提供

TOPICS

モニターツアーでは、「妙高の玉手箱」という名称で食の玉手箱8品・お
土産の玉手箱10品を提供した。参加者にアンケートを実施したところ、
「酒蔵の杜氏さんのきまじめなぼくとつとした説明に感銘を受けた」「ス
キーと紅葉しか知らなかったが、地元の産業に直接触れることができ有
意義だった」「食事と体験ができ、満足感があった」「酒蔵では、普段は入
れない所、出荷されないモロミを味わわせていただき感激」「スタッフの
みなさんの“楽しんでもらいたい”という気持ちが伝わった」など満足度
は非常に高かった。今回のツアーの成功により、事業者のモチベーショ
ンが徐々に高まり、これからへの期待感も高まる。

アクティブシニアをターゲットに集客を図る

今年度が地元集客中心であったので、広域からの集客を目指す。その際、
妙高山からの恵みをキーワードに、妙高にしかないもの、体験提供、広域
観光資源、季節、大イベントを絡める。具体的には「体験・交流・学び」の要
素を入れたバスツアーと少人数ツアーを企画。妙高という地名とともに、
妙高で何ができるかをＰＲする。アクティブシニアをターゲットとし、妙高
の玉手箱は「食」「お土産」ともに数を増やして充実させる。

モニターツアーの成功で
高まる期待感

今後の展開

きれいな水の里・妙高ならではの
体験型観光プログラム

きれいな水の里妙高へ 妙高産業観光・体験型観光開発プロジェクト

活用した地域資源

酒蔵（君の井、千代の光、鮎正宗）、エアコン、ファンヒーター製造（新井コロナ）、
歴史的建造物（新井別院）、醗酵飲料工場（ミヤトウ野草研究所）、香辛料工
場（かんずり）、体験（陶芸、七宝焼き、笹団子つくり、とうふ作り）、買い物（あ
らい道の駅）、新作郷土料理（寿司芳～海鮮笹寿司、ひな乃～とうどのごっつぉ）

プロジェクト概要

妙高山の恵み「きれいな水」は、当地に香辛料かんずり、銘酒、野
草酒、豆腐工房等の食品製造業群と妙高野菜、山菜、雪えび、こ
そば等の優れた食材を生み出した。これらを組み合わせ、新たな
観光ルート、名物料理、お土産開発を行う。

旅 新潟県　新井商工会議所 プロジェクトHP：http://www.echigo.info/kanko/myoko.html

1）

3）

かんずり 七宝焼き体験 あら
い道の駅

糸魚川市は、特徴的な地質、地形
を有し、平成21年8月に糸魚川ジオ
パークの世界認定後、地域における
観光誘客ムードは高まり、ホスピタリ
ティの向上も促進され、関係事業者
や団体による活発な事業推進・展開
が生まれた。しかしながら、誘客に向
けた活動は単発的なものであり、連
携も取れていない。また、世界認定で
の話題性も一時的なもので、中核施
設である博物館の来客数は増加して
いるものの、「日本初」「世界」「ジオ
パーク」など糸魚川ジオパークの個
性を活かしたブランド力を高め、具体
的な観光客の取り込みが求められて

いた。そこで、観光資源とジオパーク
を有機的に結びつけ、「糸魚川ジオ
パーク」への訪れの「きっかけ」「導
入」を創り出す新たな魅力づくりを促
進するため、地域の資源を活かした
新たな着地型旅行商品の開発を行
い、普及に向けた事業展開を行うこ
とで、地域経済の活性化を目指した。

糸魚川ジオパークの個性を活かしたブランド

TOPICS

「写真を撮りながらジオパークを巡る」という、目的を明確にした旅行
商品を企画し、糸魚川ジオパークの魅力を発信することに着手した。
新たな視点での商品づくりとターゲットの絞り込みを行い、モニターツ
アーを実施し、調査を行った。見せたい、伝えたいものを「ジオサイト」
というエリアを軸として企画されたこれまでのツアーではなく、「撮る」
というジオツーリズムを観光者の楽しみたいこと、目的で巡る・旅する
といった新しいツアーとして提案。ジオパークを分かりやすく伝える新
たな楽しみ方として、顧客拡大に向けた商品造成の大きなヒントと
なった。

ジオパークの認知度向上と販路開拓を目指す

今回は調査～商品造成～モニターツアーといったことから、商品造成へ
の課題を明確にできた。今後は課題の改善とともに、更に顧客ニーズを
把握し、ジオツーリズムを魅力ある楽しみ方に広げた着地型旅行商品の
造成を行い、ジオパークの認知度アップと販路開拓に向け、交流人口
拡大と経済効果のある糸魚川ジオパークを核とした地域振興を目指す。

「ジオパーク」を
わかりやすく楽しいものへ

今後の展開

（ヒスイでジオる）小滝川ヒスイ峡

（温泉でジオる）秘湯・蓮華温泉

1111）

（ヒスイイイイでジでジオるでジでジ ）小滝川ヒスイ峡ヒスイ峡ヒスイ峡ヒスイ峡

かんずり工房

妙高の三酒蔵（君の井・千代の光・鮎正宗）
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HP：http://www.itoigawa-cci.or.jp
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加茂山公園、加茂川など豊かな自
然を手軽に楽しめるため、年間30万
人以上の観光客が訪れている加茂
市。しかし、「観光」に対する意識が低
く受け入れ体制が十分でないため、
どこに何があるのか、何を食べれば
よいか、土産品は何があるのか等が
分かりにくい。地元住民も「加茂は何
も無い」「加茂山しか訪れる場所がな
い」というイメージが強く、「おもてな
し」の意識が薄かった。その結果、市
外客は増加しても、地元商店、飲食
店の利用度は低く経済効果に結びつ
かない状況だった。そこで、23年度は

地域資源の再発掘とそれを活用した
土産品、観光ルート等の開発、お客
様を受け入れる観光地としての基盤
づくりの取り組みをスタートした。市
には有名な名所旧跡、神社仏閣等の
核となる大きな観光資源がなく、長
期滞在型の観光開発は難しいことか
ら、第１ステップとして「手軽で身近な
観光地」をキーワードに、日帰りで楽
しめる観光ルートと土産品の研究・
開発に着手した。実際に観光資源と
なり得るものを抽出、組み合わせた
「まち歩きツアー」を初めて企画、実
施した。

地域資源再発掘と観光地としての基盤づくり

TOPICS

「まち歩きツアー」は定員を超えたコースもあり、小路の由来を解説した
まち歩きマップを作成したほか、戊辰戦争由来の地や山城跡など「歴
史」に関連した企画は反響が大きかった。また、社会実験として加茂山
公園地内の公民館で、加茂市出身画家の作品を集めた「加茂山美術展」
を開催し、加茂山の核となる施設の必要性を確認した。一方、土産品は
大水害の影響で梨や桃の収穫が危ぶまれたため、米粉のマドレーヌや
古代米の和菓子、鴨（＝加茂）肉や加茂産の素材を使ったランチメ
ニューを試作研究した。さらに、パズル感覚の組子おもちゃ、インテリア
にもなる小型屏風、行灯風のスタンド等の新製品を開発し、「小京都加
茂・秋物語」でＰＲした。

小さな町ならではのもてなしを目指す

「小京都」「自然」「歴史」をメインテーマに他の地域資源と組み合わせ、
回遊性のある観光ルートを開発、交流人口増加と地元事業者の収益拡
大を目指して土産品などの開発にも取り組む。また、小さな町ならでは
の細やかなサービスと地域全体で温かいおもてなしができるよう観光
ガイドのレベルアップや育成を図るほか、近隣観光地とのタイアップで
宿泊と組み合わせ、時間を気にせず楽しめるツアーも企画するなど、加
茂を訪れたくなる広報活動を行いたい。

歴史を感じさせるツアーに
大きな反響

今後の展開

活用した地域資源

加茂山公園、雪椿、加茂川、雁木、風情あ
る小路、歴史、山城跡、写真家牛腸茂雄、
加茂美人の湯（日帰り温泉施設）、木工、日本
酒、地場野菜、米（七谷産コシヒカリ、古代米）

プロジェクト概要

地域に存在する地域資源を調査研究し、その魅力を最大限に活かしながら、コンパ
クトシティならではの回遊性のある観光ルート、加茂らしい新土産品を研究・開発
する。手軽で身近な観光地としての基盤づくりに取り組み、賑わいのある町づくりと
地元企業の収益拡大を目指す。

旅 新潟県　加茂商工会議所 HP：http://kamocci.or.jp

1）

9）

1）111

平成７年度より石川県と輪島市が
共同で事業を実施しているマリンタ
ウンプロジェクトによって、市街地沿
岸部は客船岸壁・護岸の整備と背後
地の埋立造成が進められており、昨
年は「にっぽん丸」や「ふじ丸」、「ぱし
ふぃっくびぃなす」などの大型客船が
寄港し、これまでの陸（バス、自家用
車等）、空（能登空港の航空機）に、
海（客船）が加わった。さらには、平成
26年度には、北陸新幹線金沢駅が
開業することもあり、来訪者数増加
が見込まれることからも二次交通の
確立が急務となっている。そこで今年

度は、このような背景や昨年度実施
した調査事業における結果を踏ま
え、既存の二次交通手段や人力車、
全国初のエコカート等の車両を使っ
た市街地の回遊性向上を図る取り
組み等の調査や社会実験を進め、未
来型観光商品としてお年寄りの方で
も安心して訪れ、観光資源に触れて
もらうことができる体制づくりを目指
した。このようなハード整備がなされ
ることにより、これ自体を観光商品と
して全国に宣伝し、誘致誘客に繋げ、
地域の活性化を図りたい。

来訪者増加を見込み、二次交通の確立へ

TOPICS

全国的にも初めての取り組みであり、参考事例のない事業を進めて行く
うえで、様々な課題に直面した。具体的な課題としては、エコカート（電動
カート）では、公道走行ができない等の法律面での規制等があげられる。
しかし、委員会や行政・警察などの協力、助言をもらいながら課題を解決
し、新たな二次交通の社会実験を実施することができた。これまで実施
した５回の社会実験では、回数を重ねるごとに二次交通という環境に配
慮した新たな乗り物に対して興味を抱いてもらい、利用する立場からの
たくさんの貴重な意見を集約することができた。アンケート結果も、今後
の展開に期待する意見が多かった。

構造改革特区制度を活用して課題克服を

現在は、環境に配慮した車両としてエコカートを利用しているが、現行
法ではエコカートは公道走行ができないことやナンバー取得など法律面
での規制があり、公道を利用した運行が困難であることが課題である。
この状況を解決する為に、構造改革特区制度を活用し、規制の特例措
置の整備について提案する。あわせて、世界農業遺産である千枚田で
エコカートによる案内等の社会実験を実施し、地域住民や観光客に新
たな二次交通を周知する。

社会実験を重ねて
課題克服と意見の集約

今後の展開

「ウェルカム to 輪島」
ホスピタリティーに満ちたまち

「ウェルカム to 輪島」ホスピタリティープロジェクト

地域の課題

エコを考えた新たな二次交通、買い物難民の減少、
観光地としての新たなサービス、地方自治体における
財政負担の軽減

プロジェクト概要

輪島市の観光資源・地域資源を活かし、環境に配慮した次世代型「未来観光商
品」という観光モデルの構築・開発をすることで、交流人口の拡大と地域住民の
利便性向上のほか、地域の経済に貢献する総合的な発展を目標とする。

旅 石川県　輪島商工会議所 HP：http://www.wajimacci.or.jp

1）千枚田

2）輪島朝市

3）輪島塗

7）加茂山公園　

8）マカロニ料理　

9）雪椿の花びら染め

1）加茂市内の桜分布状況を調査。観光資源としての可能性を検討した。　2）まち

歩きツアー：昼食会場の老舗割烹。古い酒蔵を改修した趣きある部屋で食事を楽

しんだ。　3）まち歩きツアー：加茂市出身の写真家 牛腸茂雄の生家で写真展を特

別開催。　4）まち歩きツアー：山城跡を歩き、戦国時代の歴史を体感。

5）米粉マドレーヌ　6）地場産野菜をたっぷり使ったランチ（加茂ぷれーと）

3）

1）

2）

Come on！　
手軽で身近な観光地・加茂の魅力発信

加茂に Come on ! 歩いて・食べて・技を見て～手軽で新しい観光プロジェクト

2）

3）
4）

5）5）

6）

7）

8）8）
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049

3）
3）

048

観光ガイドサイト
「おかやナビ（β版）」でまち歩き

おかや産業観光モバイルサイト構築と活用による新事業展開プロジェクト

活用した地域資源

おかや産業観光（ものづくり体験、産業体験、
近代化産業遺産群、ほか）

プロジェクト概要

産業観光は、今注目の観光ジャンルであり、特に体験型の産業観光に期待する声
は多い。参加の動機付けになるコンテンツの提供と、それを活用した新しいメ
ニューの創設により産業観光を多くの人が楽しめる観光ジャンルと位置づける。

旅 長野県　岡谷商工会議所

精密工業都市でものづくりのまち
である岡谷市。その岡谷市の魅力を
「産業観光」を通じて多くの方に伝え
ることを目的とし、情報発信の手段と
して各種の地域メニューを集約した
「情報活用型サイト」（主にモバイル端
末向けコンテンツとして想定）を構築
した。また、このモバイルサイトを活用
したスタイルの産業観光プログラム・

メニューの造成に向けて岡谷市（商
業観光課）、岡谷市観光協会ととも
に、参画事業者と協力して取り組んで
いる。本年度は、モバイルサイトの試
作版となる「おかやナビ（β版）」の試
作研究とともに、その活用や産業観光
の将来性に関する各種のモニターに
よる調査検証を実施した。

情報活用型サイトの構築と活用

岡谷市の産業を体験したり、訪れて楽しむのが産業観光。観て触れて楽
しむ産業観光に、モバイル端末とまち歩きを融合させた観光ガイドサイ
トが「おかやナビ（β版）」で、岡谷の近代化産業遺産群や産業の変遷を
たどれる。また、まち歩きを楽しみながら産業観光に参加できる「スタン
プラリー」や近代化産業遺産群等をテーマとした「クイズラリー」で知識
を得ることができ、「岡谷検定」の対策にもなる。これらを活用しながら、
おかやの街を散策するスタイルの産業観光の提案を目指す。

イベントとの連携や「クイズラリー」も活用

産業観光とまち歩きを繋げ、交流人口増で地域力を引き出す支援ツール
になるように取り組んでいる。市内の各種イベントとの連携により、まち歩
きのエッセンスを市民や参加者に提供するほか、近代化産業遺産群や産
業の現場を身近に感じられて知識も得られる「クイズラリー」を用意。「岡
谷検定」ともリンクして、楽しみながら産業史に触れてもらう。市や観光協
会の情報発信も支援するツールとして、モバイル端末向けの情報発信力
を高めたい。

今後の展開

TOPICS

まち歩きスタイルの
産業観光を目指す

3）

1）

3）

2）

1）岡谷太鼓祭り

2）つつじまつり

3）うなぎのまち岡谷

プロジェクトHP：http://okaya-navi.info/ 茨城県　下館商工会議所 HP：http://www.inetcci.or.jp/̃simodate/食
「菓子のまち筑西しもだて」
ブランド創出プロジェクト

菓子のまち筑西しもだてブランド創出事業

活用した地域資源

コメ、イモ、マメ

プロジェクト概要

昨年度の調査研究事業により、ブランド創出に向けた「人づくり」
「交流拠点づくり」「ほんものづくり」の３本の柱を決めることがで
きた。本年度は、３本柱を中心に菓子のまち筑西しもだてブランド
を全国に発信すべく事業を展開する。

TOPICS

地元の食材である「コメ」「イモ」「マメ」の３種類を活かし、試作
品となる「たたきだい菓子」を開発した。地元の女子高校生など
にもヒアリングを行い、試作品の試食会を実施したところ、好評
を得ることができた。

地元の人に愛される菓子作りを目指す

今後は試作品の改良、商品化など、さらに菓子製造業者の協
力を仰ぎながら、地元の人達に愛され、子供達の記憶に残る
ような菓子づくりを目指していく。

地場産品3種類を
活用して菓子を試作

今後の展開

大正期から農作物を活用した菓子の製造・販売業が主要産
業のひとつであった筑西市下館地区。その地域特性を活かした
新たな特産菓子の開発を目指し、平成22年度に行った調査研
究事業により、ブランド創出に向けた「人づくり」「交流拠点づく
り」「ほんものづくり」の３本の柱を決定した。「人づくり」とは、食
育を通じて元気な子供を育てることで、人づくりを目指すもの。
「交流拠点づくり」では、交流を拡大させることで、全国展開を狙
う。「ほんものづくり」では、商農連携を行うことで、地場産品食
材の活用を行うこととした。今年度は、この３本の柱を基軸にし
た「菓子のまち筑西しもだて」ブランドを全国に発信すべく、事
業を展開した。

「人」「交流拠点」「ほんもの」づくりの３本柱
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TOPICS

行田の歴史文化や近代化遺産、生活文化資源を活かした着地型観光と
して、平成23年10月15日にモニターツアーを実施した。このツアーでは、
今回新たに開発した「はす御膳」の試食や５種類の体験型プログラムを
取り入れ、参加者に行田の良さを知ってもらった。また、まちづくり観光
振興の課題を明らかにして、より良い着地型観光体験型商品開発や受
け入れ体制づくりを行うためにアンケート調査を実施したところ、様々
な角度から貴重な意見が寄せられた。

新たな観光商品や景観的な魅力の創造を図る

今秋公開予定である映画「のぼうの城」や、プロから教わる商品づくり体
験などを地域振興として活かしていく。また、地域資源を活用した「着地
型観光体験プログラム」の展開や農商工連携による新たな観光商品づ
くりの構築、まちづくり観光振興につなげる基盤整備、ハード面での継
続的な浮き城のまち・行田の景観的な魅力の創造などを図る。さらに、
地域全体で来訪者を迎える仕組みや利便性を向上させ、中長期的な地
域活性化に取り組んでいく。

モニターツアーで
行田の良さを参加者にPR

今後の展開

「浮き城のまち・行田」で
歴史まち歩きとふれあいツアー

浮き城のまち行田、歴史のまち歩きとふれあい観光の商品化

活用した地域資源

浮き城のまち行田（歴史のまち歩きとふれあい観光）

プロジェクト概要

浮き城のまち行田で、忍城址（おしじょうし）や古墳群などの歴史資源散策や
足袋蔵などの近代化遺産めぐり、さらに地元の食文化体験などを、関係団体
の協力のもと、まち歩き観光商品化とまちづくり観光マーケティング戦略づく
りにより中長期的に地域活性化を図る。

旅 埼玉県　行田商工会議所 HP：http://www.gyoda-cci.or.jp

年目1
本体事業

さきたま古墳群

忍城址

足袋蔵の町並み

050

食
活用した地域資源

日光寒ざらし蕎麦（夏でも新蕎麦同様、風味を落と
さず楽しめるよう日光の厳しい寒さを利用して作ら
れている）

プロジェクト概要

蕎麦生産者、寒ざらし業者、蕎麦製粉業者等地域住民が有機的に連携するこ
とにより、寒ざらし蕎麦を生産し、それを用いた寒ざらし蕎麦ならではの甘みと
風味を生かした日光特産物となるビール、ケーキ、パスタの試作品作りを行う。

栃木県　日光商工会議所 HP：http://www.nikkocci.or.jp

完成度の高い商品化と
新商品の開発を目指す

地域の農業者、製氷業者、食品関係業者が連携し、各業種の長所を
活かしながら共通テーマに取り組むことで、質を向上させた。今後は、
アンケート結果を参考に改良し、完成度の高い商品化を目指して、新
商品開発の拡大を図る。また、焼酎造りにも挑戦し、寒ざらし蕎麦を
大量に使用するための生産体制へ見直しを図る。農業者には蕎麦生
産量の増加など活躍の場を提供し、食品関係業者には地域ならでは
の商品を提供して入込客増加を図り、地域の魅力を高めていく。

TOPICS

試作品を地元住民に知ってもらうため、日光市内で開催されたイベ
ントに出展。３回の試飲会では、地元住民や観光客にも好評を得て、
試作品をアピールすることができた。また、県外においても、「feel 
NIPPONふるさと祭り東京」や共同展示商談会「feel NIPPON震災
復興支援」に出展し、全国に向けて試作品のアピールをした。今回出
品した地ビールは、全国的にみても珍しい蕎麦を使った地ビールで
あり、多くの反響があった。また、若い女性に人気のカフェ店に蕎麦
パスタの試作品開発を依頼し、報道機関を招いて試作品の発表を
兼ねた試食・試飲会を実施した。味、見栄えとも評判も良く、商品化
に向けて弾みがついた。

試作品をイベントや
試食・試飲会でアピール

今後の展開

051

日光寒ざらし蕎麦を活用した
新たな特産品開発

日光の地域資源を活かした特産品開発

1）日光寒ざらし蕎麦パスタ（製麺）

2）日光寒ざらし蕎麦パスタ

3）日光寒ざらし蕎麦ケーキ

4）日光寒ざらし蕎麦ガレット

1）

2）

3） 4）
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寒ざらし蕎麦は、秋に収穫した蕎麦の実を、厳冬期に清流や雪原
にさらし、灰汁を抜くことで甘みと風味が引き出される。食品会社の
経営者、製粉・製麺業者、日光天然氷作りの仲間が連携し、１月初
旬、使用していない製氷池に伏流水を引き込み、袋に入れた蕎麦の
実を水温１℃前後の清流に約２週間さらす。その後、日光霧降高原
の雪原上で、天日と寒風に約２週間さらし、天然氷の氷室で保管す
ることで、３月中には寒ざらし蕎麦が仕上がる。この寒ざらし蕎麦を
用いて、日光寒ざらし蕎麦ならではの、甘みと風味を活かした日光の
新たな特産品を開発し、地元住民及び観光客に支持される特産品
に育て、地域ならではの商品を提供することにより、観光客の入込の
増加を図るなど、日光の歴史、文化、自然の魅力を発信し、地域活性
化を目的として事業を進めてきた。地ビール（発泡酒、ノンアルコール
ビール）・パスタ･ケーキ･ガレット等、それぞれ素材を活かした特長
のある試作品が完成した。

寒ざらし蕎麦を活用して新商品の開発

「埼玉県」という地名の発祥地と
いわれる行田市には歴史資源・遺
産が多く残っており、中でも忍城は
戦国時代に水攻めに遭いながら落
城せず、「忍の浮き城」と呼ばれた。
この忍城址や足袋蔵などの近代化
遺産、古墳エリアの歴史遺産など
の地域資源を活用し、NPO関連団
体のまちづくり活動や、商店会など
が実施してきた活性化事業と連携
しながら、新しい顧客創造によるま
ちづくり観光としての地域振興を
図っていく。本年度は次の５つを実
施し、地域・観光振興に向けて地域
一体となって取り組んだ。

（１）着地型旅行商品として、まちなか
の忍城址や足袋蔵見学体験を
メインとする「忍城址、足袋蔵の
歴史まち歩きツアー」など、体験
型プログラムを立案

（２）旅行商品はモニターツアーとし
て実施、参加者の意見をアン
ケートにまとめる

（３）マーケティング分析を行い、継続
的なまちづくり観光振興の道す
じを明確化

（４）着地型観光を支える組織の機
能強化により、効果的なまちづく
り観光振興を目指す

（５）先進事例の視察研修により、まちづ
くり観光マーケティング戦略に活用

行田らしい、まちづくり観光振興を目指して
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「江戸優りの町・佐原」の
暮らしぶりブランド化

江戸優り佐原の町並み空間を活用した暮らしぶりブランド化事業

活用した地域資源

商家に受け継がれてきた暮らしぶり（ブランド）、文化・
芸術の総称としての「江戸優り」、豊かで安心安全な食
材と醸造文化に代表される加工技術、町並み空間・商
都に伝わるもてなし環境

プロジェクト概要

伝統的町並み・商家に受け継がれてきた「江戸優り」を背景にする“暮らしぶ
り”を地域資源として活用すること、そしてそれを市民力と結集し佐原固有の
文化・芸術等へとつながる地域商品づくりを創出することを通じて佐原のブ
ランド力を高めることを目指す。

旅 千葉県　佐原商工会議所

053

静岡県の東部に位置する富士市
は、海抜０ｍから富士山九合目付近
までを有しており、一つの行政区域
だけを通って富士山に登ることがで
きるのは富士市だけである。かつて
は、地域から直接、富士山山頂を目
指していたが、現在は登山道が整備
されていない状況にある。そこで、
海岸部からの新たな登山道を開発す

ることにより、富士市にしかできない
唯一無二の登山価値を創造し、あわ
せて周辺地域の特産品であるお茶や
ブルーベリーなどの農産品や富士ひ
のきの森、富士山の撮影スポットな
どの観光資源を利活用することで、
観光誘客を図り、地域全体の活性
化を目指した。

新たな登山道の開発と観光誘客

新たな登山道開発には、関係省庁や地元自治体の理解と協力が不可
欠であるため、協力要請を継続し、地域での機運の盛り上がりを推進
する。一方、着地型観光商品であるお茶摘・製茶体験、ブルーベリー狩
り、富士ひのきの木工体験などは、ＰＲを推進し知名度向上と施設の
充実を図る。また、富士ひのきの利用拡大と、地域食材のＰＲを兼ねた
名物料理の創作事業を行い、富士ひのきの器に、地元食材を盛り付け
た「大淵丼」の地域飲食店での取扱拡大、名物料理としての普及を
図っていく予定。

柿酢・大淵丼の販路確立・PRに力を入れる

新たな登山道開発には、関係機関との調整を継続する。また、地域原産の
四ツ溝柿を使った「柿酢」について、柿の栽培者への協力要請と、集荷方
法や販路の確立などを中心に事業化に向けた取り組みを実施する他、
「大淵丼」は取扱店の募集とＰＲ活動を中心に事業を実施する。

今後の展開

海抜０ｍから
富士山頂へのルート構築

海抜0mから富士山頂へ！富士のまちにぎわいプロジェクト

活用した地域資源

富士山の恵み（お茶、ブルーベリー、富士ひのき、柿）

プロジェクト概要

海抜0ｍから富士山頂を目指す唯一無二の新たな登山ルート開発に向けたモ
ニター登山を実施する。調査研究事業によって、掘り起こされた地域資源を活
用した観光商品化と、それらの首都圏展示会でのＰＲなどを行う。

旅 静岡県　富士商工会議所 HP：http://www.fuji-cci.or.jp/

古くからの建物が今も残り、風情あ
る「小江戸」と呼ばれる町・佐原。この
「江戸優（まさ）り」として伝統的町並
み・商家に受け継がれてきた“暮らし
ぶり”を資源として活用することと、市
民力を結集する過程（理解と協力）を
通じて、佐原固有の文化・芸術等へと
つながる地域商品づくりを創出するこ
とで佐原のブランド力を高めることを
目指すものである。
具体的には、「佐原の町並み空間

を活用した暮らしぶりブランド化事
業」「佐原を有名にして行ってみたい
と思わせる情報発信事業」「佐原集

客・賑わい創出・回遊の促進事業」に
取り組み、この3つの事業を通じて、今
後の集客による市民主役で持続可能
な取り組みの規範となる「集客・観光・
交流アクションプラン～江戸優り佐
原・暮らしぶりブランド化プラン」の方
向性（骨格）を明らかにするものであ
る。また、新たな特産品開発として、地
域資源であるイチジクに着目。同じく
市の特産品である白みりん、減農薬、
EM（有用微生物群）有機肥料で育て
た玄米粉を使用した有機玄米粉など
を組み合わせて、新商品の開発を
行った。

地域で推し進める暮らしぶりのブランド化

東日本大震災で甚大な被害を受け、観光客が激減した中で、利根川の
舟運で栄えた佐原の伝統的建造物群保存地区の町並みや、商家に受け
継がれてきた暮らしぶりを地域資源として活用し、佐原のブランド力を
高めることを目指した。そして、水辺からの景色を楽しむ舟めぐりや着物
姿での町歩き、パワースポット体験などのモニターツアーを実施し、佐原
の魅力を発信した。
また、イチジクを活用して試作したシフォンケーキ、コンポートなどのス
イーツを、ツアー参加者に町屋空間で試食してもらったところ大好評で
あり、新しい特産品として展開していく目処がついた。

新商品のＰＲでリピーターを増やす

新たな来訪者の獲得とリピーターの増加を目指し、佐原のブランド力を
高めるため、実施したツアー等を継続していきたい。また、webを活用し、
新たに開発した商品（無花果スイーツ等）のＰＲを実施し、観光入込数の
増加を目指す。

今後の展開

TOPICS

住む人にも、
訪れる人にも良い町づくり

TOPICS

新登山道開発に向けて
関係各所へ協力要請

プロジェクトHP：http://www.sawara-cci.or.jp/
edomasarisawara/index.html

1）

3）

1）

2）

1）佐原の大祭

2）佐原の歴史的町並み

3）香取神宮

2）

3）

1）富士のやぶきた茶

2）ブルーベリー狩り

3）富士ひのき
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食
活用した地域資源

さくらごはん（郷土料理：しょうゆ炊込み御飯）、シラス、海
老芋、チンゲンサイ、白ねぎ、メロン、小メロン

プロジェクト概要

温暖な気候と豊かな漁港に恵まれ、高い出荷額を誇る磐田市の農水産系
特産品を地域資源ととらえ、市町村合併後数年を経た新しい磐田市を象
徴する弁当を開発し、広く展開することで、食を通じた「磐田らしさ」を全国
にアピールする。

静岡県　磐田商工会議所

ＰＲ、商品展開など
ソフト面の充実を図る

今後はＪリーグ開催時やマラソン大会などイベントでの
販売や地域外からの来訪者に向けた販売戦略を検討す
る。また、商品開発だけではなく、商品展開（宣伝方法な
どの市場調査）のためのソフト面を重視して次年度以降
の展開を検討したい。地域活性化では、実行委員事業者
（６店舗）が各地域における中核店舗となり、地域の同業
者に対し、大量発注時に対応可能なネットワークの輪を
広げることで、市全体の飲食業の活性化に繋がることを
期待している。

TOPICS

実行委員会にはプロの料理人や流通の専門家などに加え、
商業系の高校生もメンバーに加わった。弁当のかけ紙デ
ザインやネーミングなどに全校を挙げて取り組んでもらっ
て教育実践の場とするとともに、当地域における産学連携
の場の創出に繋がり、結果として高校生ならではの感性を
もった商品の開発に結び付いた。平成23年11月にはジュ
ビロ磐田メモリアルマラソンにて試験販売を実施。遠方よ
り訪れた人はもちろん地域住民にとっても、意外な食材や
その調理法など、知られざる一面を再発見するきっかけと
なった。

高校生とプロの協力で
新しい感性の商品開発

今後の展開

055

蒲郡市は、25を超す温泉宿泊施設
と複数の観光施設を中心に、四季
折 の々イベントが行われる「海・温泉・
海の幸」の魅力を有する東海地区屈
指の観光地である。この海・温泉・海
の幸に加え、山などの自然・漁業・農

業・伝統文化・蒲郡の魅力人をキー
ワードとした「蒲郡らしい・蒲郡ならで
は」の体験型プログラムを一堂に集め
て、「どっきドキ！新体験あそび100　
オンパクin蒲郡」を、平成23年10月８
日～11月６日までの約１か月間開催
した。「オンパクin蒲郡」の期間中に
は、新たに創造された76の体験型プ
ログラムが蒲郡市内の各所で開催さ
れ、三河湾でのクルージング体験、み
かん狩り体験、商店街でのＢ級グルメ
の食べ歩き体験、各種のクラフト体
験、伝統の三谷祭り体験を通して、蒲
郡市民と観光客との交流が盛んに行
われた。

体験型プログラム「オンパクin蒲郡」開催

TOPICS

「蒲郡らしい・蒲郡ならでは」を常に意識して何度も再考し、「蒲郡でなけ
れば体験できない・体験することで蒲郡の魅力を体感できる」76のプロ
グラムを新たに創造した。蒲郡で、オンパクを開催したこと自体が大きな
成果であり、蒲郡の魅力を伝える担い手（本プロジェクトに携わった
方 ・々プログラム主催者）が多く誕生したことも、今後の蒲郡の観光振興
には大きな成果と考える。

「オンパクin蒲郡」の継続で魅力を発信

「オンパクin蒲郡」の開催により、蒲郡市民をはじめとして近隣都市の
方々からも大きな反響を得られ、蒲郡の魅力の高さを再認識できた。
ＰＲ方法や体験プログラムへの参加方法等の課題が浮き彫りになっ
たが、プログラム主催者だけでなく地元住民・企業の協力者を増やし
て担い手を育て、「オンパクin蒲郡」を継続することでこれらの課題を
解決できると考えている。

蒲郡の魅力を伝える
担い手が多く誕生

今後の展開

どっきドキ！
新体験あそび100 オンパクin蒲郡

プロジェクト 蒲郡「あそび100」創出事業～蒲郡オンパク～

活用した地域資源

がまごおり温泉郷、海・山の体験プログラム、伝統的な祭
り、蒲郡の魅力人

プロジェクト概要

事業の主たる内容は「蒲郡オンパク」とし、「蒲郡らしい・蒲郡ならでは」の
海・山・温泉・健康を融合した新たな魅力を掘り起こし、効果的な情報発信
の仕組みを造成することで、多くの観光客を蒲郡へ誘致する体制を作る。

旅 愛知県　蒲郡商工会議所 プロジェクトHP：http://taikenplan.jp/gamagori/onpaku/
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蒲郡まつり・
納涼花火大会
蒲郡まつ蒲郡まつ蒲郡まつ蒲郡まつり・り・り・り・

磐田の名刺代わりになる新しい弁当の開発
地場産品を活用した弁当開発 ～「ジュビロ磐田」弁当を目指して～地場産品を活用した弁当開発 ～「ジュビロ磐田」弁当を目指して～

て担い手を育て、オン
解決できると考えている

1）旧見付学校

2）海老芋

3）遠江国分寺跡

1）

2） 3）
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HP：http://www.iwata-cci.or.jp/

本体事業 本体事業

平成17年の市町村合併により、多彩な自然環境と豊か
な農水産系特産品に恵まれたまちとなった磐田市。シラス
や海老芋等メジャーな食材はもちろん、合併前のそれぞれ
の地域でのみ知られていた食材や加工品･調理法といっ
た、食に関する面においての新しい磐田を発掘・再発見し、
地元の料理研究家や飲食店経営者らの見地から惣菜食
品を提案。サッカーJリーグやジュビロ磐田メモリアルマラ
ソン大会等のイベントで当地を訪れる人 を々もてなす「磐
田の名刺」代わりとなるような弁当を開発した。今回のプ
ロジェクトでとり上げた「海老芋」や「白ネギ」、売り出し中
の「磐生福立菜（チンゲンサイ）」などの食材を地域の宝と
し、地域ぐるみで育てていく意識が根付いた。

新しい磐田を発掘・再発見で弁当を開発
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食
活用した地域資源

坊ちゃんかぼちゃ

プロジェクト概要

新たに地域産業資源として国の認定を受けた『坊ちゃんかぼちゃ』を活用
した商品開発を手掛け、トヨタ系企業の手土産や刈谷ハイウェイオアシス
等でのPRにより、全国展開を目指し地域経済活性化の糸口とする。

「坊ちゃんかぼちゃ」
全国展開新商品開発プロジェクト

『坊ちゃんかぼちゃ』全国展開新商品開発プロジェクト

愛知県　刈谷商工会議所 HP：http://www.kariya-cci.or.jp/ 愛知県　安城商工会議所 プロジェクトHP：http://www.anjohearts.jp

ペットボトルキャップから再生する
「ユメプラスチック」

ユメプラスチック製品「AnjoHearts」ブランド創出事業

活用した地域資源

ペットボトルキャップから再生される「ユメプラス
チック（日本発のリサイクル材による地域産業資源と
して国が認定 ※具体的な物質名はポリプロピレン）

プロジェクト概要

市民活動で回収されたペットボトルのキャップを再生することで生まれるエコ
プラスチックを原材料にした工業製品ブランドを創出。自動車製品産業への一
極化からの脱却も期待される。

技

地域一丸となって
定番商品化を目指す

完成した試作品は、全国への発信に向けて「刈谷ハイウェイオ
アシス」や「トヨタグループの手土産」として取り扱ってもらえる
よう働きかけていき、市の新たな定番商品として、消費者の集
客に結びつけ、地域経済の活性化の一助となるように努力す
る。また、平成24年度は当所の創立60周年であり、「坊ちゃん
かぼちゃ」をより深く根付かせることができるよう「事業所」「農
家」「市民」一体となって農商工連携事業を盛り上げていく。

TOPICS

参加事業所を対象とした講習会の開催において、「真空包装
器の活用」「和菓子」「洋菓子」「商品開発」「食品表示」「洋風料
理」など、ありとあらゆるジャンルの専門家を招き、素晴らしい
英知をミックスして取り入れたことにより、独創的な試作品が
開発できた。完成した試作品を「刈谷ハイウェイオアシス」や
「feel NIPPON 春2012」で市場調査を実施したところ、試食
した来場者（バイヤー等）からは、「どこで販売しているの？」
「とても美味しい」「開発者の連絡先を教えてほしい」などの反
応が多数あった。また、改良に関する貴重なアドバイスもあり、
さらに完成度の高い試作品を目指して研究開発している。

市場調査の手応えを
商品開発に

今後の展開

は全国でも事例が極めて少ないため、物語性
を持たせることが必要であるが、安城市は環
境首都コンテストで第３位に位置する環境都
市であり、ペットボトルキャップを月間500万
個以上回収しているため、このような環境配
慮の行政ビジョンとキャップ再生材、そして製
造技術力を駆使し、環境とヒトに優しい量産
型工業製品による地域ブランドを創出した。

環境に配慮した工業製品の地域ブランド創出

安城市は高度なものづくり技術を有する
反面、大手自動車メーカーに依存するが故
に、世界同時不況やトヨタショックによる影
響は大きく、今後も円高や原材料の高騰等に
よって産業全体がマイナス成長に向かう懸念
もある。また、電気自動車へのシフト化で制作
部品点数が減少し、自動車部品製造業者、と
りわけ中小製造業者は影響を受けることが
予想される。このような状況の中、中小のもの
づくり事業者が、最終製品を自ら企画・製造
していくことで、自動車メーカーを頂点とした
縦型の産業構造のみに依存しない「脱・クル
マ依存」を実現できると考える。伝統工芸で
はない、量産型工業製品による地域ブランド

アイデアデータベースの構築

「きゃぷらも」は、二次元のイラストを三次元化し
ている珍しさもあることから、必ず手に取っていた
だけるＰＲグッズとして商品展開が期待でき、地
元Ｊ１クラブチームである名古屋グランパスエイト
との共同商品開発を進めている。また、工業製
品の製造には金型製作とその所有が必要なので、
AnjoHeartsPROJECTの法人化の他、優れたア
イデアを提案できる内部システムの設置等、アイ
デアデータベースの構築が必要である。

TOPICS

AnjoHeartsPROJECTメンバー 各地でのイベント（KAB熊本朝日放送様） キャップアートパネル

願いごと日本一
「安城七夕まつり」

丈山苑

安城産業文化公園
「デンパーク」

今後の展開「世界初」を
コンセプトにした製品開発

伝統工芸でない工業製品の地域ブランド化や、リサイクル活動という無形物を産
業資源化する取組みは他地域にはなく、さらに世界初のコンセプトを持った製品
やプロジェクトを展開することで、高付加価値高価格販売戦略を採っている。また、
回収したペットボトルキャップをもとに、豊かな発色を実現する「ユメプラスチック」
（平成23年11月付で地域産業資源として国が認定）を開発。さらにハイブリッドロ
ケット燃料の開発や、キャップで絵を描くための世界初の専用ツール「キャップアー
トパネル」、完全オーダーメイドのプラモデルノベルティ「きゃぷらも」等の製品・プ
ロジェクトを生み出した。

1）試作品「坊ちゃんかぼちゃハンバーグ」
2）試作品「坊ちゃん漬け」　3）試作品「坊
ちゃんシフォン」　4）試作品「坊ちゃんかぼ
ちゃちまき」　5）刈谷ハイウェイオアシス

1） 2）

4）

3）

5）
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日本有数の自動車工業都市である刈谷市では、市制60周
年にあたる平成22年に農商工連携事業に取り組み、新名物
「坊ちゃんかぼちゃ」が誕生した。この新たに地域産業資源と
して国の認定を受けた「坊ちゃんかぼちゃ」を活用した新商
品開発を行い、トヨタ系企業の手土産や刈谷ハイウェイオア
シス等でのPRにより、全国展開や地域経済を活性化するこ
とを目的とする。商品開発にあたっては、トヨタグループの本
社密集地に相応しい「革新的、創造的な技術」や「アイディ
ア」を活用して「独自性のある新商品」を生み出すことを目標
とし、大きな特長として「真空包装器（真空調理器）」を活用し
た。真空調理法は、真空パック中で調理、調味が行われるた
めに「材料の風味や旨み」を逃がさず均一に調理することが
可能である。さらに冷蔵・冷凍保存されたものは、湯煎や電
子レンジなどで再加熱することができ、味覚も高い評価を得
られている。そして、研究開発によって完成した試作品で市場
調査を行い、平成24年度中の製品化を目指していく。

「真空包装機」を活用した新商品づくり
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食
活用した地域資源

もろこ料理、蓮根

プロジェクト概要

古い歴史や観光スポットに恵まれているものの、郷土料理やグルメが少ない現状を踏まえ、津島の歴
史文化に裏付けされた「信長めし」を新しい地域資源として創出し、津島固有の豊富な地域資源とリ
ンクして観光総合力を高める。

津島オリジナル・オンリーワンの料理
「信長めし」が完成

『信長の台所 津島「信長めし」』プロジェクト

愛知県　津島商工会議所 三重県　桑名商工会議所プロジェクトHP：http://www.npo-tsushima.org/nobu/ HP：http://www.kuwana.ne.jp/chamber/

活用した地域資源

桑名の地場産業である「鋳物（いもの）」

プロジェクト概要

桑名商工会議所、三重県鋳物工業協同組合、桑名市が事業主体となって、一
般家庭用品を開発する。平成23年度から25年度で試作品を9点程度を目処
に作製し、市民モニタリングや販売促進キャンペーンの実施などを行い、市販
化を目指す。

技

『信長の台所津島「信長めし」』
のブランド化

次年度は、観光客・市民に愛される『信長の台所津島「信長めし」』
をブランド化・拡大するとともに、「おもてなし力」を高め、観光総合
力をアップさせる。また、市内飲食店などで簡単な歴史文化を紹
介する人材育成が不十分であるため、「人にやさしいまちづくり」
に携わっている人材との連携を構築する。さらには津島の魅力を
取り入れた観光コースマップの制作や東海３県をターゲットに
「食べる・知る・見る」ツアーを実施する。

TOPICS

オリジナル・オンリーワンの料理「信長めし」の定義として「料理
名」「使用食材（使用食材品目で地産食材使用率50％以上）」「料
理の品（れんこん料理・もろこ料理・田楽・ふな味噌のうち１品は
必須）」の３つにこだわった。主目標は、地域の資源（農産品・文化・
技術など）を活かした新たな製品（特産品等）の開発及びその販
路開拓または普及であったが、副次的に、地域の資源（名所・施
設・産業など）を活用した観光資源のPRなど観光推進（おもてな
し事業）も行えた。様々な専門家集団と参加飲食店集団の相互理
解により、津島の歴史文化や人的・物的資源の総体である「地域
力」を最大限に活用できた。

オリジナル・
オンリーワンの
料理の開発

今後の展開

ドアチャイムや、県立相可高等学校教諭で当
委員会委員の村林新吾氏より提案のあった
「ごはん釡」の試作品が完成した。また、イベ
ント・展示会に出展して「くわな鋳物」の周知
に努めるとともに、平成23年11月開催の異業
種交流展示会「メッセナゴヤ2011」に桑名地
域で製造した製品とともに紹介し、東海地域
を中心に情報発信した。

イベントで「くわなの鋳物」をアピール

桑名市は、東海道五十三次の宿場町、交
通の要衝として古くから栄える町であり、桑名
藩初代藩主の時代から約400年の歴史を誇
る当市の地場産業が鋳物である。昭和初期
には家庭用鋳物製品、高度経済成長期以降
は主に工業製品を中心に製造する基幹産業
である。本プロジェクトでは、鋳物を地域資源
として、桑名商工会議所・三重県鋳物工業協
同組合・桑名市と外部専門家等が協働し、商
品開発や事業者が活用・生産できる仕組み
を整備することを目指した。その結果、「桑名
市の鋳物」に親しみを持ってもらうために、「く
わな鋳物」と銘して、桑名市の公認キャラク
ターである「ゆめはまちゃん」をイメージした

試作製品をはじめ、桑名地域で製造している鋳
物製品を「くわな鋳物」として、日本最大級の異
業種交流展示会である「メッセナゴヤ2011」に
出展した。展示された製品を通じて、素材として
の「鋳物」に注目する来場者も多く、結果として
試作品をはじめ、「くわな鋳物」を広く事業者に
アピールすることができた。また、ものづくり事業
者と消費者が協働して、事業者がこれまで製作
したことのない小さな製品づくりに挑戦して課
題がクリアできた点や工業製品の技術を家庭用
製品に応用できるという結果を導き出すことが
できた。

「くわな鋳物」で
新商品の開発を目指す

今後はマーケットを意識して、この技術力
を活かして試作品の改良や新たな製品作
りを行い、「くわな鋳物」としての商品を生
み出すことや生産体制構築の密度を高め
ていくことを目指す。さらには、イベントや
展示会への参加・出展による「くわな鋳
物」の周知を通じて、「桑名市」の認知度
アップや地域産業の活性化に繋げていき
たい。

TOPICS

「メッセナゴヤ2011」
に出展

今後の展開

1）津島神社：全国に約３千社ある津島神

社・天王社の総本社であり、国の指定重要

文化財です。　2）尾張津島天王祭：織田信

長が観たとされるお祭りで、国の重要無形

民俗文化財に指定されています。　3）あか

だ・くつわ：悪疫退散を祈願した津島神社

の参拝の土産として、江戸時代からの名産

品です。

2）

1）

3）

歴史ある地場産業・地域資源「くわなの鋳物」

北
海
道

東
北

北
陸
甲
信
越

関
東

東
海

近
畿

中
国

四
国

九
州
・
沖
縄

北
海
道

東
北

北
陸
甲
信
越

関
東

東
海

近
畿

中
国

四
国

九
州
・
沖
縄

本体事業 本体事業
くわな鋳物新製品開発事業

ピールルピ

1）しぐれはまぐり（時雨蛤）

2）六華苑

3）はまぐり（蛤）

1）
2）

3）

かつては織田信長の経済基盤を支えていた地であり、藤まつり
や天王祭などで有名な津島市。古い歴史や観光スポットには恵
まれている一方で、観光客にとって大きな「楽しみ」である郷土料
理やグルメが少なく、市民や観光客から津島固有の食事・特産品
がないといわれていた。魅力ある津島のまちづくりにおいては「食
べる」分野、すなわち特産品の開発が必要であり、地域の歴史、文
化資源を活かすことが重要である。そこで、観光客・市民に愛され
る「信長めし」を確立するとともに、地域資源の活用により、観光総
合力アップを目指して本プロジェクトに取り組んだ。まず、信長と
津島の歴史文化に裏付けられた上質な「信長めし」を地域資源と
して創出・確立し、満足度の向上を図る。次に「信長めし」と町家の
景観、病気平癒の津島神社、津島天王祭に代表される祭礼文
化、抹茶文化、藤まつりなどの津島固有の地域資源とを有機的に
リンクさせ、まちなかの回遊性を高める。さらに「信長めし」の魅力
を発信することによって津島の再訪度を高めることとした。

「信長めし」の確立で観光総合力のアップを
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京都府　京都商工会議所 プロジェクトHP：http://www.kyo.or.jp/project_kyo-to/index.html

活用した地域資源

京都の繊維・染織・工芸などを活かした技術や素材

プロジェクト概要

京都が誇る技、意匠、素材を活用して、現代のニーズに合った売れる
商品を創造するために、個別事業者の経営体質の改善と意識改革
を、セミナー（集団指導）と個別指導を併用して実施する。

技

活かしながらも、現代のライフスタイルに合っ
たストーリー性のある商品を開発。日本最大
級の見本市「東京インターナショナル・ギフト・
ショー」に出展し、販路の開拓を図るとともに、
京都のものづくりの魅力をアピールした。

ストーリー性のある商品で魅力をアピール

京都は全国的に見ても伝統産業をはじめと
したものづくりに関与する事業者が数多く存
在する地域である。特に和装産業は、全国の
和装業界の中心となっており、製造・流通共に
多数の事業所が集積している。しかし、近年の
ライフスタイル及び消費行動の変化や、安価
な海外製品の流入、また一部事業者による過
量販売等から、売り上げは右肩下がりであり、
染織・工芸産業の集積している京都にとって
極めて深刻な状況である。そこで、京都の染
織・工芸などのものづくりのブランド向上及び
販路拡大を図るため「project kyo-to」事業を
立ち上げた。今年度は、20社の参画事業者と
共に、各企業の伝統に培われた技術や素材を

染織・工芸関連の参画事業者が有している技術力や素
材力・デザイン力をいかに表現できるか、外部のプロ
デューサーに指導を受け商品開発を行った。そして開発
された試作品を「東京インターナショナル・ギフト・
ショー」に出展し、パンフレットやブースでは参画事業者
各社の製造現場や製造背景を打ち出し、試作品だけで
なく技術力や素材力・デザイン力に対しても興味を持っ
てもらえるように工夫した。ブースには3,500名を超え
る来場者が訪れ、京都の新しいものづくりの魅力をア
ピールできた。さらに、ギフト・ショーのディスプレイコン
テストで準大賞を受賞したことにより、より多くのバイ
ヤーが注目することとなった。

新しいものづくりの
トップランナーへ

この取り組みにより、全国に京都の新しいものづくり
の魅力を発信でき、新たな販路を獲得できた。また、新
分野の商品開発により、商品開発力の向上や新市場
開拓へのモチベーションのアップになった他、事業者
同士の交流により、異業種協業やコラボレーションに
も繋がった。今後は販路の開拓と異業種連携、デザイ
ナーなどとの交流を図り、参画事業者を新しいものづ
くりのトップランナーにすることにより、京都のものづ
くり全体の活性化を図っていく。

TOPICS

ギフト・ショー出展の
成功に手応え

今後の展開

平成24年５月10日～６月28日の間、京都駅

ビル２階の「ギャラリーカフェ 京都茶寮」にて、

今回開発された商品を展示・販売する。

京都ものづくりの新ブランド「project kyo-to」
京都クリエイティブクラフトPROJECT

「忍びの伊賀」新商品・体験観光プロジェクト
「忍びの伊賀」魅力満載事業

活用した地域資源

【商品開発】伊賀忍者、伊賀米・米粉、伊賀豚、伊賀牛、
くみひも、日本酒、黒米、伊賀菜
【着地型観光】伊賀茶、忍者ヨガ、上野城、忍者衣装

プロジェクト概要

忍び五道の概念から、特に薬草と忍者衣装に注目し、現代的な活用のあり方
を提案する。その実現に向けて、現代風に再構成することで積極活用に結び
付けていく。着地型観光を舞台に、それらを体感してもらい、全国的な日常活
用に繋がることを目指す。

旅 三重県　上野商工会議所 HP：http://www.iga-ueno.or.jp/

平成22年度の調査研究事業で実
施したアンケートでは、伊賀のイメー
ジとして「忍者」を挙げる人が全体の
8割にも上り、忍者抜きには伊賀上野
は語る事ができないことが明らかに
なった。伊賀忍者は、実に400年もの
歴史に裏打ちされたものであること
から、忍者の知恵を現代に応用する
にあたっては、確かな説得力を持たせ
ることのできる可能性を秘めている。
そこで、健康や強さを維持していく
ための様々な知恵があったといわれ
ている伊賀の忍者の「忍者五道」に
注目し、これまでの取り組みで得た反

省・課題を踏まえ、「商品開発」と「着
地型観光」に着手、経済の活性化へ
繋げることを目指して今回の事業実
施に至った。
商品開発では、「ヘルシー」で「ナ

チュラル」な忍者食をもとに、現代へ
活かした新しいスタイルの食を創り上
げた。また着地型観光では、「忍者五
道の健康的な食や美の追求」「伊賀
上野でしかできない体験」「20代～30
代の女性の、新たなターゲット層の開
拓」「開発商品の入れ込み」をキー
ワードに、新たなメニューを開発した。

忍者のまち・伊賀のイメージをフル活用

TOPICS

商品開発では、忍者五道の概念のもと「ヘルシー」「ナチュラル」「クール」
をコンセプトに、見た目でも忍者をイメージしてもらえるよう、「丸」や「球」
の形にこだわった商品を開発した。「feel NIPPON 春2012」でも、ブー
スレイアウトを赤と黒で統一し、衣装も忍者にしたことで、伊賀忍者を知
らない方へのPRができた。着地型観光では、「忍者衣装に変身」「上野城
で忍者ヨガ（地元ヨガ講師による、忍者五道を取り入れたヨガ）」「ヘル
シーな食事（ちらし寿司）」「忍者の歴史学習（忍者法話を聞き、実際に使
用していた道具に触れる）」「漬物漬け体験（老舗漬物屋にて、伊賀菜の
ぬか漬け体験）」のメニューで、伊賀の魅力満載のツアーを実施した。

「忍びの伊賀」の魅力を継続して発信

今年度の取り組みでは、イベントやツアーの参加者などの反響も大きく、
極めて満足度の高い結果を得ることができた。一方で、 もう少し時間的
に余裕ができればとの意見もあったため、引き続き、モニターツアーの
実施や新商品の開発・改良を検討しながら、「忍びの伊賀」の魅力を発
信していく。

忍者に関連した
食・美・体験ツアーを実施

今後の展開

「feelNIPPON 春2012」にて配布したチラシ

モニターツアーで実施した「忍者五道」を取り入れた

ヨガ体験

上野城

松尾芭蕉生家

平成24年2月８日～10日に東京ビッグサイトで開催された

「feel NIPPON 春2012」に出展

平
「
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1）神戸市が「KOBE de 清盛2012事業」

を全市的に展開し、平成24年１月に「ドラ

マ館」「歴史館」がオープン。ドラマに関する

情報や清盛が生きた平安時代の歴史など

がパネル展示されている。　2）能福寺：兵

庫大仏で名高く、平清盛が出家した寺でも

あり、その遺骨が納められたとされている。

3）清盛塚：鎌倉時代に建てられた十三重

の塔は、平清盛の供養塔とされている。　

4）清盛像・琵琶塚

062 063

岸和田市では従来より、岸和田認
定ブランドの認定や、ボランティアガ
イドによる観光案内を行っており、ま
ち歩きなど岸和田の観光ニーズは存
在すると考えられるが、岸和田を巡る
ツアーは少なく、だんじり祭バスツ
アーが旅行会社によって催行される
程度である。また、まち歩きに適した
マップ等の提供もなく、環境が不十分
であった他、目的ごとに事業者、団体、
市民が連携して事業が進められてい
るものの、岸和田の観光全体を調整し

たり、協力・連携する体制が形成され
ていない。そこで、岸和田観光振興プ
ロジェクト委員会を立ち上げ、大阪府
「石畳と淡いまちづくり支援事業」やＮ
ＨＫの「カーネーション」効果を活かし
て関西圏の潜在的なターゲットを岸
和田へ誘導。個人でも回れる環境を
提供し、おみやげの購買に結び付ける
ことを目的として、着地型ツアーの企
画を行った。

岸和田ブランド製品やドラマを活用して集客を図る

TOPICS

NHK朝の連続テレビ小説「カーネーション」の効果とともに、多様な主
体参画による持続可能な岸和田観光の振興に取り組んだ。情報共有の
場では各関係主体が独自の観光振興に取り組み、連携の可能性を議論
した。岸和田を訪れる方が増え、ガイドツアーの需要も増してきたことを
受け、ガイド養成を強化し、まち歩きマップの充実を図った。「カーネー
ション」を通じてのメディア露出と、その効果の大きさを再確認でき、メ
ディアとのネットワークが構築できたことが今回の成果である。脱だんじ
り祭を目標に、地域経済循環を目指した一連の取り組みでも、岸和田へ
の来訪者の増加が重要であり、岸和田の魅力観光資源の潜在性の高さ
を再確認できた。

ドラマをばねに新たな岸和田観光の振興を

カーネーション効果をきっかけととらえ、新たな岸和田観光の振興が
望まれる。今後に向けては、「よかったね」で終わらせず、自分たちが暮
らす岸和田を見つめ直し、地元向けのツアーを提案する。おもてなしを
強化するために、観光プロモーション委員会の継続や時代にあった新
しい公共を創出する。また、人材育成としてガイド養成や市民育成を
図る。プログラムとしては６つのまち歩きコースを提案するとともにお
みやげを開発する。

来訪者向けにガイドや
まち歩きマップを充実

今後の展開

ドラマをきっかけに新たな観光振興を目指す
だんじりと人情のまち「岸和田」の着地型観光推進等プロジェクト

活用した地域資源

だんじり祭を通じた「だんじり文化」、祭りだけではない岸
和田の魅力、ＮＨＫ朝の連続テレビ小説「カーネーション」

プロジェクト概要

岸和田には全国的に有名なだんじり祭がある。だんじり祭以外にも様々
な地域資源が存在し、その魅力をＰＲすることが更に岸和田の活性化に
つながると考え、事業者を巻き込みながら観光開発事業を実施する。

旅 大阪府　岸和田商工会議所 HP：http://www.kishiwada-cci.or.jp/

3）岸和田城を中心とした城下町の散策とだんじり会館岸和田城を中心とした城下町の散策とだんじり会館

兵庫県　神戸商工会議所 プロジェクトHP：http://www.kiyomori.org/食
平清盛ゆかりの地・
兵庫津周辺活性化プロジェクト

兵庫津周辺活性化推進事業

活用した地域資源

「兵庫津」周辺にある平清盛ゆかりの史跡等

プロジェクト概要

平成24年ＮＨＫ大河ドラマ「平清盛」の放映を機に、兵庫津（ひょうご
のつ）周辺に点在する魅力（清盛塚、兵庫運河、兵庫大仏等、観光施
設や企業・名店等）を一体として有効に活用することを通じて、人の流
れを生み出し、活気と賑わいを創出する取り組みを進める。

神戸市兵庫区南部に位置する兵庫津は、平安時代には「大
輪田泊（おおわだのとまり）」と呼ばれ、平清盛によって修築が行

われ、日宋貿易の拠点として
栄えた港町である。そして平
成24年のＮＨＫ大河ドラマ
「平清盛」の放映を絶好の機
会と捉え、本事業では平清
盛にまつわるイベントの開催
や、兵庫津周辺にある平清
盛ゆかりの史跡を有効活用
し、兵庫津を訪れるきっかけ
づくりを創出する。さらに、一
過性のものに終わらせない

ため、兵庫津周辺のまち歩きマップの作成や携帯端末を活用し
たwebの構築等により、兵庫津周辺の魅力を内外に情報発信
するとともに、賑わいのある街づくりを推進することによって、地
元商業の活性化にも寄与する。平清盛の命日２月４日には、清
盛の遺骨が納められたとされる能福寺で、ＮＨＫ大河ドラマ放
送を記念して歴史講演会と琵琶演奏会を開催した。

大河ドラマ「平清盛」を機に地元商業を活性化

1）

2）

4）

TOPICS

観光客に当地を広く知ってもらうため、名所旧跡、飲食や物販
など街の魅力を紹介した地域密着型の「兵庫津まち歩きマッ
プ」を作成。これまで史跡マップ等は行政等が発行したものは
あるが、この種のマップは珍しく、観光客に活用してもらい、広く
兵庫津エリアの魅力を知ってもらえるようになった。また、まち
歩きマップと連動したポータルサイト「よみがえる兵庫津」を開
設した。facebookやtwitterなどのソーシャルネットワークに
も対応しており、地域住民はもとより、観光客自らが情報発信
源となる、双方向のコミュニケーションを可能とし、より地域に
根付いた情報が発信できた。

マップ掲載店舗の売上アップを目指す

今後は今回作成したマップに掲載した各店舗の売上アップにつ
ながるような取り組み（商店観光ツアー等）が必要である。さら
には、神戸市兵庫区の北部に位置する平野地区も福原遷都との
関係で平清盛とゆかりが深く、兵庫津と平野地区との連携を
図った取り組み（スタンプラリー等）を行うことで相互に観光客
の回遊性を持たせることが重要である。

まち歩きマップと
ポータルサイトの連動

今後の展開

北
海
道

東
北

北
陸
信
越

関
東

東
海

近
畿

中
国

四
国

九
州
・
沖
縄

北
海
道

東
北

北
陸
信
越

関
東

東
海

近
畿

中
国

四
国

九
州
・
沖
縄

本体事業 本体事業

年目1 年目1



064 065

食
活用した地域資源

尼藷、あんかけチャンポン、産業観光

プロジェクト概要

尼崎のビジネス拠点としての魅力回復と商業活性化を軸とした地域
経済の発展を目指し、尼崎の産業発展の歴史と縁の深い「尼藷（あま
いも）」と「あんかけチャンポン」の２つの地域資源を有機的に活用し、
「産業（労働）と食の融合」による尼崎独自の食ブランドを創設する。

「尼藷」「あんかけチャンポン」を
活用した食ブランド

尼崎の食ブランド創設プロジェクト ～産業（労働）と食の融合を目指して～

兵庫県　尼崎商工会議所 奈良県　大和高田商工会議所 プロジェクトHP：http://www.yamatotakada-brand.jp

活用した地域資源

大和高田の綿畑「わったーらんど」で育てた安全で安心な綿＋大
和高田の繊維メーカーの技

プロジェクト概要

繊維産業がOEMとして国内の繊維産業を支えていることから、①地
域ブランドにふさわしい繊維製品を開発する、②市民の地域産業へ
の理解を深める、この２本の柱を育てながら地域活性化を図る。

技

観光メニューの定着化を目指して

『あんかけチャンポン』と産業観光のコラボレーションによる
観光メニューの定着、及び『尼藷』の特産品を観光土産品と
しての確立を目指し、引き続き参画事業者や行政等の関係者
と協力して効果的な事業展開を模索する。具体的には、中華
料理店や産業観光施設等の事業者が中心となって事業を運
営する組織体を形成するとともに、更なる食の地域資源の掘
り起こしを進める。また、『尼藷』の茎の佃煮と甘露煮をセット
にした「尼藷づくし」の商品化を目指す。

TOPICS

『尼藷』の試作品である「茎の佃煮」と「スイーツ」は、市民ボラ
ンティアが収穫して、地元の大学や農家、佃煮業者等が知恵
を出し合い、試作を繰り返して完成した手づくりの逸品とい
える。また、産業観光施設の見学と『あんかけチャンポン』の
食べ比べをセットにしたモニターツアー「工場見学でお腹が
空いたら、あんかけチャンポンを食べよう！ツアー」を開催し、
参加者から貴重な意見を得ることができ、各種メディアを通
じて広くPRすることができた。さらに試作品と開発中の観
光メニューを「feel NIPPON 春2012」に出展し、事業者やバ
イヤーに広くアピールすることができた。

イベントを効果的に
活用したＰＲ活動

今後の展開

の力と、地元で育てた安全な綿の２つの資源
を合わせて、使う人に安心していただける製
品を作ることで地域が結束。さらに、大和高
田への誇りを再確認することで、地域が活性
化していくことを期待し、地元で育てた綿を素
材にベビー＆マタニティ製品を開発してブラ
ンド発信することとした。

安心・安全な綿を活用して独自の製品開発

江戸時代より大和木綿を生産してきた大
和高田市。当所では、地域の産業経済が発
展したシンボルとして地域振興に活かすため
「わったーらんど」と名づけた綿畑で綿を栽
培してきた。近年、国内では繊維製品の素材
として木綿の栽培は行われておらず、綿は輸
入品ばかりであり、どんな人がどんな思いで
綿を育てているのか、顔の見えない素材とい
える。一方、「わったーらんど」では農薬を使
わず、有機肥料で育てているのはもちろんの
こと、収穫を手摘みで行っており、大量には生
産できないものの、作り手のわかる本当に安
全で安心な綿を素材にした製品を作りだす
ことを可能にしている。この地域の繊維企業

手間とコストのかかる「綿を育て素材にする」という作
業の価値を認めてもらうために、平成23年７月の「ベ
ビー＆キッズエキスポ」に大和高田品質「綿畑から製品
まで」をキャッチフレーズに出展。スローで手間のかか
ることに、まちぐるみで真剣に取り組んでいることへの
賞賛ともいえる評価を多くの方からもらえ、やろうとし
ていることは間違っていないという確信を持つことがで
きた。さらに、いい綿を作り、大和高田の繊維メーカー
の力を投入した良い製品を作るためには、ブランド基
準の文章化が必要であると考え、委員会で検討した。
時間がかかったが、今後の方針を明確にしていくため
に必要な時間であった。

「製品を使った時の幸せ感」
を形に

素材の安全・安心を築くためには、綿の品質向上を目
指すことが課題である。信頼を築くために「製品を使っ
た時の幸せ感」を形にすることが必要だが、デザインを
含めてどのような方法があるか調査したい。また、２月
に出展した「feel NIPPON 春2012」においては、専門
家として招聘した徳光次郎氏の紹介により、大手出版
社との商談のチャンスを得た。これも大きな「声を聞く
チャンス」であり、今後も地域ブランドとして「売るシス
テム」作りは必須の課題である。

TOPICS

「ベビー＆キッズエキスポ」
出展で手応え

今後の展開

1）『あんかけチャンポン』と産業観光をＰＲ

するため、「B-1グランプリ in 姫路」の併催

イベントである「姫路食博2011」に出展　

2）NHKにて「工場見学でお腹が空いたら、

あんかけチャンポンを食べよう！ツアー」が

特集放送された　3）尼の雫　4）武庫川コ

スモス園

平成24年２月20日～24日、大和高田市立病院

「わったーらんどの贈りもの」展示会に、「わったーら

んどの贈りもの」を展示。ギフトショーに展示した製

品で、製品の肌ざわりの柔らかさを実感してもらい、

大和高田ブランドへの認知を高めることができた。

『尼藷』を活用した特産品開発と、『あんかけチャンポン』
と「産業観光」のコラボレーションによる観光メニューの開
発に取り組み、尼崎独自の食ブランドの創設を目指した。
様々な分野のメンバーで構成した委員会においては、「『あ
んかけチャンポン』と産業観光のコラボレーションを楽しん

でもらい、『尼藷』の観光土
産品を買ってもらうことで、
産業都市・尼崎の食文化を
伝える」とのコンセプトを軸
に協議。「あまがさき産業
フェア」「尼崎商工会議所
10 0周年記念式典」「尼
崎市農業祭」「姫路食博」
「feel NIPPON 春2012」な
ど、様々なイベントにブース
を出展し、PRを行った。

尼崎の産業と地域経済の発展を目指す

1）

3）

2）

4）

プロジェクトHP：http://www.amacci.or.jp/nishoku/

「わったーらんど」で育てた
安全・安心な綿でブランド創造

大和高田地域ブランドを担う繊維製品の開発

高田川の桜並木 浪速と伊勢をつなぐ伊勢街道 大和高田の綿畑「わったーらんど」
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1）

066

平家伝説を知る・触れる
関門海峡観光プロジェクト

平家滅亡の哀歌～関門海峡「平家伝説」創造プロジェクト

活用した地域資源

「平家」に関連する観光資源（平家が本陣を構えた「彦島」、源
平戦いの地「壇ノ浦」、源平古戦場を示す「御裳（みもすそ）川
碑」、平家一門の墓「平家七盛塚」、平家の一杯水、安徳幼帝
を祀る「赤間神宮」）

プロジェクト概要

関門海峡沿いに点在する「平家滅亡」の悲劇にまつわる観光素材に
焦点を当て、平家シンポジウム並びにモニターツアーを実施する。そ
の結果をもとに、様々な角度から各観光素材を評価、問題点・課題を
整理し、魅力ある旅行商品として組み立てる。

旅 山口県　下関商工会議所

067

寿永4年（1185年）、壇ノ浦に源
氏・平家両軍の戦いが繰り広げら
れ、西海に再起を図る平家が義経の
前に敗れ去り、安徳幼帝の入水とい
う悲劇とともに、時代は古代から中世
へ、貴族社会から武家社会へと大き
く転換する。その歴史の転換地となっ
た下関市には、関門海峡沿いに平家
が本陣を構えた「彦島」や源平戦い
の地「壇ノ浦」、源平古戦場を示す
「御裳川碑」、安徳幼帝を祀る「赤間
神宮」、平家一門の墓「平家七盛塚」
といった平家関連の歴史遺産が多く
点在する。また、壇ノ浦で敗れて遊女

となった平家の女官たちが、安徳天
皇の命日に赤間神宮に参拝したこと
に由来する「上臈参拝」や平家伝説
「耳なし芳一」などの文化遺産も有し
ている。しかし、これら観光素材が面
として機能していないため、観光商品
として訴求できていない。そこで平家
関連にまつわる観光素材に焦点を当
て、平家シンポジウムやモニターツ
アーを実施した。その結果をもとに、
様々な角度から各観光素材を評価、
問題点・課題を整理し、魅力ある旅
行商品として次年度以降組み立てて
いく。

平家関連素材の多面的な観光活用を目指す

平家ゆかりの地、下関と神戸、広島で広域観光振興などを模索する「平
家シンポジウム」を開催した。下関市にある赤間神宮の水野宮司、神戸
市にある生田神社の加藤宮司、大河ドラマ「平清盛」広島県推進協議会
事務局の鳥越次長による講演会、「平家歴史トーク～一の谷から壇ノ浦
へ～」のパネルディスカッションを行い、それぞれの地域が発信する平
家の魅力に約450人の参加者が、興味深く耳を傾けた。このシンポジウ
ム開催にあたり、全国平家会の協力も得て、今後は平家ゆかりの地が毎
年持ち回りで取り組むイベントや、より広域にわたる観光振興の模索と
観光商品の開発などを検討することとなった。

全国の「平家ゆかりの地」と交流

下関と神戸、広島の他、全国に存在する「平家ゆかりの地」との交流（人
的交流・物産振興）を進め、物産振興などを図るためにお互いのイベン
トや展示会に出展するなど、相互関係を強化していきたい。

今後の展開

TOPICS

シンポジウムの開催で
平家の魅力を発信

1

2）

1）先帝祭

2）唐戸市場

3）巌流島

HP：http://www.shimonoseki.cci.or.jp/

3）

1）萩・日本海大花火大会　2）萩城 城下町

3）松陰神社 ・ 松下村塾

2）

山口県　萩商工会議所 プロジェクトHP：http://seamart.axis.or.jp/
contents/hagi_yokowa/index.html

食
萩「よこわまぐろ」ブランド化に向け
新プロジェクトスタート

萩のヨコワ（本まぐろ若魚）プロジェクト

活用した地域資源

ヨコワ（本マグロの若魚）

プロジェクト概要

萩市が全国有数の漁獲量を誇る「ヨコワ（引縄釣り漁で漁獲される本まぐ
ろ若魚）」を、萩特有の食材として再評価し、新たな料理レシピの開発や、加
工商材を新規開発する。一般小売向け・飲食店業務用素材として販路開
拓を行うとともに、新しい萩市の名物食材としてもプロモーションする。

江戸時代の町並みを残す一方、日本海に面した港町でもあ
る萩市。同市見島のヨコワは、引縄釣り漁により１尾ずつ漁獲
され、漁獲後の処理や鮮度保持にも配慮がなされている。中型
旋網などで大量に漁獲されるヨコワとは、その品質に大きな差
がある。また、漁獲された全量が、漁獲翌日には萩市場に上場
されるため、非常に新鮮な状態で入手できることも大きなメ
リットといえる。そこで「萩のヨコワ」の認知度アップ、通年加工
商材の開発、新規メニューの開発、都市部への販路開拓、新し
い流通チャネルの検証、観光資源としての魅力付けなど、萩の
ヨコワのブランド化に向けた具体的施策を、関係団体が一体
となって取り組む「萩のヨコワプロジェクト」をスタートした。

「萩のヨコワ」の認知度向上・販路拡大へ

1）

3）

TOPICS

「ヨコワ」という名称が首都圏では通用しない（マグロとわから
ない）ということがわかり、プロジェクト実施中に名称を「よこわ
まぐろ」とすることを決め、統一ロゴ、リーフレットやポスターを
作成してＰＲした。加工品（パスタソース２種、生ハム、味醂干
し）では素材を活かせるよう工夫したところ、魚独特の臭いが
残るなどしたため、今後も改良していくこととした。料理関係で
は、当日に水揚げされたものを地元の料理店で使うことができ、
ヨコワづくし（握り寿司、刺身、カルパッチョ、ムニエル、葱丼等）
という提供方法も可能となった。

各種メディアの活用と製品改良に着手

漁期スタートに向け、メディアへの発信や試食会開催等で記事
掲載のきっかけをつくり、首都圏メディアに対しては、実績のある
雑誌（グルメ・旅行関係）での特集記事化を行う。試作製造した
４アイテムは、試食会・展示会で得たアンケートやバイヤーへの
ヒアリング結果を精査して製品改良する他、定例となった首都
圏スーパー「紀ノ國屋」での萩市フェアでも改良版をテスト販売
する。また、今年度試作製造ができなかったアイテムにも取り組
む予定。

全国向けに
「よこわまぐろ」の
名称でＰＲ

今後の展開
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食
活用した地域資源

今治特産のはだか麦、鳥生レンコン、ブルーベリー、
柑橘類、いちご、蜂蜜

プロジェクトHP：http://amebio.jp/gozzo-la/

プロジェクト概要

鳥生レンコンとはだか麦、当市名産の農林水産物を活用し、地元菓子メー
カーおよび消費者との連携を通じて魅力ある新しいお菓子を開発し、全国展
開へ向けた素地づくりを行う。

愛媛県　今治商工会議所

特産品開発を
継続・改良して全国に広くPR

新たに生まれた「Gozzo-la！」ブランドの認定品について、参加
企業から今後の販路開拓を事務局と力を合わせて行っていきた
いという要望が届いている他、地元住民・事業者からは次のコン
テスト開催を望む声が上がっている。同所としても、せっかく生ま
れたこの気運を次年度も継続するべく、商品や取り組み内容を
ブラッシュアップしていきながら、積極的に市内外や都市部など
のイベントなどでPRを行っていく。

TOPICS

当初、一般的なマーケティングの手法を使い、消費者の視点で
開発を進めればうまくいくと考えていたものの、実際に開発を
進めていくと多くの課題に直面し、さらに試作品も商品として
成立しかねるものがあるなど、苦難の連続だった。そこで、急遽
コンテストを開催し、参加事業者も広く公募。時間のない中で
の方針変更には多大な労力を要したが、結果的に緊張感が生
まれ、魅力ある商品が一度に多数生まれる結果となった。また、
参加企業同士に新たな交流が生まれ、共同で力を合わせて情
報発信していこうという気運が生まれた他、市民参加型のコン
テストにすることで、広く地元を巻き込むことができ、この取り
組みは市内では話題となった。

公募することにより
魅力ある商品が多数誕生

今後の展開

069

北九州市は、自動車産業をはじめ、
鉄鋼業、窯業、化学工業など製造業
が基幹産業を占めているが、世界同
時不況後、全ての産業が落ち込んだ。
また、これら製造業を取り巻く中小企
業は、単価の切り下げや受注減少な
どによりさらに厳しい経営を余儀なく
されている。一方、地域の中心商店街
については、市内2か所で中心市街地
活性化の認定を受け、行政、商店街、
当所が中心となって商店街活性化事
業を実施しているものの、大型店の郊
外出店や数年に及ぶ消費不況、後継
者難などにより空き店舗が目立ちつ

つあり、５年間の目標達成は大変厳し
い状況となっている。さらに、政令都市
の中で高齢化率が一番高く、人口減
少傾向に歯止めが掛からず、最近で
は98万人を割った。そこで「モノづくり
のまち」として発展してきた市の歴史
を活かしつつ、これらの諸問題を解決
すべく、工場や工場夜景などを新たな
観光資源として捉え、食や文化など他
の観光資源と組み合わせた「産業観
光」を定着させることで、観光客や交
流人口の増加を図り、市全体が潤う
仕組み作りを目指す。

工場と食文化を融合・昇華した観光資源を発掘

TOPICS

当事業では、修学旅行や企業視察などの既存の工場見学ではなく、旅
行会社が一般市民を対象にした産業観光ツアー商品が恒常的に販売
されるよう、受け入れ工場との調整や新規受け入れ工場の開拓など、環
境作りを進めている。今年度は、旅行会社と提携して県内外の観光客を
対象にした夏・冬の商品化実験事業（テストツアー）や、市民・学生を対
象にした産業観光体験ツアー、観光業務従事者を対象にした産業観光
についての研修会、webなどを利用した情報集積・発信を行った。また
事業の柱であるツアーを、一般の参加者や関係団体向けに約60回実施。
約2,100人が参加、各種マスコミにも取り上げられるなど話題となった。

モノづくりのまち北九州のイメージアップへ

旅行会社と提携して一般・市民対象ツアーの実施や、団体視察・研修の
受け入れを行い、観光関連従事者等を対象とする各種研修会を開催、
産業観光の知識及び認知の浸透を目指す。また、当初からの課題で、観
光客の声でも多かった受け入れ可能な食品工場の新規開拓を実施す
るなど、産業観光のバリエーションを増やし、より魅力あるツアーの造成
を行う。行政や関係機関との協力と役割分担を明確にし、観光客増加に
よる賑わいや消費額の増加を図っていく。

旅行会社と連携し、
新ツアー企画を実施

今後の展開

モノづくりのまちとしての
歴史を活かした観光開発

楽しみながら学び、体験する新しい産業観光の推進

活用した地域資源

製造業の工場（新日本製鐵（株）八幡製鐵所、（株）安川電機、ＴＯＴＯ
（株)、シャボン玉石けん（株）など）、夜景（工場夜景ツアー、皿倉山の夜
景）、観光施設（小倉城、松本清張記念館、門司港レトロ地区など）、食
（北九州市「食のブランド」認定品、西日本工業倶楽部など）

プロジェクト概要

産業観光推進委員会の設置、モニターツアー実施による産
業観光の商品化と動画を駆使したwebなどを作成して観光
客の誘致を図る。また観光情報の一元化を通じて産業観光
情報センターの設置について調査、研究する。

旅 福岡県　北九州商工会議所 HP：http://www.kitakyushucci.or.jp/

1）しまなみ海道：正式名称は「西瀬戸

自動車道」で、広島県尾道市から愛媛

県今治市まで続く自動車道。6つの島々

を来島海峡大橋や大三島橋などで繋い

でいる。　2）今治城：慶長９（1604）年

に建立された海岸平城である今治城。

城内では、今治藩の歴史を知ることが

できる武具や甲冑などが常設展示され

ている。　3）鉄板焼き鳥

1）

2） 3）

スイーツコンテストで
「Gozzo-la！」商品を開発

今治地域特産の農水産物を活用した特産品開発プロジェクト

産業観光ＤＶＤ ＴＯＴＯ映像

産業観光ガイドマップ表紙

1）株式会社安川電機

2）西日本工業倶楽部

3）皿倉山の夜景
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ジャパンブランドの今治タオルやしまなみ海道のウォークラ
リー、B級グルメの焼き豚玉子飯などで有名な今治市。近年で
は、ゆるキャラグランプリ全国2位になった「バリィさん」などで
も知名度が上がっているが、新しい可能性を秘めた特産品が
なく、「お土産に何を買っていいのかわからない」という声が市
内外から聞かれていた。そこで、今治市を代表するような新た
な特産品として、お土産に使える新商品・新メニュー開発に取
り組むことにした。中でも、全国的にも人気が高いスイーツに着
目し、コンテストと連動した開発を進めた結果、多くの新しい特
産品が誕生した。そのうち10商品を、今治地方の方言で「ごち
そう」という意味の“ごっつぉ”と、「～達」という意味の“ら”を合
わせた造語である「Gozzo-la！」として認定。今後は今治市の
特産品として市内から市外、県外へ人の手を介して広めていく
ことを目指す。あわせてその結果として、今治市の知名度が向
上し、今治を訪れる人が増えることを期待している。

スイーツに着目し、新しい特産品を開発

1）

2）

3）
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食
活用した地域資源

伊万里鍋島焼、伊万里梨、伊万里ねぎ、黒米、梅、
かぼちゃ

プロジェクトHP：http://www.imari-cci.or.jp/imari-bd/info/

プロジェクト概要

梨、ぶどう、梅、黒米などの農産物を利用した「スイーツ」や「デザート」などの特
産品を開発して、伊万里はお菓子に縁がある町であるということをＰＲする観
光開発に取り組む。

佐賀県　伊万里商工会議所

伊万里スイーツの商品化を支援

開発した新作スイーツが好評だったため、今後は「伊万里ス
イーツ」としてのブランド構築につながるようなパッケージデザ
インの制作など、伊万里スイーツの商品化を全面的に支援して
いく。また、当所のwebにも新作スイーツを紹介するなどして広
報活動を行い、知名度向上へつなげていく。

TOPICS

一般的なスイーツには果物が使われているが、農産物を使用し
た健康的なベジタブルスイーツを打ち出し、今までにない、新た
なお菓子作りを目指した。そして「ねぎしおクッキー」や「ねぎし
おせんべい」「ふんわりくっきー黒米」などを開発した。その評価
を得るために「伊万里スイーツ新作発表会」を開催。また、東京
ビッグサイトで開催された「feel NIPPON 春2012」に出展し
た。「ねぎしおクッキー」や「ねぎしおせんべい」「ふんわりくっ
きー」などに対する来場者の評価は高く、今までにない味わい
や食感が大好評を得た。

健康的な
ベジタブルスイーツの開発

今後の展開
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九州新幹線全線開通などで飛躍
の年を迎えている熊本市では、熊本
城を訪れる155万人の観光客を城
下町まで回遊させることで、滞在時
間延長と宿泊客増加を実現するこ
とが課題となっている。そこで新しく
オープンした「桜の馬場 城彩苑」と、
熊本城を中心とする「夜の熊本観
光」を開発、ゴール地点となる城下
町の飲食店で地元の旬の食材にこ
だわった各店オリジナルの「Ａ究グ
ルメ」を開発・提供し、滞在時間延
長・宿泊客増加、さらには地産地消
の促進を図るために事業を実施し

た。市が誇る旬の食材を一番美味し
い状態で大切にいただく「究極」を
テーマに、気軽な「Ｂ級グルメ」とは
違うＡ級・究極料理「Ａ究グルメ」と
いう新しいジャンルを開発し、試食
会のほか40店でモニター調査を
行った。また、普段は閉鎖されている
夜間の熊本城を会場に、ライトアッ
プされた熊本城と秋の名月を眺めな
がら、旬の料理と県産酒を味わう社
会実験を開催。そして、「桜の馬場 
城彩苑」と夜の熊本城の貸切観光、
さらに翌日の城下町のまち歩きと体
験観光をセットにした着地型のモニ
ターツアーを開催した。

熊本城観光客を城下町回遊へと促す

TOPICS

“熊本城”の “夜”をテーマに、なかなか味わうことのできない「特別感」を
重視し、人数限定で提供した。「熊本城 月見の饗宴」では、熊本の旬の食
材を歴史に基づく調理法で仕上げた特別懐石弁当を開発し、県産の日
本酒、焼酎とあわせて提供。モニターツアーでは、閉園後の熊本城を貸
切で観光、「開門」の掛け声で門が開くという演出をし、本丸御殿大広間
ではサプライズで「ザ・わらべ」による舞踊を披露して楽しんでもらった。
また、Ａ究グルメの開発では、旬の食材と料理だけではなく料理人にも
スポットを当てることで、料理人の育成とお店のレベルアップに繋げる
仕組みをつくった。

連携によりビジネスとしての仕組みをつくる

行政、民間企業、民間団体などと連携し、ビジネスとして成り立つ仕組
みづくりを行い、事業の継続を予定している。Ａ究グルメは、グルメ
Prince決定戦と引き続き連携していきながら、参加型のイベントとして
実施する。熊本城と城下町観光は、熊本城貸切のプレミア感を軸に、ホ
テル・旅館に新しい宿泊プランの提案を行う。また「熊本城 月見の饗宴」
は、新風物詩として定着させるため、市役所、飲食店と協力し開催に向
けた体制づくりを行っていく。

夜の熊本城という
プレミア感をアピール

今後の展開

夜の熊本観光をＡ級・
究極料理「Ａ究グルメ」が彩る

熊本城と城下町人が「観」「食」「人」でおもてなし

活用した地域資源

秋に旬を迎える熊本の代表的な食材（野菜・果物・魚介類・肉
類）、熊本城、城下町の町並みとそこで働き、暮らす人

プロジェクト概要

熊本のシンボルである熊本城の夜間開園に合わせて「夜の観光」を開
発するとともに、秋の「くまもとお城まつり」の会場と城下町の飲食店
では“絶品グルメ”を提供することで、新たな夜の熊本の魅力を創り、
宿泊客の増加を目指す。

旅 熊本県　熊本商工会議所 プロジェクトHP：http://www.kmt-cci.or.jp/bisyoku

1）ねぎしおクッキー

2）ふんわりくっきー・黒米

3）黒米メロンパン

4）ねぎしおせんべい

5）伊万里焼饅頭

ベジタブルスイーツと伊万里焼の
コラボレーション

伊万里スイーツブランド連携プロジェクト

3）

4） 5）

1） 2）

伊万里市には、お菓子の神様を祀っている中嶋神社があ
り、「お菓子の神様」と呼ばれている。田道間守（タジマモリ）
が不老長寿の果物「橘」を探し求めて中国に渡り、日本に橘
を持ち帰って、最初に着いた場所が伊万里である。また、森永

製菓の創立者、森永太一郎氏の生誕地でもあり、森
永製菓の練乳工場もあった。このように、お菓子
に縁がある伊万里市のキャッチフレーズは
「焼き物とフルーツの里・伊万里」であり、梨
やぶどうなどフルーツの生産も盛んである。
そこで、「お菓子のルーツは伊万里（スイー
ツルーツ・伊万里）」をコンセプトに、伊万里
の農産物を素材にした伊万里スイーツブラ
ンドプロジェクトを企画した。佐賀県内でも生

産が盛んな伊万里ねぎ、梅、黒米、かぼちゃなどを
お菓子の素材に使用したスイーツ商品を市内の菓子製造

業者が開発し、同時にお菓子を入れる「菓子皿」を伊万里鍋
島焼窯元が取り組んだ。

「スイーツルーツ伊万里」ブランド化
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食
活用した地域資源

車えび、いちじく、天草大王、たこ、うつぼ、ふぐ、ヒオウギ貝な
ど、祇園橋、天草切支丹館、十万山、イルカなど

プロジェクトHP：http://www.hondo-cci.or.jp/motenashi

プロジェクト概要

『美容と健康』をテーマとし、天草の地域資源と南蛮文化を組み合わ
せた「食のもてなしの商品開発」や「心のもてなしの観光開発」を、飲
食・宿泊事業者を中心に連携を強化しながら実施する。

熊本県　本渡商工会議所

「天草らしさ」を探求して更なる拡大へ

新たなプロジェクト参加者の拡大を目指し、天草全島での取り組み
に繋がるように進めていくために、参加者にプロジェクトの趣旨を充
分に理解してもらい、力を合わせて質の向上、ＰＲ力の向上を目指す
ことが望まれる。また、天草の素材、南蛮文化を活用し、新しい天草
滞在のカタチを提案し続けていくために、「天草らしさ」を探求して
新たな発見をすることや現代の南蛮文化情報（新しい南ヨーロッパ
情報）の収集も重要な要素となる。

TOPICS

「feel NIPPON 春2012」に出展してAMAKUSAヘルス＆ビュー
ティーツーリズムをＰＲ。特に天草さらだソース試作品の展示及び
試食では、素材のいちじくや車えびへの関心が高く、「ソースの色が
綺麗」「大変美味しい」などの声が寄せられた。「天草さらだ」は、天草
の魚介類や農産物、畜産物を「サラダ」というスタイルで提供するも
ので、様々なジャンルの飲食店で取り組めることから、健康・美容へ
の関心の高まりによる食の志向変化に伴い、天草の魅力的な食材
を用いて、新しい食のスタイル提案が可能となる。また、天草の独自
性を出した長期滞在ツーリズムの形～天草バカンス～を作り上げ
ていくことも期待できる。

「天草さらだ」の提案と
長期滞在ツーリズム

今後の展開

073

過疎化・少子化による中心市街地
の衰退、石灰石・セメント関連産業
及び農業・漁業の基幹産業の疲弊
等により、まちの活性化や新たな産
業への取り組みが課題となっている
津久見市。その一方で、平成23年４
月にイルカと人間の“ふれあいと癒や
し”をテーマにしたレジャー施設「つ
くみイルカ島」がオープンしたことに
伴い、市でもこれを絶好の機会と捉
え、「観光元年」として位置付けるとと
もに、観光産業や地域経済の発展に
努めている。そこで津久見商工会議
所では、“うみたま体験パーク「つくみ

イルカ島」”を核として、中心市街地の
周遊による“にぎわい”の創出を図り、
食観光の魅力と観光資源を活用した
着地型観光の推進、特産品開発によ
る地域経済活性化を目指した。特に
①「つくみイルカ島」を核とした観光
戦略、②イベント開催による交流の
場の創出、③「食観光」の推進・充
実、④観光資源をつなぐ新たなツ
アー造成、⑤地域資源を活用した特
産品開発、⑥津久見のイメージアッ
プの戦略と展開の６つの事業を中心
に実施し、一定の成果と課題を得る
ことができた。

中心市街地の周遊でにぎわいの創出を図る

TOPICS

これまで津久見市は観光産業とは無縁であったが、「つくみイルカ島」の
開設はこれらに大きな影響を与えており、年間10万人を見込んでいた
観光客は、平成23年10月中旬に10万人を突破するなど、はっきりとそ
の現実と効果が見て取れたのは大きな成果であった。しかし、「つくみイ
ルカ島」を訪れた観光客をいかにして中心市街地に波及させるかが最
大の課題であり、市内への観光客流入ができずに苦慮している。 一方で、
着地型観光による市内周遊や「食観光」の推進、情報発信、モニターツ
アー、調査等により、「津久見」の名が県下をはじめ九州、全国へと少し
ずつ認知されるようになった。

地域の発展に向け力を合わせて結集する

市では、平成23年度を「観光元年」と位置付け、観光客の集客と中心市
街地への誘導による地域経済の発展に努めており、 商工会議所として
も好機と捉え、市及び観光協会とともに、観光産業の振興や地域経済
活性化に歩調を合わせ、事業を遂行した。今回、様々な課題や問題、事
業化の難しさに直面したため、今後はこれらの課題をいかに克服し、市
の観光産業の育成・振興、地域の発展に向け力を合わせ、結集していく
ことが重要である。

「つくみイルカ島」には
予想以上の来場者

今後の展開

「つくみイルカ島」を核に
津久見の魅力を発信

「来て見て・つくみ」新発見

活用した地域資源

マグロ（養殖クロマグロ）、つくみイルカ島

プロジェクト概要

うみたま体験パーク「つくみイルカ島」事業の効果的な展開を通して、中心市街地
への周遊による“にぎわい”の創出を図り、食観光の魅力の増大と観光資源を活用
した着地型観光の推進、地域資源を活用した特産品開発で地域活性化を目指す。

旅 大分県　津久見商工会議所 HP：http://www.tscci.or.jp/

1）、2）天草市市役所が中心となった天

草市全域からなる天草市ヘルスツーリ

ズム推進連絡協会が平成24年2月16

日に発足。　3）イルカウオッチング：天

草市五和町の通詞島周辺には約200

頭もの野生のミナミハンドウイルカが生

息し、一年中イルカウオッチングが楽し

める。　4）天草陶磁器：国指定伝統的

工芸品に指定され、天草各地に窯元が

あります。　5）天草南蛮柿（いちじく）
3）

4） 5）

1） 2）

「日本の宝島・天草」の
地域資源を活用したおもてなし

天草南蛮もてなしプロジェクト

平成23年３月の九州新幹線の全線開業を機に更なる集客を目
指し、地域資源・地域事業者の連携による活気あるまちづくり、天
草を訪れたくなる天草島づくりを本事業の長期的目標と位置づけ、
全国から多くの方に「日本の宝島・天草」を訪れてもらうことを目的
とした商品開発を行うと同時に、地域の活性化〈地域ブランドの確

立、情報発信力の向上、来訪
者の回遊性向上〉を図ってい
く。元々、天草地域には様々な
農産物、水産加工品、畜産物、
南蛮文化が漂う天草独自の文
化などがある。これら地域資源
を活かし、「もてなし」をキー
ワードとした新たな商品の開

発を行うとともに、飲食・宿泊事業者を中心とした“もてなしの連携”
を強化し、物産・加工・サービス関連業者との連携へと広げていく。
また、「もてなし」の基本は、人と人との繋がりであると考え、そのきっ
かけとして「食のもてなし」や「心のもてなし（体験）」、そして「もてな
しの連携」の基本スタイルを確立し、天草の新しい旅の形を提案す
るとともに、持続・発展するように取り組んでいく。

「もてなし」をキーワードとした新たな商品開発

1）つくみイルカ島：平成23年４月にオープンし

た水族館で、ドルフィンスイムなどイルカとの触

れ合いやエサやり体験ができる。　2）津久見

市保戸島：平地がほとんどなく、急な斜面に建

物がひしめくように並んでおり、「未来に残した

い漁村100選の島」に選定されている。

1）

2）
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食
活用した地域資源

特別飼育鶏「南国元気鶏」、銘柄鶏「赤鶏さつま」、柑橘類（紅甘夏・
温州みかん等）、さつま芋

プロジェクト概要

山・川・海・平野と自然に恵まれた環境で育まれた地域資源を活
用したグルメやスイーツ等の開発を継続的に行い、将来的には
食の観光地として、既存の観光スポットとの相乗効果による交
流人口の増加を図り、地域活性化に繋げる。

グルメ・スイーツ商品開発で
「食の観光地化」を目指す

食の観光地化プロジェクト

鹿児島県　出水商工会議所 プロジェクトHP：http://www.izumi-cci.or.jp/izumi_san/

TOPICS

グルメでは、歴史的な逸話がある料理をアレンジした「しょうが
ん炊き」や、市の特産品と鹿児島県の特産品さつま揚げをアレ
ンジした「出水んまか棒三姉妹」、地元の鶏肉と野菜、みかんで
八幡巻をアレンジした「出水んまか巻」を開発した。また、スイー
ツは旬のみかんを使用した「まるごと出水（みかん）」や、昔から
鹿児島の家庭で作られる郷土おやつをアレンジした「チョコっ
とねったぼ」、安心・安全な地元食材にこだわったクロワッサン
「いもクロ」を開発し、出水らしさ、鹿児島らしさを追求した商
品となった。「feel NIPPON 春2012」出展時には、見た目、味
ともに評判がよく、販売金額や販売時期などの具体的な質問
が多数あった。

協議会を立ち上げＰＲ、商品開発を活発化

開発商品は完成発表会を経て、平成24年４月から販売予定で
ある。今後は７月を目処に、商工会議所、行政、観光関係団体、
飲食業組合等の団体と関連事業所で組織する協議会を立ち
上げ、取扱店舗の増加やイベント等でのＰＲ活動、商品の改良・
開発等を行う予定である。また、認定商品事業の実施にともな
い認定基準を設け、出水ブランド「いずみさん」として認定した
ものは、今回開発した商品と合わせてＰＲを行い、市のイメー
ジアップや交流人口の増加を図る。

特産品をアレンジした
グルメとスイーツ

今後の展開

平成18年に旧高尾野町、旧野田町と合併して新市制となっ
た出水市。出水平野が拡がり、自然に恵まれているものの、近
年はリーマンショックによる大企業の撤退や、昨年度発生した
高病原性鳥インフルエンザ等の影響で、製造業や観光関連産
業等、経済の衰退が著しかった。そのため昔から豊富である出
水市の農・水・畜の地元食材を活かした特産品開発（グルメ・
スイーツ）を行い、交流人口を増加させ、出水の地域活性化を
図る必要があった。そこで、行政や市内各種団体、市内事業者
と協力して、市町村別生産日本第２位の鶏肉を活用したグルメ
３品、出水市の特産品である柑橘類と鹿児島県の特産品であ
るさつま芋を活用したスイーツ３品の開発に取り組んだ。

多くの協力で個性的な特産品を開発

1）平成24年3月22日に今回開発したグルメ

とスイーツの完成発表会を行った。　2）出水

ブランドマーク「いずみさん」　3）「いずみさ

ん」メニューの一つ「しょうがん炊き」　4）「い

ずみさん」メニューの一つ出水んまか巻　

5）10月中旬から３月下旬ごろまで世界最大

の鶴の飛来地として、毎年1万2千羽を超え

る鶴が出水市で越冬する。平成８年には、当

時の環境庁の「残したい日本の音風景百選」

に選ばれた。

1） 2）

3）

4） 5）

稚内市の基幹産業の一つである
「観光」は、平成14年の約82万人の
入込数をピークに、年々減少してい
る。要因としては、昨今の深刻な不況
はもとより、観光形態のマスツーリズ
ムから、テーマ性の強いニューツーリ
ズムへの対応の遅れ等が挙げられて
いた。このような現状を踏まえ、自然・
遺産・文化などの地域資源と、日本
最北端である地理的優位性を最大
限に活用し、今求められている自然と
の触れあいや、体験的要素を加味し
たフットパス事業に着目し、本プロ

ジェクトの実施を決定。実施に当たっ
ては、既に整備されている当市観光
名所の一つ、日本最北端の地の碑が
ある「宗谷岬」と、北海道遺産に認定
されている「宗谷丘陵周氷河地形」を
歩く宗谷丘陵フットパスコースを基
点に、新たに複数のコースを選定し、
利用者の選択肢を増やすとともに、
近隣町村を巻き込んだ一大フットパ
ス・ゾーンの形成を図り、観光者の誘
客による地域振興を目的として取り
組んだ。

自然体験要素を加味したフットパス事業

エネルギー施策を観光資源として地域振興に

今春にグランドオープンする駅舎一体の再開発ビル“キタカラ”と、歴史
的な建造物“旧瀬戸邸”港側の複合商業施設“副港市場”“にしん街道標
柱モニュメント”、北海道遺産指定の“北防波堤ドーム”を結ぶ「街なか散
策コース」の選定を進める。さらに、メガソーラー施設を中核とした「次
世代エネルギーパーク構想」に、「環境とフットパス」をコンセプトとした
フットパスコースの整備を提案、エネルギー施策を観光資源と捉えた地
域振興に取り組む。

今後の展開

宗谷丘陵コース「最北の白い道」の成功

実施に当たっては、行政や観光関連団体等による委員会を設置、各コー
ス選定に当たっての課題等の情報を共有化することにより、ハード面の
整備については、行政からの支援を受ける仕組みづくりが構築された。
この支援の最大の効果（成果）は、宗谷丘陵コースの整備として稚内市
が実施した、ホタテの貝殻を粉砕して敷設した「最北の白い道」であり、
草原の“緑”と、空の“青”、この“白い道”が見事なコントラストを創り出し、
実際に歩いた方々から、景観的にも大変素晴らしいと評判で、旅行代理
店からも高い評価を得ている。

活用した地域資源

宗谷丘陵周氷河地形、稚内港北防波堤ドーム、
稚内公園、ノシャップ岬、メグマ沼

プロジェクト概要

誰にでも気軽に自分のリズムで楽しめるのがフットパス。歩きながら地域の自然や風
土を体感できるテーマ性を持っており、現在主流のニューツーリズムに対応できる。

旅
年目2

北海道　稚内商工会議所 プロジェクトHP：http://www.wakkanai-cci.or.jp/wakkanai-footpath/

日本最北端・稚内フットパス推進プロジェクト
最北稚内フットパス推進プロジェクト

TOPICS

2）ノシャップ岬：秀峰“利尻富士”を望む絶景ポイン

ト。また、夕日が沈む時間には、海が黄金色に染め

られ、感動的な光景が見られる。

1）最北の白い道（宗谷丘陵フットパス）：青（空）、

緑（草原）、白（ホタテの貝殻を粉砕した白い道）の

コントラスト、また、晴れた日には、異国“サハリンが

眺望”できる、稚内の新たな名所である。

1）

2）
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食
活用した地域資源

美幌産豚肉、学術研究機関の技術（美幌高校、オホーツ
ク圏食品加工技術センター、東京農業大学網走校）

プロジェクト概要

肉醤油とその関連商品を開発して、道内外での販売を目指す。新たな美幌町
の名物が誕生し、「美幌」の知名度を上げることで、今まで連携の少なかった
町内各者の一体感が向上して明るい活気のある町にしていく。

美幌を元気に！ 
ご当地調味料「美幌豚醤油まるまんま」

美幌産豚を使用した豚醤油と関連商品の開発並びに販路開拓

北海道　美幌商工会議所 プロジェクトHP：http://bihoro-buta.jugem.jp/

1）平成23年10月、地元の美幌高校が「第62回日本学校農業クラブ全国大会 長崎大会」の「食

料・生産」区分において道東地域で初となる優秀賞を受賞。全国農業協同組合中央会主催「全国

高校生対抗！ごはんＤＥ笑顔プロジェクト選手権」全国大会に出場を果たす。　2）美幌豚醤油仕

込作業　3）北海道ＦＭラジオＡＩＲ－Ｇ’で美幌豚醤油を紹介

1） 2）

3）

年目2 年目2

長野県　諏訪商工会議所 プロジェクトHP：http://www.cajyutta.com

ものづくりSUWA発！ 
果汁搾り機（カジュッタ）

「果汁搾り機（カジュッタ）」改良・販路拡大プロジェクト

活用した地域資源

精密機械の加工技術･製品

プロジェクト概要

諏訪の精密加工技術を活用した「果汁搾り機（カジュッタ）」を市場販売できる
よう試作改良し、「ものづくりＳＵＷＡ」ブランドの向上と、工業製品出荷額増加
へとつなげ、地域活性化へと発展させていく。

技

搾り機」は、バー・ホテル等の飲食店で演出
として使用できる、ワクワク感のある商品と
なることに期待し、あわせて地域からオリジ
ナルブランドの創出をするために事業を計
画した。外皮が厚い果実は、むくことも大変
で、食べるまでの加工に手間もかかったが、
この機械では、厚皮を器（うつわ）として利用
し、果物を食べることで「そのまま飲む」とい
う新しい消費方法を提案していく。

ものづくりSUWAの新しいブランドづくり

信州･諏訪地域は、自動車･電気製品等
の精密部品を供給している「ものづくり産業
集積地」ではあるが、消費者に直結する商
品や完成品がほとんどないことから、一般消
費者には「ものづくりＳＵＷＡ」の知名度が
低かった。そこで、「中小企業地域資源活用
促進法」に基づく地域資源としても登録され
ている「諏訪地方の精密機械加工技術製
品」に着目し、エンドユーザーにもわかり易
い、「グレープフルーツ果汁搾り機」を製造
することで、地域産業の発信を目指した。多
彩な食文化を有する日本では、家庭用調理
機器については便利さを追求した優れた商
品が販売されているが、今回企画した「果汁

開発製造過程においては、諏訪東京理科大学の技術や
マーケティング専門家からもアドバイスをもらい、産学共同
開発の一環としても推進してきた。使用中は刃物が外れず
安全性が保たれる一方、メンテナンス時には刃物が容易に
外れるようにする、相反する課題を諏訪地域製造業の技術
によって改良を重ねていった。また、インパクトある商品デザ
インにより、諏訪圏工業メッセ（工業専門展示会）、
「feel NIPPON 春2012」では来場者からの注目を集め、
昨年比2倍の名刺交換数・商談数を得ることができ、また、
購入希望者も多かった。大型遊園地やイベント会場でも集
客ツールとして、また飲食店では演出用インテリアの一部と
しても価値があることがわかった。

多様なレシピの作成と
カスタマイズ化

『カジュッタ』を使った多様なレシピの作成や、具体
的な商品活用イメージを提供して購入に繋げていく
他、顧客のニーズに合わせて、外装部分（カバー）を
カスタマイズすることや、レシピ集の更新などを継続
展開していく。導入希望者からは日本製であるかど
うかの問い合わせが多く、「メイドインジャパン」「Ｓ
ＵＷＡメイド」の技術に信頼性を持たれていると思
われるため、その期待に応える設計・加工・組立品質
をアピールしていきたい。

TOPICS

げ、地域活性化へと発展させていく。

搾り機」は、バー・ホテル等の飲食店で演出搾り機」は バー・ホテル等の飲食店で演出搾
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地元新聞に特集掲載 諏訪圏工業メッセで地元へPR 地元ケーブルＴＶで取材

信州諏訪みそ天丼

諏訪湖

諏訪大社

TOPICS

商工会議所が調整役となり、地域の飲食店経営者、青年団体、
参画事業者、観光協会、役場などが一丸となって取り組んだ他、
美幌高校・オホーツク圏食品加工技術センター・東京農業大
学網走校の学術研究機関と連携を図った。全国的にも珍しい、
豚肉を原材料とした醤油として、北海道が推進している食クラ
スター連携協議体のプロジェクトに採用され、地元新聞などで
開発経緯や特長などが紹介された。また、モニター会において
は、主婦層のリスナーから「隠し味に使用すれば料理がおいし
くなる」「家庭に１本あると料理が簡単になる」などと好評を得
た。さらに、「feel NIPPON 春2012」出展時には約100社のバ
イヤーが興味を持ち、ブースに来場した。

イベント利用で町民への定着と認識を高める

地元町民に愛用されるご当地肉醤にするために、各種イベント
を開催し、認知度を上げる。まず「美幌豚醤油まるまんま活用
料理教室（仮称）」を開き、地元調理人による醤油を活用した料
理を町民に周知する。次に、レシピコンテストを開催し、レシピ
集を作成するとともに、町民にご当地肉醤としての認識を高め
る。さらに、特産品販売のイベントや「feel NIPPON」などに参加
し、全国へ販路を拡大する。

地域一丸となって
ご当地肉醤をアピール

諏訪製造業の
技術によって課題解決

今後の展開

今後の展開

北
海
道

東
北

北
陸
信
越

関
東

東
海

近
畿

中
国

四
国

九
州
・
沖
縄

北
海
道

東
北

北
陸
信
越

関
東

東
海

近
畿

中
国

四
国

九
州
・
沖
縄

本体事業 本体事業

道

東東
北
東
北
東
北
東
北
東
北
東
北

北
陸
信
越

地元産豚肉から新しい調味料の誕生

美幌町は農業が基幹産業であり、綺麗な川が複数流れ、全
国的にも豊かな土壌と高い日照率を誇る。さらに、美幌峠からは
大雪連峰をはじめとする大パノラマの眺望が楽しめ、屈斜路湖
は日本最大のカルデラ湖であるなど、全国有数の観光地でもあ
る。一方で、通過型の観光となり観光客等が激減している現状
から、恵まれた環境を活かした特産品を開発し、町に元気を取
り戻すため立ち上げたのが本プロジェクトである。最初は手探り
状態だったものの、専門家から醤油のルーツは魚や肉を塩漬け
にした醤（ひしお）の副産物であり、平安時代中期に作られた辞
書にも肉醤油について触れられているということを学び、豚肉か
ら醤油を作ることに着手。学術機関と連携を図り、豚肉から作っ
た旨味調味料「美幌豚醤油まるまんま」が誕生した。全国的にも
まれな醤油を地元を中心に、平成24年５月から販売開始を予
定している。今後、販路の拡大や活用レシピを考案して、全国へ
発信できるご当地調味料を目指す。



078 079

自然豊かな茅野市では、観光が産
業の柱の一つである。しかし、スキー
人口の減少などにより、平成３年を
ピークに観光客数減が続いている。
この現状を改善するとともに、八ヶ岳
山麓12市町村の広域観光活性化に
も寄与することを目的に事業を開始
した。平成19年より八ヶ岳山麓に全
長約200ｋｍトレイル（山道）を構築。
「歩く旅」ができる「八ヶ岳山麓スー
パートレイル」は、これまでにwebや
パンフレット、全国フォーラムにより
情報発信を行った。さらに関係12市
町村と連携を図るNPO法人の設立

も実現し、ガイドの養成と、組織化に
取り組んだ。一方で、国内ロングトレ
イルの他の先進地のような集客を得
るためには、課題も山積していた。そ
こで、本ルート以外に新規の魅力的
な枝道ルートを開発。市場拡大を目
指しつつ、マネジメント機能の強化を
図った。また情報発信を強化し、ガイ
ドブックも電子対応型として、環境に
も利用者にもやさしい取り組みを行
うとともに、利用者の顧客満足と安全
確保のため人材育成も実施した。

観光客増とマネジメント機能強化を目指して

TOPICS

情報の質やデザイン、システム自体まで、抜本的に改良して充実させ、
webを中心に情報発信した。さらに費用面と情報の陳腐化に容易に対
応できるよう、ガイドブックをwebで提供。首都圏で開催された旅博に
出展してＰＲを行う一方、広く来場者にアンケート調査を行い、マーケ
ティング等に活用した。さらに12市町村と広域に及ぶ本トレイルが充分
に機能できるようにマネジメントシステムの確立を図り、各地域に点在
する観光資源を結ぶ、魅力的な「枝道ルート」の開発を行った。また、利
用者の安全性確保や顧客満足度向上のため、トレイルの利用者を案内
するガイドのレベル向上と養成に努めた。

地域とロングトレイルを支える人材を育成

課題としてスキームのイメージデザインの未成熟、拠点の未整備、組織の
未完成、地域間ネットワークの不在、ＰＲ・情報・人材不足などがある。一
括での解決は難しいため、関係者で検証・解決し、成功に導くためのロー
ドマップを作成して少しずつ改善、解決に導いていく。ロングトレイルの成
立と持続可能な発展は、基本的に人材そのものに尽きると考えており、今
後も人材を育てつつ、12市町村の広域連携の強化を図っていく。

時代の流れをとらえ、
webで情報を発信

今後の展開

八ヶ岳山麓の自然・歴史・文化に触れる
歩く旅の実現へ

八ヶ岳山麓スーパートレイルのブランド化による集客拡大事業

活用した地域資源

八ヶ岳山麓（自然・歴史・文化）

プロジェクト概要

八ヶ岳を周回する国内最長約200kmのスーパートレイルのブランド化により集客拡大を図
るため、web等を活用した新たな情報発信や人材育成などを行うとともに、マネージメント
機能を強化し、周辺12市町村の広域観光活性化に努める。

旅 長野県　茅野商工会議所 プロジェクトHP：http://ystrail.jp

年目2

八ヶ岳・蓼科高原

縄文遺跡群と国宝土偶「縄文のビーナス」

活用した地域資源

中山道（小田井宿・岩村田宿・塩名田宿・八幡宿・望月宿・茂田井間の
宿）、ウォーキング用ポール、無農薬農家や無農薬野菜等を使用した
こだわりの飲食店、酒蔵や寺院や神社仏閣等、地域の人材（陶芸家、
ガラス彫刻家などの芸術家や市民のボランティアガイド、事業協力者）

プロジェクト概要

中山道ブランドを活用し、旅の情緒を引きたたせる商品開発等を行う。
協議会メンバーが連携してツアーを発売し、募集・受入体制等の仕組み
を構築。田舎暮らし体験施設のイベントを通じ、全域での「いやしろ地」
組織づくりに着手し、活動のアドバイスを行い、事業の自立化を目指す。

旅
年目2

長野県　佐久商工会議所 プロジェクトHP：http://www.iyashirochi-saku.jp/

「中山道」ウォーキングによるふれあいツアー
日本三街道「中山道」活用と自然療法型ツアーの発売事業

佐久市は全国的に有名な史跡・
名所等が少なく、知名度も低い状況
にある。一方で、新幹線佐久平駅の
開業や上信越自動車道佐久ＩＣの
開通により、東京から最短で約70分
の時間距離と、移動時間が少なく、現
地でゆっくりと過ごすことができる。
最近は各地のツアーの楽しみ方に変
化が見られ始め、従来の物見遊山型
の大型バスで史跡・名所を巡るもの
から、少数グループで地域ならでは
の体験やふれ合いを目的としたツ

アーが人気を呼んでいるため、豊か
な自然と小さいながらも“きらり”と光
る地域資源が多くある佐久市におい
ても、多様化するニーズに充分応えら
れる素養を持っている。そこで、交流
人口増加（観光・定住）を目的とし、中
山道ブランドを活かした観光商品開
発を実施。例えば、古道の趣を残す
中山道をウォーキングやポールウォー
キングで歩きながら、地域の人とふれ
合いを楽しめるツアーなど、長野県の
中でも健康長寿で自然環境豊かなま
ちの特色を活かし、市民や観光客、
移住者がふれ合い交流することで、
産業やまちづくりに新たな活力を創
造していく。

ツアー形態の変化を活用したツアーを開発

TOPICS

佐久市を知ってもらうため、日本三大古道の一つであり、街道ウォーキ
ングでも注目されている「中山道」をツアーの中心に組み込んだ。ツアー
の開発では、各コースを綿密に踏査し、ボランティアガイドの発掘、地元
住民だけが知るこだわりの店や農家などの地域資源の発掘等、地域住
民が中心となり観光客が満足できるような「おもてなし」を心がけた。そ
の結果、来年度全国に向けて発売されるツアーが完成した。また、田舎
暮らし体験事業では、モデル地域で観光客を受け入れる仕組みづくり
のため、農作業など各種体験や住民との交流、ウォーキングイベントを
通じて、田舎の魅力を情報発信した。これらの活動で、２組の家族が市
への移住を決めた。

行政、市民などの積極的な参画が不可欠

これら取り組みは市全体のまちづくりにもかかわり、本格的に推進する
ためには行政や企業、市民の積極的な参画が不可欠である。また、中心
的かつ恒常的に推進する組織も必要となるため、市と協議して組織や
仕組みづくりを検討している。その中で、これまでの事業成果を活かし、
可能な範囲で継続して取り組んでいる。現在は、来年度のツアー発売に
向け、コース間を結ぶ移動手段のツールや準備を進めている。

中山道を利活用した
新しいツアーの開発

今後の展開

中山道の宿場

佐久鯉
健康長寿地蔵尊「ぴんころ地蔵」

移住者がふれ合い交流すること
産業やまちづくりに新たな活力を
造していく。
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1）平成23年10月29日～30日、つるが観

光物産フェアにて試食アンケ－ト調査　

2）平成23年10月20日、しんきんビジネス

フェア商談会に出展　3）昆布加工　4）気

比神宮（けひじんぐう）　5）気比の松原

080 081

昔から繊維・織物業で発達してき
た足利市。昭和初期にかけては、先
染めの絹織物である「足利銘仙」の
生産が盛んで、その手頃な価格とデ
ザインにより、大流行となった。同所
ではこの地域資源に着目して掘り起
こし、「足利銘仙」を活用したライフス
タイル・イノベーションを推進。まちな
か回遊ルートと、ｎｅｏ銘仙のブラン
ドおよび商品開発、銘仙スタイルブッ
ク、サイト構築等による情報発信を統
合的に実施、市場開拓を促進した。
次の４点を中長期的な市場獲得に
向けての事業目的・目標とした。

１．「ｎｅｏ銘仙ライフスタイル」に関わ
る文化的イノベーションの推進

２．「まちなか」集客力の向上
３．「ｎｅｏ銘仙ライフスタイル」をテー
マとする商品開発・市場開拓

４．自立的事業推進体制－「タウン・
コンソーシアム」の実現

ｎｅｏ銘仙とまちなかを活用して市場獲得

TOPICS

市内および周辺地域における「創費者」、および来訪観光客等を主たる
配布対象として、冊子媒体「足利銘仙スタイルブック」を編集・発行。
内容は、全国で展開する地域発信型フリーペーパー「美少女図鑑」など
の事業モデルを参考にした。ｎｅｏ銘仙ライフスタイルや銘仙のファッ
ション等に関心のある地域住民や学生等をモデルに、銘仙や開発商品
等を着用して市内の店舗や観光施設、モダニズム遺産等を背景に撮影
したコンテンツを制作。これに各参加店舗情報や商品情報、まちなか回
遊マップなどを掲載して、地域住民や店舗の参加感や一体感を高めると
ともに、効果的なライフスタイル発信ツールとして定着を図った。

「ｎｅｏ銘仙ツーリズム」の実施

着地型ツーリズムとして、地元の旅行会社や交通機関等とも連携し、
「ｎｅｏ銘仙ツーリズム」のモニターツアーを実施する。ターゲットは首
都圏の和服愛好グループなどの「創費者」層を想定し、50名～100名程
度のツアー規模でまちなかの回遊ルートや観光施設の訪問、回遊イベ
ントへの参加及びツアー終了後の結果評価やグループインタビューなど
を行う予定である。

「足利銘仙スタイルブック」
の発行

今後の展開

「足利銘仙」を活用した
ライフスタイル・イノベーション

足利銘仙プロジェクト事業

活用した地域資源

足利銘仙

プロジェクト概要

地域資源「足利銘仙」を活用したライフスタイル・イノベーションを推進。まちなか回遊ルー
トとモニターツアーの開催、ｎｅｏ銘仙のブランドおよび商品開発、サイト構築等による情報
発信を統合的に実施、市場開拓を促進する。

旅 栃木県　足利商工会議所 HP：http://www.watv.ne.jp/̃ashikaga

年目2

3）

あしかがフラワーパーク
ばん阿寺（ばんなじ）

足利学校

あしかがフラワーパーク

足利学校

ばん阿寺（ばんなじ）

福井県　敦賀商工会議所 HP：http://www.tsuruga.or.jp食
地産食材や伝統野菜活用による
敦賀の「食」ブランド創造

地域資源を活用した試作品改良及び販路開拓事業

活用した地域資源

ドレッシング：（黒河マナ（伝統野菜）、魚醤）、古田苅カブラ
のにしんずし（古田苅かぶら（伝統野菜）、魚醤）、魚醤（敦賀
湾で獲れた小アジとサバの内臓を使用した醤油）

プロジェクト概要

現試作品を普及させるには、原材料の吟味・コストの調整・保存性の
向上などの課題があり、今年度より流通市販に対応できるよう商品
改良を行い、県内外への販路開拓に取り組む。

年目2

古代より 港湾を中心に栄え、近代も日本海側の主要な国際
港湾都市として発展してきた敦賀市。自然に溢れ、水産物をは
じめとした特産品も多い。この全国に誇れる敦賀の「食」の
ブランド創造と食文化について全国発信することを狙い
として、平成21年度には農業・水産業・商業者等に
よる事業実施体（敦賀ブランド開発研究会）の構
築を図り、調査・研究事業を実施した。そし
て、敦賀の食材・伝統野菜を使った「魚醤

（敦とと醤遊）」「黒河マナ入敦賀ドレッシング」
「敦賀鍋つゆの素」「古田苅カブラのにしんずし」の試

作品を開発した平成22年度に続き、平成23年度は開発試
作品の改良を実施。北陸地区の商談会への参加や中部地方
でのイベントへの出展を通じて、改良試作品についてのアンケ
－ト調査を実施、調査結果の分析から、今後の販売に向けた
対策に取り組んだ。

イベント出展などを活用して販売対策

「敦賀
作品を開発

作品の改良を
でのイベントへ
－ト調査を実
対策に取り組

1） 2）

4）

3）

5）

TOPICS

敦賀の伝統野菜「黒河マナ」と敦賀湾で獲れた小アジを使った
「魚醤」でドレッシングを試作品開発し、さらにマリネレシピとし
て野菜と魚の刺身に合うドレッシングとして改良に取り組んだ。
市内外の試食アンケート、モニター調査の結果、多くの方々か
ら、美味しいという評価を受け、このドレッシングに合う料理の
提案もいただけた。また、敦賀の伝統野菜「古田苅かぶら」と敦
賀湾で獲れた小アジを使った「魚醤」を入れたにしんずしを試
作品開発し、今年度はパッケ－ジの変更改良に取り組んだ。市
内外で試食アンケ－ト調査を実施して、多くの方々から美味し
いという評価を受けたが、味に関する指摘もいただいた。

コストダウンと更なる販売拡大を目指す

今年度、「ドレッシング」と「にしんずし」についてはコストダウン
を一番の課題とした。「ドレッシング」は製造コストは低減したも
のの、伝統野菜の確保などの理由から大量製造が難しい。今後
については、まず地元普及からスタ－トして、徐々に販売エリア
を拡大していく。また、「にしんずし」は、すでに地元では大根入り
が家庭料理としても普及しているので、まず「古田苅カブラのに
しんずし」を地元に浸透させ、市外に向けた販売の展開を図る。

モニター調査などで
試作品の改良を図る

今後の展開

北
海
道

東
北

北
陸
信
越

関
東

東
海

近
畿

中
国

四
国

九
州
・
沖
縄

北
海
道

東
北

北
陸
信
越

関
東

東
海

近
畿

中
国

四
国

九
州
・
沖
縄

本体事業 本体事業



082 083

食
活用した地域資源

直方焼きスパ・長崎街道・殿町レトロ地区・高取焼・醤
油・とろろ・ノオガタコマチ・有楽町商店街・直方市谷尾
美術館・石原商店・汽車倶楽部・料亭「佐賀屋」・直方
市石炭記念館・直方歳時館

プロジェクト概要

22年度事業で開発したご当地グルメを組み込んだ本市の歴史・産業を体
験できるプログラムを作成し、その担い手を育成していく。同時に直方市の
特産品開発を行い、それらを近隣都市に発信していくことで、本市の認知度
の向上・収益の増大を目指す。

ご当地グルメと観光の改良で
地域活性化を目指す

レトロなまち・直方博～「レトロなまち・直方」の息吹を感じる

福岡県　直方商工会議所 HP：http://www.nogata-cci.or.jp

年目2

TOPICS

平成23年11月に開催した『レトロなまちの博覧会～直方博』
においては、市内の資源を生かした体験プログラムを30作成
した。参加者からの評価は概ね好評で、特に「長崎街道レトロ
コース」「殿町レトロコース」等のまち歩きプログラムにおいて
は、本事業で育成した市民ボランティアによるガイドがまち歩
きを案内し、参加者からの満足度も高く、ガイドの説明につい
ても丁寧でわかりやすいという意見が多かった。また、「直方
博」の盛り上がりをさらに高めるために、「直方焼きスパマンス
リースタンプラリー」や「商店街スイーツつまみ食い散策」等を
実施した。

プログラムのPR方法とガイド体制を検討

今回実施した30の体験プログラムの内、4プログラムが不催行
となった。また、実施されたプログラムの中でも、参加率のバラ
つきが見られたため、今後展開していく上でＰＲ方法などの検
討が課題となった。まち歩きガイドにおいても、メインガイドに
ついては「説明もわかりやすく丁寧」との評価を得たが、サブガ
イド・タイムキーパー等については今後検討の余地がある。最
終的にはメインガイドとサブガイドの2名で対応できる体制を
目標とする。

資源を生かした30の
体験プログラムを作成

今後の展開

『直方焼きスパ』『直方ぶらり』を改良

今回の事業では、22年度で開発したご当地グルメ『直方焼
きスパ』及び観光プログラム『直方ぶらり』の改良を行い、更な
る販路開拓を図った。まず、『直方焼きスパ』『直方ぶらり』をよ
り普及させるために、統一したブランドイメージを検討し、『直
方焼きスパ』『直方ぶらり』のブラッシュアップを図った。その過
程において、新たな特産品の開発、観光ガイドの育成も実施。
さらに本事業で改良（追加開発を含む）する特産品及び観光
プログラムの市場調査、PRの場として、これらを集約した１ヶ月
程度のイベント「レトロなまち・直方博」を開催。イベントを円滑
に進めるため、webを制作し、イベントのＰＲや予約受付を
行った。同時に、本事業の成果物自体や直方博のＰＲ大使とし
て、直方で働く女性を中心に「ノオガタコマチ」を結成。その話
題性により、効果的なＰＲを行うとともに、「ノオガタコマチ」自
身も新たな観光資源として機能させた。また、web内に
「nogata CAFE（仮）」を出店し、成果物の市場調査及び販路
拡大を行った。

1）

2） 3）

1）成金饅頭　

2）のおがたチューリップフェア　

3）のおがた夏祭り

食
活用した地域資源

竹原産筍

プロジェクト概要

竹原産「特別に育てる筍」を活用した新商品開発と大都市圏での販路開拓により、「安芸の小京都」
といわれる竹原市の認知度拡大と来訪者増加を、農家・食品加工・飲食・ホテル事業者等の連携体
制で実現し、地域活性化に結び付ける。

広島県　竹原商工会議所 プロジェクトHP：http://takecci.net/z-tenkai/takehara

TOPICS

平成23年2月開催の「第９回グルメ＆ダイニングスタイル
ショー」新製品コンテストフード部門にて大賞を受賞した「たけ
のこピクルス」を、三井ガーデンホテル広島 総料理長三好氏の
監修でバージョンアップ。課題の品質面も向上し、商品化に向
けて一歩前進した。また、今年も同新製品コンテストフード部
門に出品し、最終選考の上位５点に選ばれ、各バイヤーからも
高評価をもらい、商品化に向け確かな感触を得た。一方、昨年
度に当事業で開発した「たけのこカレー」の販売を開始。凶作
で筍の生産量が少なく、販売数量を5,000個限定とし県内を
中心に販売を行ったが、「道の駅たけはら」では、わずか４ヶ月
で完売した。

加工食品と飲食メニューで普及を図る

約95％が輸入である筍は、地産地消ブームや低カロリーで
ヘルシーなイメージもあり、国内産市場の拡大が見込まれる。
さらに通年供給可能な筍の加工食品は、競合する商品も少
なく需要が高い。TAKE１ブランド商品の普及を図り、首都圏
をターゲットとした加工食品と地元竹原で食べる飲食メ
ニューを両輪とする。課題・問題点は、需要に対する供給側の
体制づくりであり、生産者の後継者育成や、地元で一次加工
が可能な施設の整備である。

「たけのこピクルス」を
バージョンアップ

今後の展開

「竹原」の語源といわれているほど、豊かな竹林を有する竹
原市。その特産品「筍」を利用した商品開発と販路開拓を目的
とし、当所では「TAKE1」プロジェクトをスタート。昨年に引き続
き、竹原産筍を使ったTAKE１商品の新商品開発とブラッシュ
アップ・販路開拓により、更なる竹原ブランド確立と、首都圏を
はじめ全国規模での知名度を高め、竹原市全体の筍生産者
の底上げと商品販売による経済効果を目指して取り組んだ。
今年度は、県立広島大学の学生も当事業に参画してもらい、地
域ブランドのマーケティング戦略を策定するために、工場見学
や生産者の聞き取り調査、イベントでの消費者アンケート調査
等の共同事業を行った。

竹原ブランド確立で経済効果に期待

2）

3）

4） 5）

年目2

1）昨年のfeel NIPPON（大賞受賞）

2）たけのこカレー

3）第５回ぶちぇぇ竹原まつり

　（県立広島大学がアンケート調査）

4）竹原ブランド開発委員会風景

5）朝日山山頂から瀬戸内海を望む

1）

更なる進歩を遂げた“TAKE１”プロジェクト　
“TAKE１”プロジェクト 竹原産の特別な筍を利用した商品開発と販路開拓“TAKE１”プロジェクト 竹原産の特別な筍を利用した商品開発と販路開拓
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昭和39年に日向・細島新産業都市
の指定を受けて以来、日向市は九州
の扇の要となる重要港湾・細島港を中
心に整備、開発が進められてきた。近
年は、日向市駅を中心として中心市街
地の整備が進み、平成18年には鉄道
高架化と併せて構造材に地元産のス
ギを使用した駅舎も完成。日向市は椎
葉村まで含めた「日向入郷（いりごう）
圏域の拠点」として大きな変貌をとげ

ており、今後、東九州自動車道の完成
及び平成22年に選定された重要港
湾・細島港の大型岸壁整備により、流
入人口の増加が大いに期待されてい
る。また、本県は杉材生産量日本一を
平成３年以来20年継続している真の
木材生産県であり、その約30％を当地
耳川流域が生産していることから木造
建築物や木材産業、森林文化を観光
資源にしようとの機運が高まった。

木造建築物や木材産業、森林文化を観光資源に

1）「嶽の枝尾神楽」（椎葉村）。

椎葉神楽は国の重要無形民俗

文化財に指定されており11月

から12月にかけ村内各地で行

われる。　2）師走祭り「迎え火」

（美郷町南郷区）。のぼりを先頭

に炎の中を行列が進む。

TOPICS

観光ルートを個人や小型バスで回れるようにした他、伝統食や祭りを組
み合わせて魅力あるものとなるよう工夫した。パンフレットは、学生が
「学ぶ」観光用に使用するだけでなく、図や写真を多用することで一般の
観光客も理解できようにした。例えば、耳川の上流・中流・下流の建物を
取り上げることで流域の暮らしの特徴を学べるようにし、古代の工法
（西の正倉院）と最新のハイブリッド工法（日向市駅）を取り上げること
で建築工法の新旧を学べるようにした。さらに、道路が狭く個人客では
なかなか行きにくい場所（八村杉、大久保のヒノキ、山越えの林道など）
を選び、それに地域の伝統ある祭りを組み合わせたことで、充実した内
容となった。

地元ガイドによる体験、学習ツアーの実施

地元ガイドの案内で、地域の著名な建築物や巨木などを少人数で巡るツ
アーや、地元の伝統的な生活や食事を、昔ながらの建物で体験する（学
習）ツアーの実施を考えている。交通の便の悪い地域ではあるが、逆にそ
れを当地域の魅力と捉え、これに地域の伝統的な祭りや行事の体験など
を組み合わせることによって、より魅力的なツアーとしていく。あわせて、地
元ガイドの育成も進めていく予定である。

魅力的なツアーと
パンフレットの活用

今後の展開

豊かな森林資源・文化と木造建築を
魅力的なツアーで体験

日向耳川流域の「建築・文化観光」づくりのブランド形成

活用した地域資源

日向市駅、西の正倉院、若山牧水生家、美々津重要伝統的
建造物群保存地区、十根川重要伝統的建造物群保存地
区、SFC認証の森、集成材工場、八村杉、大久保のヒノキ、
地域の祭り・イベント、食、師走祭りなど

プロジェクト概要

宮崎県外からの流入人口を増加させることを目指し、木造建築物や森
林文化、地元の人的資源・もてなしといった地域資源を楽しむ「学ぶし
かけ（建築・観光文化プログラム）」作りを行う。

旅 宮崎県　日向商工会議所 プロジェクトHP：http://www.hyuga.jp/wooden/

年目2

十勝平野の中央部に位置し、自然

に囲まれた地・帯広市。この十勝地

域の資源（観光・環境・健康）を「癒や

し」というキーワードで束ね、「とかち

癒とりフェスタ（通称：癒とりスタ）」と

して十勝が持つ魅力の発信を行っ

た。地元住民が地元の魅力を再認識

し、来訪者に対して「ライフコンシェル

ジュ」として十勝の暮らしぶりを伝え

ることが「究極の癒やし」と捉え、「人

が人を癒やす」おもてなしスタイルを

構築することを最大の目的として実

施。トカプチ雄大空間（トカプチとはア

イヌ語で「十勝」のこと）が実行委員

会の一員として先導的に事業を行

い、昨年度からの３ヵ年計画で、今年

度は道央圏を中心にプロモーション

活動を実施した。

ご当地観光情報センターを目指して

TOPICS

地元住民によるボランティアガイド「ご当地風土アドバイザー：ライフコ
ンシェルジュ育成事業」を実施しており、「人」が「人」を癒やすをテーマ
に、人材育成やイベントでのガイドによるＰＲ活動に力を入れている。各
イベントでのライフコンシェルジュの活動は好評で、十勝の魅力を地元
から伝えるためにも、今後ますますライフコンシェルジュの必要性は増
してくると考えている。そのほか、道新花火大会に約10,000人の来場、
道東道通行量（冬季）前年比1.5倍という効果にも一役買った。

ライフコンシェルジュの活動をさらに拡大

今年度は道東道夕張IC～占冠ICの開通に向けて、十勝管内の関係機関と
の連携を図り、地域一丸となって十勝の魅力をＰＲした。来年度は活動を道
外へと広げ実施していく予定。また、ライフコンシェルジュ活動も、今後は活
動の場を広げて、イベントでのＰＲ等に加え、観光インフォメーションセン
ター等での案内を実施する予定である。

ご当地ガイド・
ライフコンシェルジュの活用

今後の展開

旅

とかち魅力発信キャンペーン（十勝総合

振興局 とかち魅力発信推進室）を企画

（平成24年度オール十勝で「十勝」の

魅力を発信する取り組み）

十勝ヶ丘展望台（音更町）

新嵐山展望台（芽室町） まきばの家展望台（池田町）
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旅旅旅旅
おもてなし事業

2）

1）

北海道　帯広商工会議所 HP：http://www.occi.or.jp/

活用した地域資源

北海道・十勝の安心・安全な「食」をベースに、癒やし3K
（観光、環境、健康）に関わる地域資源

プロジェクト概要

北海道・十勝の「観光」「環境」「健康」に関わる地域資源を再発見し、「人がも
てなす＝癒やし」というキーワードで道央圏に再発信することにより、整備が
進む交通インフラを利用した来訪者増と滞在時間増、ひいては経済波及効
果増を狙ったおもてなし事業を行う。

ライフコンシェルジュによる癒やしがおもてなし
とかち癒（ゆ）とりフェスタシーズン2011[略称：癒（ゆ）とりスタ2011]
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旅 旅

天童市にはＪリーグに所属するプ

ロサッカーチーム「モンテディオ山

形」の本拠地がある。モンテディオ山

形が主催するホームゲームには年

間20万人以上、1試合平均およそ1

万2千人の観戦客が訪れており、今

や天童商工会議所管内でも有数の

イベントとなっている。そこで、モンテ

ディオ山形のホームゲームをコアイ

ベントと位置づけ、観戦をきっかけ

に山形県や同市ならではの観光・物

産・文化・交流資源など、たくさんの

地域資源に触れてもらい、より充実

した観戦ツアーを提供することとし

た。事業１年目であった平成22年

度には、地域資源を集約するための

専用web「どりぶる山形」を制作し、

50以上の地域資源を登録し、２年

目となる今年度からは同webを利

用したスタンプラリーをホームゲー

ムに合わせて実施することで、多く

の観戦客に地域資源を体験しても

らえるように工夫した。

サッカー観戦をきっかけに地域をアピール

TOPICS

webやスタンプラリーでは、できる限り地元サポーターも対戦相手サ
ポーターも楽しめる内容にするよう心がけた。webの内容は、地元の人
でも新しい発見があるように工夫を凝らした。例えば、地元で有名なそ
ば屋ではそば打ち体験をメニューに加えた他、老舗銘菓店では、サッ
カーについて語らいながらお茶菓子を振る舞うなど、市内外全ての人が
楽しめる内容とした。この結果、スタンプラリー参加者は総勢479名、
1,907店（重複店を除いた平均で1.4店）を周遊した。また、１人当たり
5,848円の支出をし、昨年に比べて328円増えた。事務局のブログには、
サポーターからの応援や励まし、地域資源の紹介などの書き込みをして
くれる場面もあり、多くの反響があった。

チラシやパンフレットも工夫してPR

観戦ついでの周遊を定着させるため、引き続きホームゲームをコアイベン
トと位置づけたスタンプラリーを実施する予定である。この際、登録してあ
る地域資源の数をさらに増やし、できるだけたくさんの観戦客が周遊して
みたくなるツアー作りに努めたい。また、告知活動についても、webだけに
頼らず、チラシやパンフレットなども利用しながら、より多くの観戦客にＰ
Ｒできるように工夫していきたい。

webを充実させて
有効活用

今後の展開

室町時代から鉄鍋の製造を行い、

江戸時代には和釘など利器工匠具を

代表とする一大金物産地として栄え

た三条市。大都市ではない、人間らし

い生活ができる地方都市であること

を最大限に活用し、安らぎや癒やしに

満ちた魅力的な地域であることを目

指すべく、平成21年８月に地域コー

ディネーターとともに「燕三条プライド

プロジェクト」を提唱した。本プロジェ

クトは、燕三条の地域ブランドを確立

させることを目的とし、燕三条ブランド

を確立させる原動力が住民自身の地

域への誇りと愛情であると捉え、燕三

条の魅力を表現するライフスタイルを

創りあげて発信していく。そして、燕三

条のライフスタイルに魅力を感じる

人々が日本中そして世界中から燕三

条を訪れること、その評価を通して地

元住民もより高い誇りと愛情を燕三

条に感じるという誇りの拡大再生産

であることを目指した。三条産の安

心、安全な野菜・山菜・果樹・食材・水

を発掘してブランド化するなど、この

地域ならではの産業観光を推進して

観光農業、観光工業を確立、その

ルート化と可視化を行う。

安らぎや癒やしに満ちた魅力的な地域へ

TOPICS

地域のものづくり文化や食文化、鍛冶まつりなどの伝統行事などを融合
させながらその魅力を伝え、観光客誘致を図る本プロジェクトにおいて、
「越後三条鍛冶まつり」や「本寺小路あかり物語（三条別院本堂のライト
アップと周辺の行燈によるあかりの祭典）」をコアイベントとして位置づ
け、コンサートやライトアップ、ステージイベントなどを集中的に開催。民
間団体や行政、マスコミを巻き込んだ一大イベントとして情報発信し、
本寺小路あかり物語は1,000人増の4,000人、鍛冶まつりは「三条マル
シェ～ごった市＠ホコテン」と同時開催したこともあり、昨年より倍増の
2万人の来場者を迎えた。

より多くのナビゲーターを養成

平成23年9月25日～11月26日の期間には「燕三条ものづくりの心に出
会うまちあるき」として18のまちあるきコースを展開。各分野の知識をも
つナビゲーターによる「ものづくりの現場を訪問する」は大きな注目を集
め、好評を博した。平成24年度も事業を継続し、まちあるきではより多く
のナビゲーターを養成することが課題となっているため、関係機関と共に
課題を克服していきたい。

一大イベントとして
情報を広く発信

今後の展開

三条カレーラーメン 三条鍛冶道場

おもてなし事業おもてなし事業

旅旅旅旅
おもてなしし 業事業

新潟県　三条商工会議所 プロジェクトHP：http://www.tsubasan-aruki.jp/

活用した地域資源

燕三条まちあるき、越後三条鍛冶まつり、本寺小路あか
り物語、鍛冶職人の技

プロジェクト概要

地域に対する誇りと愛情を原動力に、燕三条の魅力を表現するライフスタイル
を創りあげ、多くの魅力を一つの価値に統合し発信するコトづくりを行う。産業・
食・文化など体験型イベントを行うことで来街者が増え、住民からもより高い誇
りを感じ取ってもらう事業を展開する。

地域への誇りを原動力とした
「燕三条プライドプロジェクト」

燕三条Organic Lifestyle Creationプロジェクト事業

旅旅旅旅
おもてなしし 業事業

山形県　天童商工会議所 プロジェクトHP：http://dribble-y.com/

モンテディオ山形の
試合観戦をコアにした周遊観光

サッカーJ1モンテで“山形ファン”づくりプロジェクト

活用した地域資源

モンテディオ山形、天童温泉、蔵王温泉、将棋
資料館、広重美術館、天童市美術館、観光果
樹園、舞鶴山、将棋駒、芋煮、ひっぱりうどん、
将棋もろこし、そば、ラーメン

プロジェクト概要

サッカーＪ１「モンテディオ山形」の本拠地で、サッカー観戦を主とした「スポーツ・
ツーリズム」の推進と受入体制の整備を図り、地域内の観光・物産・文化・交流資源
を活かした“おもてなし”を通して県外観戦客達との交流拡大につなげ、地域の活性
化を図る。
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1）牛の角突きは、江戸時代後期に滝沢馬琴

が書いた『南総里見八犬伝』にも記述がある

地域の伝統行事であり、国指定重要無形民

俗文化財でもあります。　2）小千谷市発祥

の「泳ぐ宝石」とも呼ばれる錦鯉は、雪国の清

らかな水と豊かな土壌で育てられた芸術作

品です。　3）小千谷そばは、別名「へぎそば」

「手振りそば」と呼ばれており、そば粉のつな

ぎに布海苔（ふのり）という海藻が使われて

いるのが特徴です。

古くから交通の要所として栄えた

小千谷地域のさらなる活性化を目指

し、地域の魅力を集結・PRする体験

プログラムを企画。毎年、市内外から

観光客が訪れる「おぢやまつり」「片

貝まつり」が開かれる前後２ヶ月の

間、市を一つの『博覧会会場』として

見立て、様々な地域資源の魅力を集

めた「越後ちぢみの里 おぢやこいこい

博」を開催した。期間中は「おぢやま

つり」「片貝まつり」といった動員力あ

るイベントを縦軸に、「小千谷縮」「錦

鯉」「牛の角突き」「農業収穫体験」等

を横軸にして、それぞれの地域資源

の魅力を織り交ぜながら、期間集中

的に一堂に紹介することで相乗効果

を引き出し、来訪者を増やして地域

経済に貢献する地域内消費型観光

事業を実現した。

小千谷の魅力ある地域資源を一挙に紹介

TOPICS

小千谷市の魅力ある地域資源を取り入れたイベント事業を専用webで
紹介し、利用者の利便性向上と、地元企業・団体にとっての集客の確実
性を向上させるため、ワンストップでの予約・決済が可能な申込システム
を導入した。さらに体験プログラムのPRとして、ブロガーを対象にした
「モニターツアー」の実施や、東日本旅客鉄道 新潟支社協力のもと関東・
首都圏のJR各駅でのポスター掲示や、のぼり旗の製作などにより、web
への誘客対策等を実施した。その結果、各イベントへの参加者数の増加
や、まつりの入込み客数の増加に繋がった。

認知度と地域の盛り上がりを高めるために

さらなる認知度向上のため、問題点や課題等を十分に検証し、首都圏を
ターゲットにした広報宣伝活動を早期より行う予定だ。また、各事業の
組織ネットワークの形成に着手し、個の力から組織力への転化を図ると
ともに、市民認知度を上げて地域の盛り上がりを高めたい。イベント事
業では、「小千谷縮の着付け体験」が年々参加者数が増加傾向にあるた
め、行政、観光業者、関連団体等が連携を取り、コア事業として引き続き
実施していく。

webでのＰＲや
ツアーの実施で集客を図る

今後の展開
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1）ものづくりを中心にした「親子ものづくりツアー」の実施　

2）国指定水郷公園“高岡古城公園”での遊覧船事業　3）国

宝“瑞龍寺”のライトアップと門前市

富山県西部地域は世界遺産の五

箇山合掌造りや、海越しに3000m

級の立山連峰が望める“自然景観”

と、国宝瑞龍寺・井波瑞泉寺などの

寺社仏閣や高岡大仏・山町筋・金屋

町などに代表される“歴史文化”があ

る。また、高岡銅器・庄川木工・井波

彫刻・五箇山和紙などの“ものづく

り”、氷見の寒ブリ・新湊のカニ・福光

の米菓・五箇山の豆腐などの“食文

化”もある。これらの素材を集客のコ

アとなる地域資源として捉え、“食と

ものづくり”の地域資源を活かした

魅力ある商品・サービス・体験を、道

の駅を核として、県外からの来訪者

に提供することで「体験滞在型観

光」による交流人口の増大を図ると

ともに、「食のブランド化」を促進して

地域の活性化を目指すことを目的と

した。さらに観光庁の「越中・飛騨観

光圏整備事業」とリンクさせ、“もの

づくり”“食”“景観”“歴史文化”“祭りイ

ベント”をキーワードに、回遊性のあ

る集客事業として「親子ものづくり体

験ツアー」や「大人の食と体験ツ

アー」などを実施し、より効果的・積

極的な誘客活動を展開した。

“食とものづくり”を活かした地域の活性化

TOPICS

（１）食のブランド化：道の駅で地元食材にこだわった「おもてなし料理・
スイーツ・土産品」の改良・見直しを行い、スタンプラリーの対象商品に
登録。厨房設備に差があるため利用者の希望に沿えなかった部分があ
るものの、安定供給のためＪＡや事業者との連携を図った。
（2）体験滞在型観光：観光庁との連携により、モニターツアーや着地型
旅行商品の開発等に本事業を加え、体験受入企業・施設とのネットワー
クを構築し、共同イベントの開催や情報交換などを実施した。

食からコミュニティビジネス、地域交流へ

おもてなし料理やＢ級グルメなどの食のブランド化を地域全体で取り組
み、全国発信していくことも視野に入れている。そのためには地元ＪＡや企
業との協力が必要となることからコミュニティビジネスへの展開や、「越
中・飛騨観光圏整備事業」における回遊性のある着地型観光商品に取り
入れることも検討したい。また、能登・富山・岐阜の道の駅での交流が進む
ことで、商工会議所・商工会を中心とした、道の駅での共同事業やイベント
の開催が可能となる。

食のブランド化と
体験滞在型観光の活用

今後の展開

旅

1）

2）

3）

1）

2）

3）

おもてなし事業おもてなし事業

旅旅旅旅
おもてなしし 業事業

旅旅旅旅
おもてなしし 業事業

新潟県　小千谷商工会議所 プロジェクトHP：http://www.ojiya-koikoihaku.jp

小千谷発
「越後ちぢみの里 おぢやこいこい博」

越後ちぢみの里 おぢやこいこい博事業

活用した地域資源

おぢやまつり、片貝まつり（世界一正四尺玉）、若栃まつり、
小千谷縮（ユネスコ世界無形遺産）、錦鯉、牛の角突き（国
重要無形民俗文化財）、農業収穫体験、真人温泉、へぎ
そば、古民家

プロジェクト概要

小千谷の魅力ある地域資源を磨き、束ねて紹介することにより、来訪者
を増やし地域経済に貢献する地域内消費型観光事業を目指す。また
webの予約から効果検証までできるシステムを利用し、来訪者をワンス
トップで支援する。

富山県　高岡商工会議所 プロジェクトHP：http://www.toyama-west.jp/michinoeki/

道の駅を核とした体験滞在型観光と
食のブランド化

道の駅による「食のブランド化」と「体験滞在型観光」推進事業

活用した地域資源

県内の道の駅14ヵ所において地元特産品にこだわった“料理”“スイー
ツ”“土産品”、県西部地域６市にある産業観光受入企業・施設

プロジェクト概要

食とものづくりの地域資源を活かした魅力ある商品・サービ
ス・体験メニューを、誰もが訪れる道の駅を核にして、県外から
の来訪者に提供する。「体験滞在型観光」で交流人口の増大
を図り、地域の活性化を目指す。
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諏訪地域は、周囲16㎞の諏訪湖

の周りに16以上の美術館・博物館が

点在する全国でもめずらしい文化施

設の集積地である。これら文化施設

を中心に、歴史文化や神社仏閣、郷

土食や湖上花火等の多様な観光資

源を、アートを切り口として束ねるこ

とで周遊性を高め、行政区を越えて

今日の観光ニーズに合ったルートづ

くりや体験プログラムを開発し、諏訪

地域における滞在型観光・着地型観

光の定着化を図って、観光客の滞在

時間延長・観光消費額の増加を目的

として事業を展開した。オープニング

イベント「諏訪の長い夜」は７月29・

30日の両日、美術館・博物館を夜ま

で開館し、施設や周辺の観光施設へ

の周遊を促し、参加者に「まちじゅう

芸術祭」を認知してもらい個々のプロ

グラムへの誘客を目指した。また、

ファイナルイベント「SUWAサロン」で

は芸術祭の総括イベントとして、芸術

文化活動に携わる専門家４名と実行

委員会や地域住民が、諏訪地域の

文化・芸術活動の振興や、どのように

して芸術を観光や町の活性化に繋げ

ていくかをディスカッションした。

アートを切り口に観光集客の増加を目指す

TOPICS

諏訪湖周をアート感覚で巡れるような周遊拠点（案内所）を、重要文化
財に指定された「片倉館」（諏訪市）と「伏見屋邸」（下諏訪町）に設置し
た。案内所には諏訪湖周辺の写真に絵画のような加工を施し、大判の布
地に100枚連続して印刷展示するアーティストインレジデンスの手法を
取り入れ「ビジュアルアート展スワビジョン」と題した。このような現代
アートの要素に、アート探しの感覚で周遊する仕掛けを取り入れること
で若者層への訴求を図った。また、製造業で栄えた諏訪地域の人々へ
「ものづくり」の情熱を喚起させるインダストリアルなフォルムの彫刻作
品を展示。地元住民や観光客、写真愛好家など2,200名近くの来場者
があった。

「諏訪湖アートリング協議会」などと協力

諏訪湖周まちじゅう芸術祭をきっかけに、平成23年4月に湖周の美術
館・博物館の連携組織「諏訪湖アートリング協議会」が発足した。次年度
も引き続き、この協議会と協力して事業を遂行していく他、芸術専門学校
より学生との産学連携企画の提案があったので、協力体制を整えていき
たい。そして地域ゆかりのアーティストや芸術家と連携し、諏訪地域なら
ではのアートツーリズムの新しい企画を打ち出していきたい。

魅力的な手法や仕掛け、
現代アートの活用

今後の展開

旅

「京の七夕」事業は、長らく地元住

民の生活の場であった商店街を活用

し、伝承文化である「七夕」をテーマ

に、京都市内各地の商店街で七夕イ

ベントを開催、地元住民と商店街の

賑わいと交流を増進させるとともに、

観光資源として商店街の魅力を掘り

起こすことを目的に実施した。旧来よ

り京都では冷泉家や社寺仏閣におい

て、七夕にちなんだ事業が執り行われ

てきた。そこで、「一年に一度の願い

事をする」という七夕にちなみ、「願

い」をテーマに地域の賑わいを創出

し、京都の新たな夏の風物詩や観光

資源として新たな魅力を掘り起こす

ことを目的に実施している。

開催２年目を迎えた今年は、「京の

七夕」事業の更なる定着を図るため

に、去年に引き続き「竹笹を用いた七

夕装飾」と「広報事業」に特化して開

催した。２年目を迎えて商店街の「七

夕」に対する理解も高まり、昨年を上

回る43の商店街による34事業が開

催され、京都市内が七夕ムードで盛

り上がりを見せた。

「七夕」をテーマに新たな魅力を掘り起こす

TOPICS

今年度は「京の七夕」事業の定着を図るため、「竹笹を用いた七夕装飾」
と「広報事業」に特化。特に七夕装飾については、竹笹を活用したまちづ
くり事業を手掛ける５つのＮＰＯ法人のサポートのもと、商店街に来ら
れた方との交流を図った。多くの方が短冊に願い事を記入し、中には海
外の文字も見受けられ、市民交流事業としての成果が見られた。また、
広報においてもfacebookなどを活用してweb上での口コミ効果を狙
い、多くの方に商店街に来て頂けるよう働きかけた。個々の商店街の理
解も高まり、主体的に独自のイベントを実施する商店街も現れ始めてお
り、七夕の定着という点において成果が表れ始めた２年目であった。

七夕にちなんだイベントなどで観光客誘致を

市民交流事業として成果があり、商店街や市民への理解が高まった「京
の七夕」事業であるが、多くの観光客を呼び込むまでには及ばなかった。
今後は、竹や笹を活用するハード面での展開だけではなく、七夕にちなん
だイベントなどを通じたソフト面からのアプローチを手掛けることにより、
七夕のより一層の定着と、観光客誘致を目指す。京都の新たな夏の風物
詩として、更なる注目を集めるよう働きかけていく。

竹笹の活用と
web利用による広報事業

今後の展開

旅
おもてなし事業おもてなし事業

旅旅旅旅
おもてなしし 業事業

旅旅旅旅
おもてなしし 業事業

長野県　諏訪商工会議所 プロジェクトHP：http://suwako-art.jp/

活用した地域資源

諏訪湖、諏訪湖周の美術館・博物館（16館）、諏訪湖エリア
まちなか観光案内人（市民ガイド）、片倉館（国指定重要文
化財）、伏見屋邸（町指定歴史的風致形成建造物）、路線バ
ス・諏訪大社・土着神社仏閣、屋形船・地酒・地元食材

プロジェクト概要

行政区の枠を越え、周遊観光の切り口をつなぎ、諏訪湖周に点在する
16の美術館・博物館を軸に、アートを中心とした体験交流プログラム
の充実を図り、諏訪地域での滞在時間を長期化させ、滞在型観光を創
造する。

京都府　京都商工会議所 HP：http://www.kyo.or.jp/kyoto/

活用した地域資源

伝統文化「七夕」、商店街、京都の竹

プロジェクト概要

京都商工会議所、京都府、京都市等オール京都で実施する「京の七夕」
事業に参画する商店街や企業・団体等による協賛事業に対する広報
等の支援事業を実施することにより、それらの観光資源としての魅力を
掘り起こす。

「願い」をテーマにした
京都の夏の風物詩「七夕」事業

京の七夕事業

アート活用による「まちじゅう芸術祭」開催
諏訪湖周まちじゅう芸術祭
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旅

府中市は、木工、繊維、機械金属、

化学製品、味噌など多くの地場産業

がある｢ものづくり｣の町である。近年

は、Ｂ級ご当地グルメの「備後府中焼

き（府中風お好み焼き）」が脚光を浴

びている。そこで、最大の魅力である

地場産業を活かした｢ものづくり｣を

核に、｢備後府中焼き｣などを観光資

源として一体的に活用することで、府

中市を広く全国にＰＲするとともに、

多くの観光客を誘致することを目的と

した。

７月下旬から11月上旬に｢府中玉

手箱～ものづくり博覧会～｣を開催。

10月開催の｢府中玉手箱市｣を中核事

業に位置づけ、地域資源を活かした

「産業観光＆体験ツアー」「工場見学

受入れ」「府中焼き体験教室」「府中ま

ち巡りウォーク」を実施した。商店街な

ど中心市街地をメイン会場に、地場産

品を販売するアウトレット市、近畿・中

国地方のご当地グルメ団体が参加し

た食のイベント、昭和の時代の車を集

めての展示、その他市内企業の自社

工場やショールームでアウトレット

セールを開催するなど、「ものづくりの

町府中」を発信した。

地場産業とご当地グルメを一体的に活用

TOPICS

「ものづくり」をキーワードに、「府中玉手箱市」を中核事業に位置づけ、
前後に地域資源を活かした事業を配置したことにより、多くの観光客が
来場したイベントになった。「府中玉手箱市」では、22年度に比べて企業
の自社工場・ショールーム会場の数を増やすなど、観光客の満足度を高
める工夫をした。ＰＲについても、参加企業が顧客に独自のＤＭを出すな
どの成果もあり、22,000人の来場者があった。また、夏休み期間に実施
した「親子ものづくり体験コース」は大人気で、すぐに定員に達するなど
好評だった他、「工場見学受入れ」は期間中に延べ2,000人を超える観
光客が市内の工場などを見学した。

「府中玉手箱市」のさらなる活用と規模の拡大

「ものづくり」などの地域資源を活かした観光振興を引き続き実施してい
く。また、「府中玉手箱市」については、年々来街者の増加が予想され、会
場の容量不足も懸念されるため、会場を中心市街地から市内の体育館に
移し、府中の産業の展示と併せて、より大々的に開催する予定である。24
年度は、引き続き「ものづくりの町府中」を発信し続け、より多くの観光客
を誘致し府中の魅力を知ってもらうことを目的に実施していく。

博覧会や体験ツアーで
ものづくりを観光に

今後の展開

おもてなし事業

旅

1）北浜テラス　2）大阪シティクルーズ

お好み焼きやたこ焼きなどの“コナ

モン”だけではない大阪の多様な食

資源を、食を楽しむ空間である「水

辺」の魅力と組み合わせ、人との交流

や体験を通して、“魅せる”“食べる”“楽

しむ”を実現するフードツーリズムを

展開。平成23年７月に大阪府立大学

にて行われた「第３回なにわなんでも

大阪検定」の試験会場を活用し、約

4,000人の受験者に、大阪の名産品

（箕面ビール、 大阪サイダー、なにわ

言葉せんべい、手すきおぼろ昆布な

ど）を一堂に集めた「大阪まるかじり

フェア」を開催。未だ知られていない

大阪産に出会える機会を提供した。

10月には「食都」「水都」のそれぞれ

の魅力をかけあわせ、５つの船着場周

辺の飲食店90店舗が参加し、それら

を舟で巡る「大阪水辺バル」を実施。

延べ9,000人を超える参加者があり、

新たな観光の魅力を創出した。また、

「食」と「水辺」を組み合わせた常時楽

しめるプログラムを、「水都大阪の食

を楽しむ」としてパンフレットにまとめ、

首都圏等でＰＲした。

「食」と「水辺」の融合で更なる魅力を創出

TOPICS

「大阪まるかじりフェア」では、大阪産（もん）の魅力発信をする「なにわ名
物開発研究会」や「大阪ミュージアムショップ」とも連携し、知られていない
大阪産を幅広くＰＲ、大阪の食資源の関心向上に繋げた。また、ガイドに
よるフードツーリズムツアーは、参加者層や人数が限定的であったため、
より多くの方々が気軽に楽しめる企画として、飲食店を舟で巡る「大阪水
辺バル」を開発、延べ9,000人の参加を得た。さらに「水都大阪の食を楽し
む」パンフレットを、首都圏ほか他都市でのプロモーションに活用。

広範囲でのプロモーション展開

今後は首都圏をはじめ、大阪以外の幅広い地域に向けてプログラムの
案内やプロモーションを実施する予定である。遠方からでも「行きたい」
と思わせる、充実したフードツーリズムを実現していきたい。

「大阪水辺バル」など
新たなプログラムの活用

今後の展開

1）

2）2）

首都

恋しき

府中味噌

三郎の滝

旅旅旅旅
おもてなしし 業事業

大阪府　大阪商工会議所 HP：http://www.osaka.cci.or.jp/

大阪産“魅せる”“食べる”“楽しむ”の
新フードツーリズム

大阪産（もん）の魅力発信による食の都・大阪のフードツーリズム

活用した地域資源

大阪産（もん）の食資源、水辺の空間

プロジェクト概要

大阪の多様な食資源を、歴史ある大都市ならではの「老舗」、食を楽し
む空間としての「水辺」をコアな切り口に、人との交流や体験を通して、
“魅せる”“食べる”“楽しむ”を実現するフードツーリズムを展開する。

おもてなし事業

旅旅旅旅
おもてなしし 業事業

広島県　府中商工会議所 HP：http://www.fuchucci.or.jp/

活用した地域資源

｢府中家具｣｢府中桐箱｣｢府中味噌｣｢縫製品｣｢産業観
光関連工場｣を中心とする“地場産業”、備後府中焼
き、｢恋しき｣｢石州街道出口通り｣などの中心市街地
の観光資源

プロジェクト概要

「地場産業」を核に、「府中焼き」「恋しき」「石州街道出口通り」等の多様な地域
資源を一体的に観光資源として活用することにより、府中市を広く全国にPRす
るとともに、多くの観光客を誘致する体制をつくる。

ものづくり博覧会「府中玉手箱市」を核に
ご当地グルメを発信

地場産業を核にした「府中玉手箱～ものづくり博覧会～」事業
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旅

東九州自動車道の開通が数年後

に迫っており、宮崎、大分、福岡とのア

クセスの短縮が見込まれている中、

地域の新たな魅力を創出すべく、地

域に関わる人自身の手によって固有

資源の掘り起こしを目指す “泊”覧会

型事業「ひむかのくに えんぱく」を開

催した。「えんぱく」とは、延岡の「延」

と人との「ご縁」にちなんだもので、地

域の魅力を少人数で楽しんでいただ

く着地型の体験交流36プログラムを

企画した。高速道路時代を見据えた

広域での連携を強化しながら、延岡

市外の地域からもプログラムを集

約。まち歩き、ツーリズム体験、就業

体験、アウトドア体験、グルメ、近代遺

産巡り（ヘリテージング）と多彩で、い

ずれも地域の案内人自らがガイドし、

参加者から好評を得た。2年目となる

今年のコースのなかで、チキン南蛮の

まちを巡る企画や工場萌え企画、蒲

鉾工場での料理体験など浸透・定着

してきているものもあり、地域資源の

磨きあげと地域ブランドの醸成に大

きな効果があった。　

就業体験や遺産巡りなど多彩なプログラム

TOPICS

「えんぱく」参加者は約85％が地元からの参加であり、住民自らが発見し、
楽しむことを重視している。少人数でゆっくり楽しめる形式をとっているた
め、定員４名というコースもある。また、新規性と独創性のあるプログラム
づくりにも積極的に挑戦し、リピーターも増えつつあり、来場者を対象とし
たアンケートでは全体の94.8％が「楽しい」と答えるなど、非常に高い満
足度を得ている。さらにメディアの取材や問い合わせが増加し、工場見学
コースでは10月～11月の2ヶ月間で見学者数が前年同期比で40％増加。
そのほか、県外視察の増加や事業所単位での新規顧客の獲得、地域コ
ミュニティの創出など幅広い効果が生まれている。

地域ならではの「おもてなしの心」を活かす

地域住民から人気を得ており、地域ぐるみでの新たな魅力創出の仕組み
として継続していく。これまでの２回にわたる開催を通じて事業ノウハウが
確立されてきたことから、今後はインターネットからの申し込みなども検
討しながら、市・県外からの集客も増やしていく見通しである。さらに地域
で活動するプレーヤーと協力しながら、他の地域にない魅力を発信しつつ、
地域ならではの「おもてなしの心」を活かした新たな地域ブランドの確立
を目指す。

少人数で
ゆっくり楽しめるように工夫

今後の展開

アウトドア天国「延岡」

「神話ゆかりの地」

延岡発祥

「チキン南蛮」

おもてなし事業

旅旅旅旅
おもてなしし 業事業

宮崎県　延岡商工会議所 プロジェクトHP：http://www.enpaku.com/

「延」と「ご縁」にちなんだ感動体験
“泊”覧会「えんぱく」

ひむかのくに えんぱく（延岡感動体験泊覧会）

活用した地域資源

シュノーケリング・クルージング（サンゴ、熱帯魚）、ぶり御殿（古民家）、シーカヤッ
ク、島野浦（離島）、伊勢えび、チキン南蛮、あげみ・海賊丼（郷土料理）、Ｂ級
グルメ、地ビール、鹿肉料理、日向神話、スピリチュアル資源、西南戦争、産業遺産、
秘境駅、工場景観、工芸、農水産業、各地域のガイド人材・案内人など

プロジェクト概要

海・山・川の大自然をはじめ、産業遺産群や歴史・景観・グルメなど多彩
な地域資源に恵まれる宮崎県北（ひむか）エリアにおいて、地域の魅力
を一堂に集約し、街全体をテーマパーク、案内役である地域住民自身
をパビリオンに見立てたおもてなしの祭典「えんぱく」を開催。
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札幌商工会議所
〒060-8610　北海道札幌市中央区北１条西２丁目
Tel: 011-231-1076　Fax: 011-231-1078
http:// www.sapporo-cci.or.jp/
   

帯広商工会議所
〒080-8711　北海道帯広市西3条南9-1
Tel: 0155-25-7121　Fax: 0155-25-2940
http://www.occi.or.jp/
   

網走商工会議所
〒093-0013　北海道網走市南3条西3丁目　網走産業会館
Tel: 0152-43-3031　Fax: 0152-43-6615
http://www.cci.knc.ne.jp/
   

稚内商工会議所
〒097-0022　北海道稚内市中央2-4-8
Tel: 0162-23-4400　Fax: 0162-22-3300
http://www.wakkanai-cci.or.jp/
   

美唄商工会議所
〒072-0025　北海道美唄市西2条南2-1-1
Tel: 0126-63-4196　Fax: 0126-63-4194
http://www15.plala.or.jp/bibaicci/
   

富良野商工会議所
〒076-0031　北海道富良野市本町7-10
Tel: 0167-22-3555　Fax: 0167-22-3120
http://www.furano.ne.jp/furano-cci/
   

美幌商工会議所
〒092-0004　北海道網走郡美幌町字仲町１-44　美幌経済センター
Tel: 01527-3-5251　Fax: 01527-3-5232
http://blog.goo.ne.jp/bihorocci
   

石狩商工会議所
〒061-3216　北海道石狩市花川北６条１-５
Tel: 0133-72-2111　Fax: 0133-72-2577
http:// /www.ishikari-cci.or.jp/
  

 

弘前商工会議所
〒036－8567　青森県弘前市上鞘師町18－1
Tel: 0172-33-4111　Fax: 0172-35-1877
http:// www.hcci.or.jp/
   

花巻商工会議所
〒025-0075　岩手県花巻市花城町10-27
Tel: 0198-23-3381　Fax: 0198-23-2324
http://www.hanamaki-cci.or.jp
   

北上商工会議所
〒024-0031　岩手県北上市青柳町2-1-8　北上商工会館
Tel: 0197-65-4211　Fax: 0197-64-2656
http://www.kitakamicci.jp
   

横手商工会議所
〒013-0021　秋田県横手市大町7-18
Tel: 0182-32-1170　Fax: 0182-33-5642
http:// www.yokotecci.or.jp
   

酒田商工会議所
〒998-8502　山形県酒田市中町2-5-10
Tel: 0234-22-9311　Fax: 0234-22-9310
http://www.sakata-cci.or.jp
   

天童商工会議所
〒994-0013　山形県天童市老野森1-3-28
Tel: 023-654-3511　Fax: 023-654-7481
http://www.tendocci.com/

会津若松商工会議所
〒965-0816　福島県会津若松市南千石町6-5
Tel: 0242-27-1212　Fax: 0242-27-1207
http://www.aizu-cci.or.jp/
   

      　　　
　　　
　　　
　　　
   

上越商工会議所
〒943-8502　新潟県上越市新光町1-10-20
Tel: 025-525-1185　Fax: 025-522-0171
http://www.jocci.jp/
   

三条商工会議所
〒955-8603　新潟県三条市須頃1-20
Tel: 0256-32-1311　Fax: 0256-32-1310
http://www.sanjo-cci.or.jp
   

燕商工会議所
〒959-1200　新潟県燕市東太田6856
Tel: 0256-63-4116　Fax: 0256-63-8705
http://www.tsubame-cci.or.jp/
   

小千谷商工会議所
〒947-8691　新潟県小千谷市本町2-1-5　小千谷商工福祉会館
Tel: 0258-81-1300　Fax: 0258-83-3632
http://www.ojiyacci.org
   

糸魚川商工会議所
〒941-8601　新潟県糸魚川市寺町2-8-16
Tel: 025-552-1225　Fax: 025-552-8860
http://www.itoigawa-cci.or.jp
   

新井商工会議所
〒944-0048　新潟県妙高市下町7-1
Tel: 0255-72-2425　Fax: 0255-73-7525
http://www.araicci.jp/
   

加茂商工会議所
〒959-1313　新潟県加茂市幸町2-2-4
Tel: 0256-52-1740　Fax: 0256-52-4100
http://kamocci.or.jp
   

高岡商工会議所
〒933-8567　富山県高岡市丸の内1-40
Tel: 0766-23-5000　Fax: 0766-22-6792
http://www.ccis-toyama.or.jp/takaoka/
   

黒部商工会議所
〒938-0014　富山県黒部市植木23-1
Tel: 0765-52-0242　Fax: 0765-52-2650
http://www.ccis-toyama.or.jp/kurobe/
   

小松商工会議所
〒923-8566　石川県小松市園町二の1
Tel: 0761-21-3121　Fax: 0761-21-3120
http://www/komatcci.or.jp/
   

七尾商工会議所
〒926-8642　石川県七尾市三島町70-1　七尾産業福祉センター
Tel: 0767-54-8888　Fax: 0767-54-8811
http://www.nanao-cci.or.jp/
   

輪島商工会議所
〒928-0001　石川県輪島市河井町20部-1-1
Tel: 0768-22-7777　Fax: 0768-22-7707
http://www.wajimacci.or.jp
   

上田商工会議所
〒386-8522　長野県上田市大手1-10-22
Tel: 0268-22-4500　Fax: 0268-25-5577
http://www.ucci.or.jp/
   

松本商工会議所
〒390-8503　長野県松本市中央1-23-1
Tel: 0263-32-5355　Fax: 0263-33-1020
http://www.mcci.jp
   

岡谷商工会議所
〒394-0021　長野県岡谷市郷田1-4-11
Tel: 0266-23-2345　Fax: 0266-22-9056
http://www.okayacci.or.jp/
   

諏訪商工会議所
〒392-8555　長野県諏訪市小和田南14-7
Tel: 0266-52-2155　Fax: 0266-57-1010
http://www.suwacci.or.jp/
   

下諏訪商工会議所
〒393-0087　長野県諏訪郡下諏訪町4611
Tel: 0266-27-8533　Fax: 0266-28-8811
http://www.cci.shimosuwa.nagano.jp/

プロジェクト実施商工会議所
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茅野商工会議所
〒391-8521　長野県茅野市塚原1-3-20
Tel: 0266-72-2800　Fax: 0266-72-9030
http://www.chinocci.or.jp
   

佐久商工会議所
〒385-0051　長野県佐久市中込2976-4
Tel: 0267-62-2520　Fax: 0267-62-3521
http://www.sakucci.or.jp/

 飯山商工会議所
〒389-2253　長野県飯山市大字飯山2239-1
Tel: 0269-62-2162　Fax: 0269-63-3191
http://www2.ocn.ne.jp/~iicci/

 

下館商工会議所
〒308-0031　茨城県筑西市田中町丙360
Tel: 0296-22-4596　Fax: 0296-25-0412
http://www.inetcci.or.jp/~simodate/
   

足利商工会議所
〒326-8502　栃木県足利市通3-2757
Tel: 0284-21-1354　Fax: 0284-21-6294
http://www.watv.ne.jp/~ashikaga
   

鹿沼商工会議所
〒322-0031　栃木県鹿沼市睦町287-16
Tel: 0289-65-1111　Fax: 0289-65-1114
http://www.kanumacci.org
   

日光商工会議所
〒321-1262　栃木県日光市平ケ崎200-1
Tel: 0288-30-1171　Fax: 0288-30-1172
http://www.nikkocci.or.jp
  

大田原商工会議所
〒324-0051　栃木県大田原市山の手1－1－1皇漢堂ビル1・2F
Tel: 0287-22-2273　Fax: 0287-22-7643
http://www.ohtawaracci.or.jp/
   

行田商工会議所
〒361-0077　埼玉県行田市忍2-1-8
Tel: 048-556-4111　Fax: 048-556-0059
http://www.gyoda-cci.or.jp
   

佐原商工会議所
〒287-0003　千葉県香取市佐原イ525-1
Tel: 0478-54-2244　Fax: 0478-55-1501
http://www.sawara-cci.or.jp/
   

青梅商工会議所
〒198-8585　東京都青梅市上町373-1
Tel: 0428-23-0111　Fax: 0428-23-1122
http://omecci.jp

厚木商工会議所
〒243-0017　神奈川県厚木市栄町1-16-15
Tel: 046-221-2151　Fax: 046-222-0607
http://www.atsugicci.or.jp/

富士吉田商工会議所
〒403-0004　山梨県富士吉田市下吉田1643-1
Tel: 0555-24-7111　Fax: 0555-22-6851
http://www.fyoshidacci.or.jp/  
      

富士商工会議所
〒417-8632　静岡県富士市瓜島町82
Tel: 0545-52-0995　Fax: 0545-52-9796
http://www.fuji-cci.or.jp/

磐田商工会議所
〒438-0078　静岡県磐田市中泉281-1
Tel: 0538-32-2261　Fax: 0538-32-2264
http://www.iwata-cci.or.jp/

 

大垣商工会議所
〒503-8565　岐阜県大垣市小野4-35-10　大垣市情報工房
Tel: 0584-78-9111　Fax: 0584-78-9112
http://www.ogakicci.or.jp/

神岡商工会議所
〒506-1111　岐阜県飛騨市神岡町東町378　神岡町公民館内
Tel: 0578-82-1130　Fax: 0578-82-5870
http://www.kamiokacci.or.jp
   

半田商工会議所
〒475-0874　愛知県半田市銀座本町1-1-1
Tel: 0569-21-0311　Fax: 0569-23-4181
http://www.handa-cci.or.jp
   

蒲郡商工会議所
〒443-8505　愛知県蒲郡市港町18-23
Tel: 0533-68-7171　Fax: 0533-68-0339
http://www.gamagoricci.or.jp/
   

刈谷商工会議所
〒448-8503　愛知県刈谷市新栄町3-26
Tel: 0566-21-0370　Fax: 0566-24-6049
http://www.kariya-cci.or.jp/
   

安城商工会議所
〒446-8512　愛知県安城市桜町16-1
Tel: 0566-76-5175　Fax: 0566-76-4322
http://anjo-cci.or.jp
   

西尾商工会議所
〒445-8505　愛知県西尾市寄住町若宮37
Tel: 0563-56-5151　Fax: 0563-57-0002
http://www.nishio.or.jp
   

津島商工会議所
〒496-8558　愛知県津島市立込町4-144　津島商工会議所会館
Tel: 0567-28-2800　Fax: 0567-24-2805
http://www.tsushima-cci.or.jp/
   

四日市商工会議所
〒510-8501　三重県四日市市諏訪町2-5
Tel: 059-352-8191　Fax: 059-354-3737
http://www.yokkaichi-cci.or.jp
   

桑名商工会議所
〒511-8577　三重県桑名市桑栄町1-1
Tel: 0594-22-5155　Fax: 0594-21-5156
http://www.kuwana.ne.jp/chamber/
   

上野商工会議所
〒518-0873　三重県伊賀市上野丸之内36-1　
Tel: 0595-21-0527　Fax: 0595-24-3857
http://www.iga-ueno.or.jp/
   

鳥羽商工会議所
〒517-0022　三重県鳥羽市大明東町1-7   
Tel: 0599-25-2751　Fax: 0599-26-4988
http://www.toba.or.jp  

   
   

敦賀商工会議所
〒914-0063　福井県敦賀市神楽町2-1-4
Tel: 0770-22-2611　Fax: 0770-24-1311
http://www.tsuruga.or.jp

近江八幡商工会議所
〒523-0893　滋賀県近江八幡市桜宮町231－2
Tel: 0748-33-4141　Fax: 0748-32-0765
http://8cci.com
   

京都商工会議所
〒604-0862　京都府京都市中京区烏丸通夷川上ル
Tel: 075-212-6400　Fax: 075-255-1985
http://www.kyo.or.jp/kyoto/
   

大阪商工会議所
〒540-0029　大阪府大阪市中央区本町橋2-8
Tel: 06-6944-6211　Fax: 06-6944-6250
http://www.osaka.cci.or.jp/
   

岸和田商工会議所
〒596-0045　大阪府岸和田市別所町3-13-26
Tel: 072-439-5023　Fax: 072-436-3030
http://www.kishiwada-cci.or.jp/
   

神戸商工会議所
〒650-8543　兵庫県神戸市中央区港島中町6-1
Tel: 078-303-5801　Fax: 078-303-2312
http://www.kobe-cci.or.jp
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尼崎商工会議所
〒660-0081　兵庫県尼崎市昭和通3-96
Tel: 06-6411-2251　Fax: 06-6413-1156
http://www.amacci.or.jp/
   

大和高田商工会議所
〒635-0095　奈良県大和高田市大中106-2
Tel: 0745-22-2201　Fax: 0745-22-2277
http://www.yamatotakada-cci.or.jp

 橋本商工会議所
〒648-0073　和歌山県橋本市市脇1-3-18
Tel: 0736-32-0004　Fax: 0736-33-3326
http://www.hashimoto-cci.or.jp/
   

   

府中商工会議所
〒726-0003　広島県府中市元町445-1
Tel: 0847-45-8200　Fax: 0847-45-5110
http://www.fuchucci.or.jp/
   

竹原商工会議所
〒725-0026　広島県竹原市中央5-6-28
Tel: 0846-22-2424　Fax: 0846-22-2038
http://takecci.net
   

下関商工会議所
〒750-8513　山口県下関市南部町21-19 下関商工会館内
Tel: 083-222-3333　Fax: 083-222-4094
http://www.shimonoseki.cci.or.jp/
   

徳山商工会議所
〒745-0037　山口県周南市栄町2-15
Tel: 0834-31-3000　Fax: 0834-32-3303
http://www.tokuyama-cci.or.jp
   

萩商工会議所
〒758-0041　山口県萩市江向457-2
Tel: 0838-25-3333　Fax: 0838-25-3436
http://www.haginet.ne.jp/users/hagi-cci/
   

柳井商工会議所
〒742-8645　山口県柳井市中央2-15-1
Tel: 0820-22-3731　Fax: 0820-22-8811
http://www.yanaicci.or.jp/
  

   

高松商工会議所
〒760-8515　香川県高松市番町2-2-2
Tel: 087-825-3500　Fax: 087-825-3525
http://www.takacci.or.jp/
   

多度津商工会議所
〒764-8508　香川県仲多度郡多度津町東浜6-30
Tel: 0877-33-4000　Fax: 0877-33-4713
http://www.netwave.or.jp/~tadotsu/
   

今治商工会議所
〒794-0042　愛媛県今治市旭町2-3-20
Tel: 0898-23-3939　Fax: 0898-31-6667
http://www.imabaricci.or.jp
   

   

北九州商工会議所
〒802-8522　福岡県北九州市小倉北区紺屋町13-1 毎日西部会館2階
Tel: 093-541-0181　Fax: 093-531-1799
http://www.kitakyushucci.or.jp/

直方商工会議所
〒822-0017　福岡県直方市殿町7-50
Tel: 0949-22-5500　Fax: 0949-25-0471
http://www.nogata-cci.or.jp
   

伊万里商工会議所
〒848-8691　佐賀県伊万里市新天町663 伊万里商工会館
Tel: 0955-22-3111　Fax: 0955-23-3106
http://www.imari-cci.or.jp
   

熊本商工会議所
〒860-8547　熊本県熊本市横紺屋町10
Tel: 096-354-6688　Fax: 096-352-5202
http://www.kmt-cci.or.jp
   

本渡商工会議所
〒863-0022　熊本県天草市栄町1-25
Tel: 0969-23-2001　Fax: 0969-24-3340
http://www.hondo-cci.or.jp
   

津久見商工会議所
〒879-2441　大分県津久見市中央町29-4
Tel: 0972-82-5111　Fax: 0972-82-4666
http://www.tscci.or.jp/
   

竹田商工会議所
〒878- 0013　大分県竹田市大字竹田1920-1
Tel: 0974-63-3161　Fax: 0974-63-3163
http://www.taketa-cci.or.jp/
   

日向商工会議所
〒883-0044　宮崎県日向市上町3-15
Tel: 0982-52-5131　Fax: 0982-52-1133
http://www.miyazaki-cci.or.jp/hyuga/
   

延岡商工会議所
〒882-0824　宮崎県延岡市中央通3-5-1
Tel: 0982-33-6666　Fax: 0982-33-6682
http://www.miyazaki-cci.or.jp/nobeoka/
   

出水商工会議所
〒899-0205　鹿児島県出水市本町7-16
Tel: 0996-62-1337　Fax: 0996-63-0552
http://www.izumi-cci.or.jp/
   

いちき串木野商工会議所
〒896-0015　鹿児島県いちき串木野市旭町178
Tel: 0996-32-2049　Fax: 0996-32-9891
http://www.ikcci.jp/
   

中国
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